
第 3篇 発掘された遺構と遺物
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3、明赤褐 (10YR5/8) ロームプロックを主とした焼土化層。上層の灰

は木炭層。締る。上面床面。

4、にぷい黄褐（10YR5/4) ロームプロックを多く含む。木炭粒わずか

に含むが、多くない。

5、黒褐 (10YR3/1) ロームプロックをわずか含む。軟。

1、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック小粒多く、床下のピット・焼土・木 6、黒褐 (10YR3/1) ローム小粒少し含み、焼士・木炭粒は少ない。

炭粒ほとんど見えない。締る。上面床面。

2、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック多く含み、焼土・木炭粒ほとんど

見えない。 ゜
1 : 30 lm 

第314図 住居跡104遺構図
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第315図 住居跡104遺物図
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第 6章 Q区調脊の遺構と遺物
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1、黒褐（10YR3/1)焼土粒わずか、木炭粒含む。少し締る。

2、黒褐（10YR3/l)焼土粒わずか、木炭粒含む。さらに灰を多く含む。

3、黒褐（10YR3/l) 1層に近いが、わずかロームプロ ック小塊入る。

1、黒褐（10YR3/l)焼土・木炭粒含む。

9、黒褐（10YR3/l) ローム小粒わずか入る。小ピット埋土か。

10、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒入り、下方少し還元気味で締り、床

面。

11、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒多く、全体に軟らか。

12、明黄褐（10YR6/6) ローム粒と土壌化。 12' はローム浮き出し。

13、黒褐（10YR3/1) 12層より黒っぼい。軟らか。下面床面。

14、黒褐（10YR3/l)焼土・木炭粒入り、少し還元気味。ローム上面と

併せ別住居床面。

15、黒褐(10YR3/l)木炭・焼土粒含む。軟。

16、黒褐 (10YR3/l)床面。還元気味。

17、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒見えず、ローム小粒入る。

18、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒多く含み、上面床面。

19、黒褐（10YR3/l)木炭・焼土粒少し入り、ローム粒入る。

20、黒褐 (10YR3/l)黒味強く、軟。

21、ロームプロック。

カマド

1、黒褐 (10YR3/1)焼土粒含むが、木炭粒少ない。 1' は掘方埋土。

2、黒褐 (10YR3/1)焼土粒わずか含む。

3、黒褐 (10YR3/1)焼土粒ほとんど含まない。

4、黒褐 (10YR3/1)焼土粒ほとんど含まない。少し還元気味。前代、

床直上層。 4'は住 105床下層。 4'はやや軟らか。

5、黒褐 (10YR3/1)焼土粒ほとんど含まない。少し茶味おびる。

6、黒褐 (10YR3/1)焼土粒含む。

7、黒褐 (10YR3/1)焼土粒わずか含む。

8、黒褐 (10YR3/1)焼土多く含み、少し粗。

9、黒褐 (10YR3/1)焼土粒ほとんど含まない。
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第316図 住居跡105遺構図
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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第317図 住居跡105遺物図

住居跡104 （第312• 313 • 314 • 315図、図版61• 178) 

位置はQ大区rstl71・172・173にある。調査面はローム漸移下層標高74.4mである。里複は住居跡105・108・

109、南半倒木痕、坑181• 223、ピ876• 859 • 960などが後出し、井戸跡19との関係は井戸跡が先行する。北

壁沿い中央にも住居跡かもしれない遺構が炉跡を切って存在していた。規模は東西767cm、南北616+acm、方

向は中軸でN40゚30'Wを測り、Q区中では最大である。施設として新、古の炉跡、貯蔵穴が、柱穴に北東、南

東（ピ958)、南西（ピ964)、北西（ピ931)と建替に関連するかもしれない柱穴に北東（前述に同じ73.95m)、

南西（ピ963)、北西 (73.73m) のピットがあり、南東のピ958は2つの柱穴が重んでいるので新旧2穴であ

る。 しかしながらこれらのピットや床面の連続性について 7mを越える住居であると当初は想定していな

かったので、全体把握したのは掘方調査に至ってからであった。掘方は柱穴位置と同壁間も溝状掘り凹めた

形で、南壁が高まるのは以降の倒木痕によるためである。掘方で発見されたピット966• 965 • 962などについ

て掘方調査時の発見ではあるが以前か以降か不明である。ピット 966中から地山数m下方にローム層水性二次

堆積による軟質の凝灰岩層があり、酷似の加工石材が第315図2にあり、本住居跡に関連したとすれば、当遺
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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1、黒褐 (10YR3/l)焼土粒わずか含む上面が床1。

2、黒褐（10YR3/l)ロームプロックを多く含む上面が床2。2' は2

の焼土化。

3、黒褐 (10YR3/l)焼土粒わずかに含むが、ローム粒少ない。

4、黒褐 (10YR3/l)焼土粒見えず。古代の別掘り込み。軟。

第318図住居跡106遺構図

1、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒を多く含み、横縞状にロームプロッ

ク含む。締る。

2、黒褐（10YR3/l)焼土・木炭粒少し含み、ローム小プロック多く含

む。
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第3篇 発掘された遺構と遺物
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1、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒含む。

2、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック少ない床層。

3、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック多い床層。

4、にぶい黄褐（10YR5/6) ローム大プロック含む。

I。 1 : 60 2m 

第320図住居跡108遺構図
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第321図住居跡108遺物図

゜
1 : 3 10cm 

跡での最古使用例となる。遺物は、同図 1の甕が古墳時代前期で、本住居跡に関連の時期の個体である。し

かし、同図3・4・5・6は9-10世紀前半の個体であり、それらは本住居跡の床付近に達していた遺物であり、

調査した後出住居跡を除く範囲にも上層からの掘込みがおよんでいたようである。

住居跡105-1• 2 （第316• 317図、図版61• 178) 

位置はQ大区st172• 173、調査面はローム層上面標高74.4m。重複は住居跡105-2• 108 • 104が先行し、坑

181、ピに切られ、ピットとは不明。規模は東西355cm、南北303+acm、方向は中軸でN23°Wを測る。施設に

竃・貯蔵穴があり、別に住居跡105-2の先行貯蔵穴があり竃掘方に焼土面が竃痕跡として残る。住105-1の

貯蔵穴 lは床面より深さ 3cmを測る。遺物は第317図の 2は埋土であり、除くと10世紀前半の個体である。

住居跡106 （第318• 319図、図版62• 178) 

位置はQ大区qrl74• 175、調査面はローム層上面標高74.35m。重複は住居跡95• 98、坑165• 166 • 167 • 
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Q区調査の遺構と遺物
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第322図

1、黒褐 (10YR3/l)木炭 ・焼土粒少なく、少し粗。住 109掘り方埋士。

1' は貯蔵穴埋土で木炭・焼土粒多い。

2、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒わずか含む。住 119床層。

住居跡109遺構図
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第323図 住居跡109遺物図
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第 3篇発掘された追構と遺物
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1、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒含む。

2、黒褐（10YR3/l)還元気味床。締る。

5、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒含み、軟。

6、黒褐（10YR3/l) 5層より少し黄味あり。

7、褐 （10YR4/4) ローム漸移的色調。締りあり。

8、黒褐(lOYR3/l)焼土・木炭粒入らず、少しローム士壌化の気味あ

り。

9、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒わずか入る。小ピット埋土か。

c' 
ー →

7 ＼屯
74 5 

／ 門
丘

74 5 C 

1 • 60 2m -¥ 
1゚0、明黄褐 (10YR6/6) ローム粒と土壌化。下方少し還元気味で締り、

住 105の床面。

11、黒褐 (10YR3/1) ローム小粒多く、全体に軟らか。

12、明黄褐 (10YR6/6) ローム粒と土壌化。12' はローム浮き出し。

13、黒褐 (10YR3/l)12層より黒っぼい。軟らか。下面床面。

14、ロームプロック。
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1、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含む。

2、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含むが、 1層よ

り少ない。

3、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含むが、微。

4、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含む。右壁少し

焼土化。

5、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含み、灰を多く

含む。

6、黒褐 (10YR3/l)焼土粒少なく、灰も少

なし ‘o

7、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック含み、

締りあり。

8、黒褐 (10YR3/1)少し還元気味。住 110

の床直上層。

9、灰層。

第324図住居跡llO迫構図

176、ピ769・770・772・773・771・925・961が後出。住101-2とは不明。規模は東西300cm、南北387cm、方向は中軸

でN2゚30'Wを測る。施設に鼈、廃棄時にほとんど埋ま っていた貯蔵穴、床下坑がある。遺物は10世紀前半。

住居跡108 （第320• 321図、図版178)
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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第325図住居跡llO遺物図

位置はQ大区st172に、調査面は標高74.4m。重複は住居跡105に切られ、住居跡104を切るが、床面高が同

104と同じであり、炉、柱穴を欠き、掘方も同104の掘方を切る構造も見受られず、否住居跡の可能性もあり 。

南、東輪郭は平面確認時による。規模は東西410+acm、南北240+acm、方向Nl6°W。遺物は、古墳時代前期

で、同期住居跡の方向性は30~40゚西偏する点も異なり、否住居跡の可能性が強まる。

住居跡109 ぐ第322• 323図、図版62• 179) 

位置はQ大区rsl73に、調査面はローム漸移上層、標高74.4m。重複は下方の住居跡119・136を切り、さら

に同104を切る。規模は南北335cm、東西255cm、方向は中軸でN13°45'Wを測る。施設に竃、貯蔵穴があるも

のの掘方は以下に黒色土埋没の住居跡が重なるため不明。遺物は、 10世紀代の羽釜片がある。

住居跡llO （第324• 325因、図版62• 179) 

位置はQ大区rsl73に、調査面はローム漸移上層、標高74.4m。重複は、同102に切られる。規模は南北393+

acm、南北212+acm、方向は南壁を基に N4"Wを測る。施設として竃、貯蔵穴があり、掘方は平坦であっ
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第3篇 発掘された遺構と遺物
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1、黒褐（10YR3/l)焼土・木炭粒多く含み、ロームプロック入る。

2、黒褐(10YR3/l)焼土・木炭粒含む。

3、黒褐（10YR3/l)焼土・木炭粒多く含む。ロームプロック横縞状に

入り、少し締る。

4、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒ほとんど入らない。粘性。
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1、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒多く含む。 1'区分できず。袖。

2、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒少し入る。

3、赤褐 (10YR4/6)焼土粒主体で、焼土化にしてはプロック多い。

4、褐灰 (10YR5/l)灰を主とするが、焼土粒も入る。軟。

5、黒褐 (10YR3/l)灰を多く含み、 1層より焼土粒・木炭粒は少ない。

6、黒褐（10YR3/l)木炭粒・焼土粒含む。

7、黒褐（10YR3/l)木炭粒・焼土粒微。軟。

第326図住居跡111遺構図

た。遺物は第325図のとおり、竃、貯蔵穴の同図4• 6を基にすると 9世紀中頃で、住居機能も同期であろ

う。

住居跡111 （第326• 327図、図版63• 179 • 180) 

位置はQ大区pql73・174にある。調査面はローム層上面標高74.4m。重複は住居跡103、井17に切られ、井
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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第3篇 発掘された遺構と遺物
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r
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 t:.- I峨 1、黒褐 (1OYR3/1)As _B含む。粗。 1' は1より黒い。

IA 2、黒褐 (10YR3/l)ローム・焼土小プロック含み、締る。

3、黒褐 (10YR3/l)ローム・焼土小プロック含まずみ、締る。

1 、I I f _ _¥ -~ _ 12J／'II I I I―り 4、黒褐（10YR3/1)3に近似するが、さらに黒く、締る。

5、明黄褐 (10YR6/6)ローム漸移状。5' は少し締る。

6、にぷい黄褐 (10YR4/3)貼床状。締る。

7、黒 （10YR2/l)黒っぼく、 As-B含むか不明。軟。

ー"¥ 8、ロームプロック。
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第328図住居跡112遺構図

18を切る。規模は東西415cm、南北345cm、方向は中軸

でNl'30'Wを測る。施設に竃、貯蔵穴（坑210の南東部

か）かもしれない土坑、掘方で床下坑、貼床の下層床

2での凹凸がある。遺物は、第327図に示したが、 7世

紀初頭頃の同図 7、8世紀代の 5• 8などまじえ、床

1とした上層床の一群に5• 13 • 15、下層床床 2とした

10 • 11などが住居の機能時に直結しそうな個体で、 15

を除き 9世紀前半である。

住居跡112 （第328• 329図、図版63• 180) 

位置はQ大区qrl71• 172にあり、調査面はローム層

上面標高74.4mである。重複は、坑192が切る。本住居

跡は中世竪穴で、土層注 1のとおり As-B混りの黒褐

色土を主体埋土とするが、以下はAs-Bを含むか否か

不明であり、別遺構の底面が以下に含まれている可能

』2 に 性がある。また中世竪穴として注 1の次層には締る床

面が存在しているが柱穴らしい穴跡の存在はなかった。規模は、東西400cm、南北433cm、方向N3゚30'Wを測

る。遺物は第329図に、同図 2は9世紀前半、 1• 4が 7世紀代と見られるが、中世遺物の存在はない。

住居跡114 （第330• 331図、図版63• 180) 

位置はQ大区t171にあり、調査面はローム漸移層中、標高74.4cmである。重複は住119が切る。調査面上

で概に床下に達していたらしく、壁面の存在は不明瞭であり、床面も不明瞭で、土坑の可能性もある。規模

は、東西202+acm、南北123+acmである。遺物は第331図に示したが床面は土層断面注 4中で、 8世紀前半
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第 6章 Q区調脊の遺構と遺物
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第329図住居跡112遺物図

の個体を主とし、住居の機能時も同期であろう。

住居跡115 （第332図、図版64)

位置はQ大区rsl74にあり、調査面はローム層上面、標高74.35mである。重複は住居跡100-1に切られる。

規模は東西145+acm、南北289+acm、方向は東壁でNl2°Wを測る。施設として竃位置が高いためか不明で

あった。貯蔵穴は南東隅より内側に50cm以上離れた場所に発見され、掘方で南東隅がわずか凹むため別住居

の貯蔵穴の可能性もある。遺物は、収録淵である。
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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1、黒褐 (10YR3/1)木炭・焼土粒少なく、少し粗。

2、黒褐 (10YR3/1)木炭 ・焼土粒含み、少し軟。

3、黒褐（10YR3/1)木炭 ・焼士粒少し含み、軟。ロームプロック多い。

第330図住居跡114遺構図

4、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒少し含み、いく分軟。ロームプロッ

ク多いが、漂白化。

5、黒褐(10YR3/l)木炭・焼土粒少し含み、いく分軟。ロームプロッ

クームさらに多い。
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第331図住居跡114遺物図
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2、褐灰 (10YR5/1)灰を主とし、焼土粒多く含む。

3、黒褐 (10YR3/1)木炭・焼土粒を混じえ、灰多し。粘性。

1、明黄褐 (10YR6/6) ロームプロック。

第332図住居跡115遺構図
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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1、灰黄褐（10YR4/2)焼土粒わずか

に含み、やや粗。1'はさらに黒ず

む。

2、灰黄褐（10YR4/2)1層中に黒褐

{10YR3/l)土の大プロック含む。そ

のプロックが床貼5層。2'はその

プロック。

3、灰黄褐(10YR4/2) 2層に、にぷ

い黄褐（10YR5/4)のローム粒とその

土壌化入る。黒褐 (2層中の）は少

ない。 3' は少し黒味強い。

4、にぶい黄褐 （10YR5/4) ローム小

プロックとその土壌化含む灰黄褐土。

5、にぷい黄褐（10YR5/4) ロームプ

ロックを主とする。5' はプロ ック

そのもの。

6、灰黄褐 (10YR4/2)ローム小プロ

ック ・漂白小プロック含む。

7、黒褐 (10YR3/l)軽石入らない黒

褐。軟。

8、にぶい黄褐 (10YR5/4) ローム漸

移的。

...£. 

---------→―-===—ここ三／戸二戸
゜

60 2m 

第333図 住居跡116遺構図

253 



第 3篇 発掘された遺構と遺物
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唸

~ 1、明黄褐（10YR6/8) ロームプロック。

2、黒褐 (10YR3/l)漂白ローム粒を多く含む黒褐。

3、黒褐（10YR3/l) ロームプロックを含み、締る。

4、にぷい黄褐 (10YR7/4)漂白ロームプロックを主とし、締る。

A
 杷

炉 こ之三巴云二三竺ーヨコ］

74.5 
- こ|

1、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロックを含み、締る。焼土化は

含まれるロームプロックの力所のみ。

2、黒 （lOYRZ/1) ローム小プロックを含まず。

3、明黄褐(10YR6/6) ローム土壌化。締る。

F
 

ピット 1125

1、黒褐 (10YR3/l)少し砂質。
74.5 

2、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含む。

贄

G
 

3、明黄褐 (10YR6/8) ロームプロック。

4、にぶい黄褐 (10YR7/4)漂白ロームプロック。

5、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック小粒含み、締る。

6、黒褐（10YR3/l)ローム土壌化含み、締る。

込 5 ピット 1126

4、明黄褐（10YR6/6) ローム土壌化。ロームプロック主体。掘方

埋土。

゜
1 : 30 lm 没

第334図住居跡116遺構図

1、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒含み締る。柱痕ぼくない。

2、黒褐 (10YR3/l)黒味あり、軟。柱痕らしくない。

3、にぶい黄褐(lOYR5/4)漂白ロームプロ ック含む。
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物

\► 

立

I]]1 こ》こご宣爪土全ヽ 兌江l.l.I-l. t 
● I 立

＼ ． 
｀゚

． 
•• ． 

一A_ ! I, I 
． 

＼ 

園 上I 

＼ 

Q 

ピ゚9 4 1 

A_ 

----J  / 1 

74.5 ． 
貯蔵穴 丑互上一

4覧
坑257

江

四」
坑 258

74.5 

下
1、灰黄褐（10YR4/2)焼土粒わずかに含み、やや粗。

2、灰黄褐（10YR4/2) 1層中に黒褐（10YR3/l)土の大プロック含む。

そのプロックが床貼層。

3、灰黄褐（10YR4/2) にぷい黄褐 (10YR5/4)のローム粒とその土壌

化入る。黒褐は少ない。 3' は少し黒味強い。

5、にぶい黄褐（10YR5/4) ロームプロックを主とする。 5' はプロック

そのもの。

9、にぶい黄褐 (10YR5/4) ローム漸移的。その漂白化を主とする。

11、灰黄褐（10YR4/2)黒味あり、軽石少ない。ローム小粒少し含む。

22、灰黄褐（10YR4/2) ロームプロック含む。上面は床面で貼床上面。

以下は床下土坑であり客土。 22' は黒味強い。

23、灰黄褐（10YR4/2)木炭・焼土粒含み、軟。別遺構土坑か。

貯蔵穴

1、黒褐（10YR3/1) ローム小プロック焼土入る。木炭粒含む。 1,

は含まず。

2、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロックをわずか含み、焼土粒少ない。

3、黒褐（10YR3/1)漂白ロームプロックをわずか含み、焼土粒少ない。

4、焼土塊。

坑257

1、黒褐（10YR3/1) ローム小プロック含む。焼土・木炭粒ほとんどな

し。

2、にぶい黄橙（10YR6/4)漂白ロームの土壌化。

坑258

1、黒褐（10YR3/l)黒味おび、ロームプロック含まず。焼土・木炭見

えず。

2、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック多く含む。

3、にぶい黄褐（10YR5/4)漂白ロームを主とする。
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1、黒褐 (10YR3/l)焼土粒を

少し含む。木炭粒少ない。

2、黒褐 (10YR3/l)焼土・ 木

炭粒も多く含む。燃焼部に木

炭粒．灰さらに多い。

3、黒褐 (10YR3/l) ロームプ

ロックを多く含む。別遺構埋

土か。

4、明黄褐（10YR6/8) ローム

プロック主とし、粗。

6、黒褐（10YR3/l)焼土・木

炭粒見えず、軟。倒木痕か。

5層より黒い。

7、黒褐 (10YR3/1) 2層に同

じ。直下に使用面の灰層あり。

゜
1 : 30 lm 

第336図住居跡117-1・2遺構図

255 



第 3篇 発掘された遺構と遺物
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第6章 Q区調査の遺構と遺物

住居跡116 （第333• 

334 • 335図、図版64• 180 • 

181) 

位置はQ大区opl74• 175 

にあり、調査面はローム層

上面標高74.45mである。重

複は、住居跡117、坑214、

土器集積 3に切られ、南西

隅に後出の倒木が重む、図

中南西隅の細線がそれであ

る。土器集積 3は、本住居

跡の埋没の一過程にあった

1、灰黄褐（10YR4/2)焼土粒わずかに含み、やや粗。

3、灰黄褐 (10YR4/2)にぷい黄褐(10YR5/4)のローム粒

とその土壌化入る。

5、にぷい黄褐 (10YR5/4) ロームプロックを主とする。

8、にぷい黄褐（10YR5/4) ローム漸移的。

11、灰黄褐（10YR4/2)黒味あり、軽石少ない。 11' はロ

ーム小粒少し含む。

12、明黄褐 (10YR6/8) ロームプロック。 12' は漂白化ロ

ームプロック。

16、灰黄褐（10YR4/2) ロームプロック量多く、黒褐プロッ

ク含み、少し軟らか。床下。

18、灰黄褐 (10YR4/2) ロームプロック多く、締る。床層。

此 18' は少し軟。

19、灰黄褐（10YR4/2)焼土粒含み、木炭粒入る。ローム

プロック少ない。床下土坑埋土。

20、灰黄褐 (10YR4/2) ロームプロック入らず、少し締る。

床層か。

21、灰黄褐（10YR4/2) ロームプロック入らず、焼土粒少

し入り軟。別住居掘方埋土か。

22、灰黄褐（10YR4/2)黒褐プロック。

23、灰黄褐 (10YR4/2)木炭・焼土粒含み、軟。別遺構土

坑か。

24、灰黄褐(10YR4/2)焼土粒少し含む。ロームプロック

入る。軟。

旦 ． 2' 坑 259 ....ZL2 

‘ 
.£.. 貯．己』

‘ 3' 

゜
1 : 60 2m 

1、黒褐 (10YR3/l)上方にロームプロック含み軟。焼土粒入る。

2、黒褐 (10YR3/l)漂白化ロームプロック多く含む。2' はそのプロッ 3、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック多く含む。 3' はロームプロック。

ク。 4、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック含まず。軟。

第338図住居跡118遺構図

土坑状の輪郭を拾った可能性もある。施設として北半に炉跡、貯蔵穴、柱穴がある。南東柱穴は、住居跡117

の掘方が深いため発見できなかった。遺物は第333図のとおり、古墳時代前期の個体で占められるが、同図 7

に10世紀代の遺物もあり、後世の掘込みがおよんでいたようである。住居機能は古墳時代前期である。
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1、黒褐 （10YR3/l)木炭粒・灰をわずかまじえ、焼土粒含む。

2、黒褐 (10YR3/l)木炭粒を多く含む。

3、暗青灰 (10YR3/l)木炭灰を主とし、禾本科植物らしき灰をまじえる

灰層。

4、明黄橙 (10YR6/8) ロームプロック主とする。カマド間詰粘土か。

5、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土わずか含む。

6、黒褐(lOYR3/l)木炭・焼土わずか含む。ロームプロックわずか入

る。

吋

第339図

II 坑底 29に 1

住居跡118遺構図
I 

I I I 
I I 

ー ごこ
| 

v̀ 

ツ

7、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土わずか含む。

゜
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16 
床 23に 1

第341図

15 
埋 19に 1十埋 20に 1-2

゜
l : 3 10cm 

住居跡118追物図

住居跡117-1 （第336• 337固、図版64• 181) 

位置はQ大区pql74にあり、調査面はローム層上面標高74.4mである。重複は北接の住居跡116を切り、坑
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B
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十ど
74.5 

..£.. 貯

住 119~住 136 貯 ℃至三］

貯蔵穴

1、黒褐（10YR3/1)木炭・焼土粒入り、少し締る。

2、黒褐（10YR3/1)漂白ロームプロック多く含む。

3、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック含み、少し締る。客土様。

4、黒褐 (10YR3/1) ローム小プロック含む。

c' 

A' 

74.5 D 
ピ1055

74.5 : E
 

74.5 

ピ1053

下＝土＝之

1、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒少なく、少し粗。 1' は木炭・焼土

粒多い。住 109貯埋。

2、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼士粒わずか含み、 B-B' 南側に焼土

粒・木炭粒特に多い。住 119床層。

3、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒含み、少し軟。

4、黒褐 (10YR3/l)木炭 ・焼土粒含み、還元気味。 少し締る。住 136

床層。

5、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒少し含み、いく分軟。掘方埋土でロ

ームプロック多い。

6、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒少し含み、いく分軟。 5層と基本的

に同じであるが、ロームプロックは漂白化。

7、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒少し含む。いく分軟。

10、ロームプロック。

I ► 

ピット 1055

1、黒褐（10YR3/1) ローム小プロック少し含み、少し締る。

2、にぶい黄褐 （10YR6/4)漂白ロームプロック多く漂白。粘性。

ピット 1053

1、黒褐 (10YR3/l) ロームプロックほとんど含まない。少し締る。

2、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック入る。少し締る。

゜
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第342図住居跡119遺構図
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1、黒褐 (10YR3/l)焼土 ・木炭粒含む。粗。

2、黒褐（10YR3/l)木炭・焼土粒含むが、木炭粒少ない。灰をまじえ

る灰色のきららあり。

3、黒褐(10YR3/l)木炭・ワラ灰を多く含むと見える中に焼土粒入る。

4、黒褐 （10YR3/l)地の焼土化。

5、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒少ない。

6、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒わずか含む。



そ/ V 1 

゜
1 : 3 10cm 

床 40に6-'-床 42に 1十床 56に 1

＋埋下 28に 1十埋下29に 1十埋

下 30に 1十埋下 37に 1十埋下

38に 2十埋下 39に 1十埋ド 44

に 1+A埋に 4十住 109A埋に 1

＋住 109トレに 1=22

第343図住居跡119遺物図

第6章 Q区調査の遺構と遺物

215に切られ、先行して住居跡117-2がある。規模は東

西340cm、南北328cm、方向は中軸でNl゚15'Wを測る。

施設として鼈、床面ではほとんど埋没し、掘方で掘方

上面より深さ 5cmの貯蔵穴、床下坑がある。床下坑に

ついては、同117-2の貯蔵穴に気付くまで掘方調査を

続けていたので床下坑相互の新古の関係を求めるに至

らなかった。遺物は第337図のとおり時期混在の感があ

り、同じ鼈出土であっても同図1・2は10世紀中頃、 3・

4は9世紀後半頃。 5• 6は9世紀末か ら10世紀初頭頃、

同図12の男瓦は 8世紀代瓦の二次使用。同図13は9世
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第344図住居跡120遺構図

ロニI I 1 トレに 1

1、黒褐(lOYR3/1)A s-B含み、上層は現耕土。

2、黒褐 (10YR3/l)上層はAs-B少し混じり、ローム小プロック含む。

3、黒褐（10YR3/l)少し還元気味の床面。締りややあり。

4、明黄褐 (10YR6/6) ロームプロソク多く、水平気味に堆積。

5、明黄褐（10YR6/6)さらにロームプロック多く、上面締り床。

6、明黄褐（10YR6/6) ローム主に同プロックや漸移的土壌化で構成。

7、黒褐 (10YR3/l)根。

四

゜
1: 60 2m 

I► 

□□シゑ•

1、黒褐 (10YR3/l)As-A・ Bを含む。下方As-Aを含まず。

2、黒褐(lOYR3/l)古代。焼士粒を含む。

3、黒褐 (10YR3/l)木灰・灰を多く含む。

4、黒褐（10YR3/l)木灰 ・灰多く、焼土粒まじえる。図右端は少なく、

床面。

5、黒褐 (10YR3/l)木灰・灰 ・焼土粒多い。

6、黒褐 (10YR3/l)木灰・灰・焼士粒含む。

7、にぷい黄褐（10YR5/4) ローム小プロックを多く含む。掘方埋士。

7'はさらにプロック多い。

10、黒褐 (10YR3/l)木炭・灰・焼土粒少ない。

゜
1 : 30 lm 

゜
l : 3 10cm 

第345図 住居跡120遺物図
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1、黒褐 (10YR3/l)焼士粒・木炭粒を多く含む。

2、黒褐 (10YR3/l)焼土粒・木炭粒少ない。

3、黒褐 (10YR3/l)ロームプロック含む。カマド掘方埋土。

4、黒褐 (10YR3/l)焼土粒 ・木炭粒ほとんど見えず。

5、黒褐 (10YR3/l)焼土粒・木炭粒ほとんど見えず。ロームプロック

2m 入る。カマド掘方埋土。

I> 

—\\ l 

＼料、

B 74.5 

ロご己／

く`I I恣、 ， 
第346図住居跡121遺構図

1 : 30 lm 

｀ ¥ 1 [ l/  12カ埋 11こl十力埋に 2+

力埋に 3十溝 88埋に 5=8 溝 88埋に 1=4

4カ支脚 11に 1

第347図住居跡121遺物図
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5カ埋 8に2十同 91こ3十同 10に 1十判読困 l=7
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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1、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒・小

プロックを含む。粗。焼土粒ほとん

ど見えず。

2、黒褐(10YR3/l) ローム粒入る

がプロック入らず。還元気味床層。

3、黄褐 (10YR5/6) ロームプロッ

ク多く含む掘方埋。上面床。

4、黄褐 (10YR5/6) ロームと土壌

化を主とする。 4' はやや締る。

5、黒褐 (10YR5/6)黒褐色土プロ

ック。

6、黄褐 (10YR5/6)地山凝灰岩プ

ロック。古式土師器の住居に伴う

例。

＼
 A

-
74.5 ． 

1 
...,、~
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------、‘-?-
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¥c 
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_f_ I "'、 \~b
ピ1217 ビ1216t--ニ□芦 ←芯一つ文主文三l-----
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1、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック多い。少し締る。

2、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック少ない。少し締る。

3、黒褐（lOYRl/3) ローム小粒入る。少し締る。

5、黒褐（10YR3/l) ローム小プロックわずか含む。

6、明黄褐 (10YR6/6) ロームプロック多く締る。

7、明黄褐 (10YR6/6) ロームプロック多く締る。

C' 

゜
60 2m 

A' 

D' 

紀前半の男瓦である。同因

11は灰釉陶器皿で 9世紀後

半頃の製品と見られる。以

上の中で竃出土のみで新、

古を捉えると 9世紀後半頃

と10世紀中頃である。

住居跡117-2 （第336• 

己

D
-

74.5 

一

337図、図版64• 181) 

位置はQ大区pq174にあ

り、調査面はローム層上面

標高74.4mである。重複は

北接の住居跡116が古く、後

出の住居跡117-1に切られ

第348図 住居跡122遺構図
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床 10に3十床 11に 3十埋 7

に 1十埋にl+Eトレに 1=9

□い l4に 1

゜
1 : 3 10cm 

第349図 住居跡122遺物図

る。規模は同117-1と二重像のごとく重なるため、近似規模と考えられる。 また鼈位置は、少し東へ奥まっ

た位置にあるため、住居跡117-1がやや西に寄ったとも考えられる。施設、 出土遺物については住居跡117-1

で触れた。

住居跡118 （第338• 339 • 340 • 341図図版65• 181 • 182) 

位置はQ大区nol73・174にあり、調査面はローム漸移層標高74.4m。重複は住居跡138を切り、住居跡ll7-1

に切られ、後出して西壁を喰う西半の倒木がある。掘方調査時には、北寄りに別住居（無番） の床下坑を考

えさせられる円形土坑、鼈前にも別住居を思わせる平坦な掘方面があって外見以上に複雑らしい。規模は南

北で445cm、東西で230+acm、方向は東壁を基にN5°45'Wを測る。施設として東壁に竃、掘方面から深さ 9cm 
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1、黒褐 (10YR3/l)As -B少しまじえ

軟。少し木炭粒入る。

2、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック少し

まじえる。床。締りあり。

3、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック少し

まじえる。軟。

4、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒・ロ

ーム小プロックまじえる。

5、黒 (10YR2/l)動物生活穴か、軟。

6、未注記。

7、褐 (10YR4/4) ロームプロックとそ

の土壌化を主とする。7'は黒褐主体。

8、灰黄褐（10YR4/2) ロームプロックわ

ずか。その土壌化。軟。根か。

9、褐 (10YR4/4) ローム漸移的。

掘り方

l、黄褐 (10YR5/6) ローム小プロックを

多く含み、少し締る。

2、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロックほ

とんどなし。抜取柱痕か。

3、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック含み、

締る。

4、黄褐 (10YR5/6) ロームプロック多く

含み、締る。
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第350図 住居跡123遺構図
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1 C堀埋に 1+Eトレに 1十トレ

に 1=3

I I 
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2掘埋 15に 2

¥ ¥ 

／一新一＼一古 ー ］ーーーロ 堀埋3
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5 A-A' トレに 1

4 床 4に 1
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I I 澤 i`1 6 C埋に 1
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8にl+Aトレに 3=4

第351因住居跡123遺物図

の貯蔵穴、床下坑がある。遺物は第340図に示したが 8世紀代の同図5・6など埋土から床にかけて存在し、同゜
1 : 3 10cm 

図1はおそらく無番住居に伴ない、同図3・4・7・8・9が、本住居跡に関連すると考えられる。この一群は10

世紀前半頃で、住居機能もその頃か。

住居跡119 （第342• 343図、図版65• 182) 

位置はQ大区st171・172にあり、調査面はローム漸移上層標高74.4mである。重複は上方に 2重像のように

住居跡109が切る。規模は南北340cm、東西237cm、方向は中軸でN8゚15'Wを測る。施設として東壁に鼈、廃棄

時では埋没著しい貯蔵穴、ピ1053とした床下坑がある。床下坑については上方に重さなる住居跡109の床下坑

など重さなっているようで第342図床面図の遺物分布の少ない空間が、それを思わせる。結極のところ掘方は

住109掘方と分別はできなかった。遺物は第343図 1の9世紀後半の台付の可能性のある土師器甕がある。あ

る程度のまとまりと、面的な広がりのある個体で、本住居機能時と関連すると考えてよいであろう。

住居跡120 （第344• 345因、図版65• 182) 

位置はQ大区opl75にあり、調査面はローム漸移層標高74.5m。重複は住居跡158を切る。規模は南北290+

acm、東西92+acm、方向は東壁でN3゚30'Wを測る。施設として東壁に鼈がある。遺物は第344固に示した同

図 lがあり、それは調査壁面下に設けたトレンチ中の遺物で、製作時期は 9世紀代である。しかし下方にあ

り先行の住居跡158は10世紀代の遺物を伴なうため、同図 1は、住居跡120に直結しそうにない。

住居跡121 （第346• 347、図版66• 182) 

位置はQ大区no174にあり、調査面はローム漸移層標高74.4m。重複は溝跡88が切る。規模は南北203cm、

東西100cm、方向N12゚30'Wを測るが、平面確認時には南北長290cm余りで北壁に至る北東隅部が見えていたが

最終的には90cm余り削り過ぎた。施設として東壁に鼈、壁外と掘方底間の深さ18cmの貯蔵穴を認めた。遺物

として第347図を掲げたが、同図1・2は9世紀中頃。同図11は抜取られず残存した竃支脚、同図 5は竃内と右

袖側に散乱していた竃天井架材などがあり、住居機能時は同図1• 2をも って9世紀中頃である。
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1、黒褐 (10YR3/l)少し軟らか。ロームプロック少ない。1' は差

なし。

2、黒褐 (10YR3/l)少し軟らか。ロームプロック少ない。

3、黒褐 (10YR3/l)焼土粒少し含む。 3' は含まず。

4、黒褐（10YR3/l)焼土粒少し含む。締りあり。ローム小プロック入る。

4' もほぼ同じ。

5、灰黄褐（10YR4/3) ロームプロック少し含み、その土壌化。

6、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック主とする。

7、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック含むが、少ない。

8、黒褐 {10YR3/l) ローム小プロック・焼土粒含む。少し締る。

9 、黒褐 (10YR3/l) 焼土粒•他物入らず。少し締る床層。

10、黒褐 (10YR3/l)焼土粒多く含む。

12、黒褐(lOYR3/l) 3層に近似。ロームプロック入る。

13、灰黄褐（10YR4/3) ロームプロック少し多い。カマド崩落土。

14、灰黄褐（10YR4/3)13層より黒味あり。

16、黒褐 (10YR3/l)ロームプロック少なく、軟。

17、黒褐（10YR3/l)焼土粒含み、土坑埋土（床下坑か）。軟。

19、黒褐 (10YR3/1) ローム小粒多い。少し締る。

20、黒褐 (10YR3/1) ローム小粒ほとんどなし。焼土粒あり。

D
 

旦

上L 包

～□三二9
1、黒褐（10YR3/l)焼士・木炭粒含まず。ロームプロック多く

含む。

2、黒褐（10YR3/l)焼土 ・木炭粒含まず、締る。床面。

3、黒褐（10YR3/l) ロームプロックを主とする。

゜
1 : 30 lm 

21、黒褐（10YR3/1) ローム小プロック含み、少し締る。床。住 124。

22、黒褐 (10YR3/1) 1層と差少。 第352図 住居跡124遺構図
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カマド

1、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含む。

黒ずむ。

2、黒褐 (10YR3/l)焼土粒多い。

3、黒褐 (10YR3/l)焼土粒多い。

さらにロームプロック入る。天井

／ 崩落か。3'は焼土粒少ない。

4、黄褐 (10YR5/6)焼土の大プロ

£こ ック含む。ロームプロック多い。

5、褐 (10YR4/4)ローム漸移状。

5'は少し黒い。

6、黒褐 (10YR3/l)焼土細粒含む。

少し粘性。
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 ゜

B
`
 

c
 

h▼
 

メ
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1、黒褐 （10YR3/l)ローム漂白プロックを多く含み、ピ1は木炭粒入る。

£ 7、赤褐（2.5YR4/8)焼土化。貼付

壁体。

8、黒褐 (10YR3/l) ロームプロッ

クを主とする。

9、黒褐 (10YR3/l)焼土大プロッ

ク多く含む。

10、黒褐 (10YR3/l)焼土小プロ ッ

クを多く含む。天井崩落か。ロー

ム小プロック入る。

11、褐灰 (10YR4/l)灰・木炭を多

く含み、焼土プロ ック含む。

12、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含む。

黒ずむ。

13、黒褐 （10YR3/l)焼土粒ほとん

芦どなし。硬く、天井材か。

14、黒褐 (10YR3/l)焼土粒多く含

む。

15、にぶい黄褐 (10YR5/4) ローム

土壌化主体。
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1十埋に 5+Eトレに 1十住 124・137A埋に 5十同 B埋に 3十同

c埋に 3十同D掘埋に3十住 130Eトレに 1十住 1350掘埋に 1

＋住 137A埋に 3=76

第355図住居跡124遺物図

住居跡122 （第348• 349図、図版66• 182) 

位置はQ大区hll73• 174にある。調査面はローム層上面標高74.5m。重複は溝跡105が切るほか、調査時当

初の重機による剥過ぎで西半の床面を失なう。規模は南北443cm、東西440cm、方向N44°45'Wを測る。施設と

して、残存床に炉跡を思い出せず、底面位置標高73.97mの貯蔵穴、柱穴 4穴、中央部を残し、周壁沿いを独
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第357図住居跡124遺物図

特に掘込む掘方がある。遺物は第349図のとおり古墳時代前期で、住居機能も同期である。゜
3

5

 

．．．． 
l

l

 

10cm 
25cm 

住居跡123 （第350• 351図、図版66• 182 • 183) 

位置はQ大区lml74• 175にあり、調査面位置はローム層上層標高74.4m、重複は、溝跡89• 91、南西寄り

の坑無番220、ピ991が切る。規模は東西485cm、南北495cm、方向は中軸でNlO゚15'Wを測る。施設として、炉

跡は発見できず、掘方上面より深さ22cmの貯蔵穴、柱穴 4ヵ所、掘方で中央を高め周壁沿いを溝状に凹めた

床下施設を確認した。遺物は第123図のとおり、古墳時代前期で、住居機能も同期である。

住居跳124 （第352~357図、図版66• 76 • 183 • 184) 

位置はQ大区nol71・172• 173にあり、調査面位置はローム層上層標高74.4m。重複は住居跡130• 137に切
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1、黒褐（10YR3/l)焼土・ロームプロックなど見えず。1' もほぽ同じ。

1"は木炭粒入る。

2、黒褐（10YR3/l)焼土 ・ロームプロックなど見えず。

3、褐 (lOYR3/l)ロームプロック多く含む。掘方埋土。

4、黒褐 (10YR3/l)ローム小プロック含む。4'はロームプロック含ま

ない。還元気味床。

5、黄褐 (10YR5/6) ロームプロック。

6、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック含むが、少ない。上面の6' は床

層。ロームプロック含む。

7、黄褐 (10YR5/6)ローム土壌化。上面締る。

8、黒褐 (10YR3/l)ローム土壌化。さらにロームプロック入り、上面床。

9、黒褐 (10YR3/l)黒褐土プロック。

B-B' 

1、にぶい黄褐 (10YR5/4)ロームプロック多く、締る。

2、黒褐（10YR3/l)ロームプロック含む、少し締る。

A
_
 

土 ~5 

三
炉

1、黒褐 (10YR3/l)木炭わずか含む。床。

2、明黄褐 (2.5YR3/l)1 • 3層の焼土化。

3、明黄褐 (10YR6/6)ローム土壌化。漸移的。

4、黒褐 (10YR3/l)木炭粒わずか含む。

゜
1 : 60 2m 

゜
30 lm 

第358図住居跡125遺構図
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第359図住居跡125遺構図

られる。規模は南北619cm、南北629cm、方向は中軸でN29°Wを測る。施設は北壁に竃、鼈右袖裏に床より深

さ12cmの貯蔵穴 1、東側に床面より深さ57cmの貯蔵穴 2、柱穴、周壁下周溝が掘方で認められた。貯蔵穴は

計 2ヵ所にあり、竃右脇の貯 1は浅く、不整形で、第356図13・15の土師器長胴甕を置くための便宜的施設か。

柱穴は住居跡137の重複で 1穴が失なわれ、 3穴を確認した。南西隅柱穴は掘方上面より深さllcmを測る。遺

物は第124• 125図のとおり、 6世紀終末から 7世紀初頭頃の個体で、住居機能も同期。

住居跡125 （第358~362因、図版67• 184) 

位置はQ大区hlml71・172にあり、調査面はローム層上面標高74.4m。重複は住居跡144-1、同一2• 145 • 

126 • 143、坑267、ピ271• 1008 • 1009 • 1010 • 1164、溝93が切る。この中で坑267は古墳時代前期の土坑で住

居跡125の埋没過程に生じていた凹みかもしれない。平面確認時の輪郭を拾った遺構である。規模は南北610

cm、東西628cm、方向は中軸でN6°15'Wを測る。施設として貯蔵穴を除き炉跡柱穴 2穴、掘方での中央を高め

周壁沿いを掘り凹めた床下施設、西壁下での段差などがある。東半の 2柱穴は後出住居により削失されたと

考えられる。南西柱穴は床から深さ39cm遺物は第360• 361 • 362図に掲げたとおり古墳時代前期の一群が伴な

う土器類で、住居機能も同期である。

住居跡126 （第363• 364図、図版67• 68 • 184) 

位置はQ大区lml71・172にあり、調査面はローム層上面標高74.45m。重複は住居跡125• 143を切り、溝跡
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埋 19に 5+BJ:に l+Nトレに 28=34

第362図住居跡125遺物図 □□。
12床 45に 1

1 : 3 10cm 

93に切られる。規模は南287cm、東西240cm、方向は中軸でN3°Wを測る。施設として東壁に竃、貯蔵穴、床下

坑がある。貯蔵穴は廃棄時ではほとんど埋没していた。遺物は第364図のとおり 10世紀前半の個体で住居機能

も同期。

住居跡127 （第365図、図版68)

位置はQ大区pql71・172にあり、調査面はローム層上面標高74.45m。重複は北接の住居跡128を切り、坑

253に切られる。規模は南北307cm、東西285cm、方向N2°Wを測る。施設として鼈跡は、該当位置に坑253があ

り、削失した可能性が高い。貯蔵穴は掘方での南東隅の凹みを捉えれば存在の可能性もあるが住居域から外

れる。掘方では床下坑がある。なお、第365図中の土層断面に9・10に見える貯蔵穴とは住居跡128に伴なう貯

蔵穴のことである。遺物は少なく、掲示しなかったが、住居跡形態は10世紀前半頃の住居形態に近い。

住居跡128 （第366• 367 • 368図、図版68• 185) 

位置はQ大区pql71・172にあり、調査面はローム層上面74.45m。重複は住居跡127・131、溝跡87、坑199・

244、掘立柱建物跡18の柱穴群、ピ887• 1084が後出してある。規模は南北537cm、東西572cm、方向はN7゚30'

Wを測る。施設として炉跡、貯蔵穴 2ヵ所、柱穴 4穴、西方床面の部分的高まり、掘方で壁下周溝、不整形

な掘込みがあった。西半の柱穴は、北西柱穴で床面より深さ45cm、南西柱穴で床面より深さ57cm。貯蔵穴 2ヵ

所については北壁下中央にあり掘方上面より深さ32cmを測る大形な貯蔵穴と、廃棄時に存在していたと考え

られる南西隅の床面より深さ67cmの小形の貯蔵穴とがあった。遺物は第368図に掲げた古墳時代前期の一群が

あり、住居機能も同期。

住居跡129 （第369• 370図、図版68• 185) 

位置はQ大区nol70・171にあり、調査面はローム層上面74.4m。重複は溝跡101、ピ1046• 104 7 • 1086、As-

B混りの凹みなどが後出してある。規模は南北340cm、東西304cm、方向は東壁でN26゚15'Wを測る。施設とし
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A-A＇西東

1、黒褐（10YR3/l) ローム小粒・焼土など含まず。 1'は差なし。

2、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒・焼土など含まず。床層。還元気味床。

3、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒少し入り、焼土など含まず。

4、明黄褐（10YR6/6) ロームプロックを主とする。

5、黒褐（10YR3/l)還元気味。住 125床。

B-B'北南

1、黒褐（10YR3/l)焼士・ロームプロックなど見えず。1' もほぼ同じ。

4、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック含む。4'はロームプロック含ま

ない。還元気味の床層。

5、黄褐 (10YR5/6) ロームプロック。

6、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック含むが、少ない。上面6' は床層。

ロームプロック含む。

7、黄褐 (10YR5/6) ローム土壌化。上面締る。

8、黒褐 (10YR3/l) ローム士壌化。さらにロームプロック入り、上面

は床。

D
 

c
 

貯

ヽ

74.5 貯

1、黒褐 (10YR3/l)木炭粒含む。

坑 342
74.5 

゜
1 : 60 2m 

こ
坑342

1、黒褐 (10YR3/l)軟。ローム粒わずか。

2、黒褐 (10YR3/l)軟。ロームプロック少し含む。
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住居跡126遺構図

A
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1、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含み、木炭粒微。

2、黒褐（10YR3/l)焼士粒・木炭粒見えず。軟。

3、黒褐（10YR3/l)焼土粒・木炭粒見えず。軟。

4、黒褐 (10YR3/l)焼土粒・ 木炭粒見えず。軟。少しロームプロック

入る。

5、黒褐（10YR3/l)焼土粒・木炭粒見えず。軟。ロームプロック多い。
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1、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含まず。少し粗。

2、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック入り、少し締る。

3、黒褐 (10YR3/l)焼土粒わずか入る。

4、明黄褐（10YR6/6) ロームプロックと黒褐土まじり。上面は床で、少

し締る。 4'はプロック大きい。

5、明黄褐（10YR6/6) ロームプロックを主とする。

6、黒褐（10YR3/l) ロームプロックを少しまじえる。土坑埋土か。

7、黒褐（10YR3/l) ローム土壌化のプロック斑入り、少し締る。

8、黒褐（10YR3/1)木炭粒まじえ、小ロームプロック入る。

9、黒褐(10YR3/1) 8層とほとんど差なし。貯蔵穴埋土か。

10、黒褐（10YR3/l) ローム小プロック含む。貯蔵穴埋土か。

11、黒褐 (10YR3/1) ローム小プロックやや含む。

12、黒褐 (10YR3/l)未注記。

゜
1 : 60 2m 

第365図住居跡127遺構図

て炉跡、貯蔵穴、柱穴は発見できず掘方で中央部を高め壁下を溝状に巡る床下施設を見い出した外、北壁側

で棚状と中央を掘り凹めた施設が存在していた。棚状とその掘り凹めは、別住居とも考えたが、床面が北端
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1、黒褐 (10YR3/1)木炭粒含み、 A-A' の西側に木炭層が床の直

上層として下面にあり、その面は締る。床状。しかし埋土下層の1,

は軟らかく、動物の生活穴か。

2、黄褐 (10YR5/6)倒木、ロームの浮き出し。

3、黒 (10YR2/1)軽石少ない。

4、黄褐 (10YR5/6) ロームプロック。土壌化と黒褐土とのまじり。軟。

4'はローム主体。

5、黄褐 (10YR5/6) ロームプロック。土壌化と黒褐土とのまじり。軟。

4層より少し黒い。

6、黒褐 (10YR3/1)ロームプロック多い。

7、黒褐 (10YR3/1)ローム土壌化、その小プロック入り、黒褐色土主

体の床層。

8、黒褐 (10YR3/l)As -C・軽石小粒多く含む。黒味強い。

9、黒褐 (10YR3/1)少し土壌化ローム入る。

10、褐 （10YR4/4)ローム漸移層。

11、にぷい黄褐 (10YR5/4)ローム土壌化を主とする床層。

10世紀中頃から後半にかけての頃であろう。

第366図住居跡128遺構図

輪郭まで延びるので一軒と認めた。遺物は第370のとお

り、古墳時代前期の一群で、住居機能も同期。

住居跡130 （第371• 372図、図版69• 185) 

位置はQ大区mnl71・172にあり、調査面はローム層

上面標高74.4m。重複は住居跡124• 137 • 141を切る。

規模は南北346cm、東西275cm、方向Nl4°Wを測る。施

設は東壁に竃、貯蔵穴、掘方に床下坑274がある。遺物

は第372図のとおり、10世紀中頃から後半にかけての個

体で、同図 6のみが遡る可能性がある。住居の機能も

住居跡131 （第373• 374 • 375図、因版69• 186) 

位置はQ大区op170• 171にあり、調査面はローム層上面から漸移層標高74.45m。重複は住居跡127• 128 • 

159が先行し、坑244、ピ1040に切られる。施設として東壁に竃、床ではほとんど埋没していた貯蔵穴、掘方

で床下坑を見い出した。床下坑直上にある床面では灰層の広がりを認めた。竃には架構石材が落下した状態
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1()、 叫

十p を認めた。さらに床下坑直上の床面で灰層が存在して
172 

゜
1. 60 2m いた。規模は南北で292cm、東西292cmの方形無味。方

|口 目
向は中軸でN5°W を測る。遺物は第374・375図に示した

が同図 1は編集図版作成誤まりで住居跡128の個体で

土こ〈： 冒 ある。それを除くと 10世紀中頃に近い個体が主をなし、

A' 住居機能もその頃であろう。

oいa 
胃 マ

住居跡132 （第376• 377図、第70• 186図）

位置はQ大区 P170にあり、調査面はローム漸移層中

゜
標高74.4mにある。重複は住居跡131・132、坑261に切

|ご 叫

△ 74 5 られる。この住居跡を含むQ区東半はAs-B混の覆土

が載る As-B堆積以降の削平化によって住居跡上半

＇ 乏臼主~, が失なわれているため、床面までの深さは浅く、しかと竿54 --

も住居跡埋土下層の堆積は上層がやや大まか、広範囲、

゜
1 • 30 im 

単純な堆積に対し、少範囲、複雑な堆積、平面状態に

1、黄褐（10YR5/6)ロームプロックと土壌化を主とする。部分的に小

焼土層あり。締る。

2、明赤褐（2.5YR5/6)1層の焼土化。締りあり床層化。

3、黒褐 (10YR3/1)ロームプロック少なく、締る。床層。3'はロー

ムプロック少し入る。

4、黒褐 (10YR3/1)ロームプロック少なく、やや締る。

5、黒褐 (10YR3/1)ロームプロック含み、やや締る。掘り方埋土。

第367図住居跡128遺構図

ある場合が多く、住居跡132を含む隣接、周辺の住居跡

についてもそうであった。規模は南北352cm、東西348

cm、方向は西壁を基にN5°15'Wを測る。施設として竃

跡は、住居跡133に削られ、かろうじて貯蔵穴が推定床

面からの深さ33cmで存在していた。掘方は北半に壁に

沿う溝状の凹みが存在し、床下坑は重複の住居跡133の
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1、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒含む。

2、黒褐 (10YR3/l)ロームプロック多く含む。

＼。

叫

3、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック多く含む。上面締る。3' はロー

ム最少ない。少し軟らかいが、床層。

4、黒褐 （10YR3/l) ロームプロックほとんど含まない。軟。

5、黄褐 (10YR5/6)ロームプロック多く含む。掘方埋土。

6、にぶい黄褐（10YR5/4) ローム土壌化主体。

第369図住居跡129遺構図

282 ゜
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第370図 住居跡129遺物図

範囲の中に存在するのが同132の掘方中には認め られなかった。遺物は第377図に掲げた、遺物取上No.34に9

世紀前半の碗の出土があるほか個体量少なく、住居の機能時を明確にし難いが、同期か。

住居跡133 （第378• 379 • 380図、図版70• 186 • 187) 

位置はQ大区pq169・170にあり、調査面はローム層上面標高74.3m、重複は住居跡132を切り、溝跡99・102、

坑261• 262、ピ1062• 1064に切られる。調査時、先行の住居跡132と北西半は重さなり、住居跡132の掘方は
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1、黒褐（10YR3/l)軽石・木炭粒わずか含む。

2、黒褐(10YR3/l)ロームプロック多く含む。締る。 2' はロームプロ

ック含まない。 2"は少し還元気味で、ロームプロック含まず。

3、黒褐(10YR3/1)ロームプロック少し含む。

4、黒褐 (10YR3/l)ロームプロックほとんど含まず。住 124埋土。

5、褐 (10YR4/4)ロームプロック含み、ローム土壌化を主とする。

貯蔵穴・坑274

1、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒含まず。少し締る。

2、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒含まず。ロームプロック入る。 2'

は少し締る。

3、褐 (10YR4/4)ロームプロックを主とし、少し締る。
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カマド

2、黒褐（10YR3/l)焼土粒まじえる。ロームプロック含む。 2' 焼土

粒やや少。

3、灰黄褐（10YR4/2)ローム漸移的。少し黒味強い。 3' はにぷい黄

褐(10YR5/4)ローム土壌化主体となる。 3” は3に焼土粒含む。

第371図住居跡130遺構図
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第372図 ゜
1 : 3 10cm 

住居跡130遺物図

住居跡133の埋土から床層

以下を掘り込む同質に近い

黒色土のため、住居跡132の

掘方は不明瞭で、両住居跡

相互で遺構・遺物に混在が

考えられる。規模は南北465

cm、東西369cm、方向は中軸

でN3゚30'Wを測る。施設と

して、東壁に鼈が、南東隅

に床面から深さ 3cmまで埋

まり、掘方底面で床面から

の深さ29cmの貯蔵穴があり、 さらに 2住居の床下坑が第378図下段に示したとうり複雑な状態で認められた。

床層と掘方との間には下層の床面 2がある程度、広い範囲に存在し、同図にその区分を示した。床下坑のう

ち北西側は住居跡132に関連した可能性がもたれる。遺物は、第380図に掲げたが、全体的には10世紀後半で
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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1、黒褐（10YR3/l)木炭粒まじえる。

2、黄褐 (10YR5/6) ローム小粒多く含む。締る。床層。 2' はややロ

ーム最多い。

3、黒褐 (10YR3/l)黒味強く、他のまじりなし。

1 ► 
s

·
•L 

B
 

B' 

A
、

叶

B
 

74.5 • 

三
1、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含む。

2、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒含む。ロームプロック入る。

3、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒見えず、ロームプロック見えず。

4、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒見えず、ロームプロック見えず。

4、灰黄褐 (10YR4/2) ローム小プロック多く含む。掘り方埋土。

5、灰黄褐 (10YR4/2)4層より黒ずむ。掘り方埋土。

6、黒 （10YR2/1)木炭灰を主とし、焼土粒をわずかまじえる。上面

少し締る。カマド灰層。

7、にぷい黄褐 (10YR4/3) ローム土壌化主体。 7' は締る。

゜
I : 60 2m 

I ► 

A、

5、黒褐 (10YR3/l)焼土含み、木炭粒見えず。ロームプロック小粒含

む。

6、にぶい黄褐 (10YR5/4) ロームプロックを主とする。天井崩落土か。

7、黒褐（10YR3/l)焼土粒含むが、多くない。ロームプロック見えず。

7'ほぼ同じ。

8、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含むが、多くない。ロームプロック見え

ず。軟。

9、にぷい黄褐（10YR5/4) ローム土壌化主体。

゜
1 : 30 lm 

第373図住居跡131遺構図
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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床 7に 1十床 8に 1十床 9にl+

D掘埋に 1十住 159掘埋 4に 1

= 5 

゜
1 : 3 10cm 

力掘埋 11に 1十同 23に 1十同 25に 5十判読困 3=10 第374図 住 居 跡131遺物図
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第3篇 発掘された遺構と遺物
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第375図住居跡131遺物図
-ヘ

も末期に近い頃の個体が主であるが同図 6は前半に遡ぼると考えられる。遺物の一群で注意される工房を思

I I 
I 

□□□／ーし~2 1C I 

わせる個体を含む点にあり、同図 3は顔料を混入させたとみられる茶ウルシ付着と油煙付着の坪、同図 7は

須恵器羽釜で内面底が顕著に磨耗している。同図10は羽口片で鉄・銅いずれかの加工に用いたか不明である

が工的な生産の中では専門的な知識をより必要とされる道具の一つである。同固の送風孔が大きのは、芯型

（棒）に 2層の粘土巻き付けを行なった複数例を当遺跡で見当ことができるので、同図10はおそらく内側に

貼った粘土が剥れたとも考えられる。

住居跡135 （第381• 382 • 383因、図版70• 187) 

位置はQ大区nol70にあり、調査面はローム漸移層中標高74.4mである。重複は埋土上層を切って住居跡133、

坑262がある。規模は、南北532cm、東西373cm、方向は中軸でN7°Wを測る。深さは床面まで約50c皿掘方まで66cm

を測り、Q区の中では最も深い住居跡である。施設として東壁にしっかりした石組構造をもって構築された鼈、

貯蔵穴として明確な穴を設けてではないが周囲の床より 6cm低い凹みが竃右袖側から南東隅まで続く、床面

には広く黒味のある灰が堆積し、竃の焼土化も顕著であった。掘方は不整形な凹みが設けられていた。遺物は

第383図のとおり、 8世紀中頃の土器類で占められ、住居機能時も同期である。同因9・12は安中市秋間地区にある

秋間窯跡群の特徴的な胎土で、 1住居中、複数個体が存在する例は少ない。同図12には箆記号か文字刻書がある。
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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l
l
ー:0 1、黒褐 (10YR3/1)焼土粒，ローム小粒入る。

2、黒褐（10YR3/1)少し還元気味。締る床層。焼土粒入る。

3、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック多く含む。 3' 締る。

4、にぶい黄褐 (10YR5/4) ロームプロック。土壌化を主とする。

゜
1 : 60 2m 

第376図 住居跡132遺構図
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第377図 住居跡132遺物図
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住居跡136 （第384図、図版70)

位置はQ大区st171にあり、調査面はローム漸移層中標高74.4m。重複は二重像のように後出の住居跡119・

109が重なり、北接の住居跡114を切る。規模は南北348cm、東西67+acm、方向は東壁を某にN5°Wを測る。

施設として東壁に竃、南東隅に貯蔵穴、掘方に竃前の土坑などがあり、以西は住居跡119に削られる。遺物は

掲載漏で、鼈内、同右袖外、北東隅付近に須恵器坪．碗など近完器の個体がある。

住居跡137 （第385• 386 • 387図、図版71• 187) 
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第3篇 発掘された遺構と遺物
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上＼亨匹

四

A
-

1、黒褐 (10YR3/l)焼土 ・木炭粒

多く含む。

2、黒褐（10YR3/l)焼土・木炭粒

多く含む。ローム小プロック入り、

締る。床層。2'はややロームプ

ロック多い。 2"はロームプロ ック

少なく1層に近い。

3、にぶい黄褐（10YR5/4) ローム小

プロック多く含み、締る。

4、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒入る

もののプロック少なく、焼土・木炭

粒入り、上面の締り弱い。4'の方

が少し黒ずむ。

5、にぶい黄褐 (10YR5/4) ローム大

プロックを主とする。

6、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒含

む。軟。ローム小粒入る。

7、黒褐(10YR3/l)木炭・焼土粒含

む。軟。ローム小粒わずか入る。

8、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒ほ

とんど見えず。漂白化ローム含む。

9、にぶい黄褐 (10YR5/4) ローム土

壌化主体。

1、黒褐 (10YR3/l)焼土粒・ロームプロック含み、

締る。上面は床。

2、黒褐（10YR3/l)焼土粒 ・ロームプロックわず

か含む。木炭粒入る。

3、黒褐(10YR3/l)焼土粒・ロームプロック少な

(1。

4、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒見えず。ローム

小粒入る。

...£.. ri' 四

ー：蔵穴 可ミ己ヅタ
1、黒褐（10YR3/l)焼土粒・木炭粒少し含む。

2、黒褐 (10YR3/l)少し茶味おび、焼土・木炭粒見えず。

3、黒褐 (10YR3/l)ロームプロック多く、 3'は焼土粒見えず。

4、黒褐（10YR3/l)焼土粒見えず。軟。

5、褐灰 (10YR7/1)焼土粒見えず。少し硬いが、住居外の土壌。

゜
1: 60 2m 

第378図住居跡133遺構図

位置はQ大区nol72にあり、発見面は住居跡124埋土上面標高74.4であるが、同124の埋土中では、住居跡137

の輪郭を捉えることはできず同124の床面標高74.2m付近を調査面とした。重複は、住居跡124が先行し、同

130に切られる。規模は南北で426cm、東西296cm、方向は中軸でNl3°Wを測る。施設として東壁に竃跡、貯蔵

穴は不明瞭、掘方で床下坑が存在していた。遺物は第387因に掲げた、全体的には 9世紀前半頃の一群で、住

居の機能時も同期である。遺物中同図 8は下げ砥で完通孔と未完通孔とがあり、使用は利手グセの少ない丁

寧な使用である。

住居跡138 （第388• 389 • 390 • 391 • 392図、図版71• 188) 

位置はQ大区nol74• 175にあり、調査面はローム層上面からローム漸移層間で標高74.4m。重複は住居跡
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第6章 Q区調脊の遺構と遺物
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1、黒褐（10YR3/l)焼土粒多く含む。 1' はさらに多い。

2、黒褐 (10YR3/l)焼土粒わずか含む。

3、黒褐（10YR3/l)焼土粒ほとんど見えず、ローム小プロック含む。

4、黒褐 (10YR3/l)焼土粒ほとんど見えず、ローム小プロック見えず。

5、褐灰(10YR7/1)禾本科らしき灰を主とする。

6、黒褐 (10YR3/l)焼土粒多く、わずか木炭粒含む。

7、黒褐 (10YR3/l)焼土粒主とする。

8、黒褐 (10YR3/l)焼士粒わずか含み、ローム小プロック含む。

第379図住居跡133遺構図

118、土坑215• 226 • 259に切られ、坑216とした倒木によって中央部に乱れた状態が生じていた。規模は南北

437cm、南北453cm、方向は中軸でN38°Wを測る。施設は北壁に鼈、北東隅に貯蔵穴、柱穴 3穴、掘方で竃前

の凹地がある。貯蔵穴は直上に坑215とした穴跡の最深部が貯蔵穴上面であった。坑215は倒木に関連しての

穴跡で仔細不明であった。柱穴のうち南東部は住居跡118の床下坑により削失されたと推定され、南西柱穴は

底で標高74.2mを測る。竃は第389図のとおり、地山のローム層を袖部を残して造り出し、粘土に相当する貼

土を行なって構築されていた。廃棄後の平面調査時に崩落天井と考えられる土層注9・10・2・3などを円形状

に切り込む穴跡（破線部）があり内部に遺物取上げ番号31、第392図17が逆向きにやや倒れた状態で見い出さ

れた。竃内には使用石材が乱れて存在し、同前には第391因16が口を南に向け潰れた状態で出土。同左右には

坪類が、貯蔵穴には第391図15が存在していた。これら遺物群の中で第390図11・12は、先行の古墳時代中期、

第391図18は後出の 8世紀中頃の個体が床か至近まで存在している。遺物類の総体は 6世紀後半であり、住居

機能も同期である。

住居跡139 （第393• 394 • 395図、図版72• 189) 

位置はQ大区mnl69・170にあり、調査面はローム層漸移標高74.4m。重複は南壁側から延る無番別遺構、

坑251、ピ1073が切る。規模は南北354cm、東西295cm、方向はN4°Wを測る。施設に東壁に竃、南東隅に床面

ではほとんど埋没していた貯蔵穴、掘方で床下土坑と壁下沿いの溝状の掘り込みがある。竃は天井架材が前

側に倒落、内部には第394図に示した甕 3個体と支脚に用いられた第395図6を見い出した。時期は甕類から

9世紀後半が示めされ住居の機能時も同期。

住居跡140 （第396• 397図、図版72• 189) 

位置はQ大区 n169にあり、調査面はローム層漸移で標高74.4m。重複なし。規模は南北245+acm、東西75+

acm、方向は西壁を基にN3'3l'Wを測る。施設として掘方において壁下が有段状になり、土層断面にその関係

が見える。遺物は床面において第397図 1坪があり、 10世紀前半で住居機能も同期。
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第3篇 発掘された遺構と遺物
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第380図 住居跡133遺物図

住居跡141 （第398• 399図、図版73• 189) 

位置はQ大区mnl70・171にあり、調査面はローム層上面標高74.4mにある。重複は住居跡142• 143 • 130、

溝跡93• 97、坑250• 265、

292 

ピ1078、As-B混りの凹地が後出して存在。規模は南北で520cm、東西で554cm、



第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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I> 

土

o
l
l
l
l
l
l

ー
|
|

—
ト
ー
ー
氾

o
o
O
 

／

〉

＿
｀
］
：
／
 ]

 

｛
 

／
 

、ヽ

1
]
 

I"! 

1、黒褐（10YR3/l)焼土・木炭粒・灰を含む。

2、黒褐 (10YR3/l)焼士 ・木炭粒．灰ほとんど含まない。粗質。 2'

差ほとんどなし。

3、明黄褐（10YR6/6)壁くずれ様。ロームプロック多く含む。 3' はロ

ームプロック。

4、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒・灰を含む。少し還元気味。ローム

プロック入る。

5、黒褐（10YR3/l)木炭粒を多く含む。少し締る床層。

ー

6、黒褐 (10YR3/l) ロームプロックを少し含

む。掘方埋士。

7、黒褐（10YR3/l) ロームプロック最やや

多い。

8、黒褐 (10YR3/l)木炭粒を主とする旧床

層。ロームプロ；；ク多い。締る。

9、黒褐（10YR3/l)木炭・焼土粒少し含む。

軟。壁溝か。

10、黒褐 (10YR3/l)灰を多く含み、還元気

味。締る床層。焼土粒入る。

11、褐 (10YR4/4) ローム粒・焼土を多く

含む。締る床層。

12、黒褐（10YR3/l) ローム漸移状に土壌化

入る。

.1.'.... 13、にぷい黄褐 (10YR5/4)漂白化したロー

ムプロック入り、上方少し締る。

14、にぶい黄褐 (10YR6/4) ロームプロックを

主とし、木炭粒を多く含むところに7層との

差あり。掘方埋土。

15、浅黄（10YR7/4)漂白化したロームプロッ

ク。動物の生活穴か、軟らか。

16、黒褐 (10YR3/l)焼土粒・木炭粒含む。

締る。床層。

17、灰黄褐 (10YR4/2)焼土粒多く含む。床

面。ロームプロック多い。

18、灰黄褐（lOYRl/2) ロームプロック多く含

み、焼土粒入る堀方埋土。

゜
1 : 60 2m 

第381図 住 居 跡135遺構図
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第3篇発掘された遺構と遺物
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1、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含む。木炭粒

少ない。

2、黒褐 (10YR3/l)焼土粒多い。

3、にぶい黄褐 (10YR4/3)焼土粒見えず。

ローム土壌化。ロームプロック少ない。

4、黒褐 (10YR3/l)焼土粒見えず。

5、黒褐 (10YR3/l)焼土粒入る。ローム

プロック見えず。

6、黒褐 (10YR3/l)焼土粒・ロームプロ

ックわずか入る。

7、黒褐（10YR3/l)焼土粒わずか入る。

ロームプロ ック見えず。軟。

8、黒褐 (10YR3/l)焼土粒わずか入る。

ロームプロック見えず。軟。

9、黒褐（10YR3/l)灰を多く含み、焼土

粒入る。

10、にぷい黄褐（10YR5/4) ローム土壌化

主体。

゜
1 : 30 lm 

心

j".、

第382図住居跡135遺構図

方向は中軸でNlS゚15Wを測る。施設として炉跡は不

明、貯蔵穴は南壁下西寄りに底標高73.87mの穴跡もし

くは西壁下中央付近の底標高73.91mの穴跡が考えら

れそうであるが、形状やや不整の感あり疑問を感ずる。

柱穴は 4穴確認され、北西は底標高73.71m、南西は73.

45mを測り、北半の 2穴は中段があり、掘直しか建替

えの可能性が持たれる。その点について掘方において、

東半の周壁で中段が認められ改修の可能性がより強ま

る。掘方は中央部を高め、周壁沿いを掘り凹めた状態

の床下構造を持つ。なお柱間数値は東西275cm、南北

235~255cmである。遺物は、第399図に掲げたように古

墳時代前期の一群であり、 量的には多くはないが器種

揃えの一括性と云う意味では良好。住居機能も同期。

住居跡142 （第400• 401図、図版73• 190) 

位置はQ大区lml71にあり、調査面はローム層上面標高74.4mである。重複は先行の住居跡142• 143 • 163 

を切り、溝跡93• 97、坑250、ピ1079に切られる。調査面は床下に達し、第400図は掘方状態であるが下方に

住居跡142が存在し、掘方形状、床下構造は明瞭でない。住居跡埋土と床下と相互近似の黒色～黒褐色土のた

め調査能力を超えてしまう。図中の掘方状態は、後出の住居跡143による削失形状に近く、厳密な掘方形状で

はないと考えられる。規模は南北334cm、東西240cm、方向は中軸でN3°45'Wを測る。施設として東壁に竃が、

貯蔵穴は明瞭でない。遺物については第401図に示したとおりで、同因 1は9世紀代、同図 4は10世紀代であ

り、調査ヵ所そのものも混在状態にあり、鼈埋没土出土の同図 3を捉えれば10世紀後半頃の時期が得られ、
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第6章 Q区調査の遺構と遺物
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第383図住居跡135遺物図
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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上 一 7土互 -
1、黒褐 (10YR3/1)木炭 ・焼土粒少なく、少し粗。 1' は木炭・焼土

粒多い。｛主 109貯埋。

2、黒褐 (10YR3/1)木炭・焼土粒わずか含み、 B-B' 南側に焼土

粒・木炭粒特に多い。住 119床層。

旦．貯•四

123：号ご。~:l) 漂白ロームプロ／ク多く含む□巳崎］
4、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック含む。

3、黒褐（10YR3/l)木炭・焼土粒含み、少し軟。

4、黒褐(lOYR3/l)木炭・焼土粒含み、還元気味。 少し締る。住 136

床層。 4' は明黄褐(10YR6/6)ローム漂白化粘性の床2.

5、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒少し含み、いく分軟。掘方埋土でロ

ームプロック多い。

6、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒少し含み、いく分軟。 5層と基本的

に同じであるが、ロームプロックは漂白化。

7、黒褐（10YR3/l)木炭・焼土粒少し含む。いく分軟。

8、黒褐 (10YR3/l) 5層に近似。

9、にぶい黄褐（10YR5/4)ローム土壌化含む。

10、ロームプロック。

゜
1 : 60 2m 

I► 
s

·•l I ► 

も＼ ＼、 9
¥、---/

B_ 

A
、

74.5 ． 
叶

三ー＿＿＿＿上←＝～

＼ ＼ ＼ 

第384図住居跡136遺構図

1、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒含む。

粗。

2、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒含む

が、木炭粒少ない。灰をまじえる灰色

のきららあり。

3、黒褐 (10YR3/l)木炭・ワラ灰を多く

含むと見える中に焼土粒入る。

5、黒褐（10YR3/l)焼土・木炭粒少ない。

6、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒わずか

含む。

゜
1 : 30 lm 

住居機能もその頃か。

住居跡143 （第402• 403因、図版73• 190) 

位置はQ大区lm171・172にあり、調査面はローム層上面標高74.35m。重複は住居跡126• 142、溝跡93• 97 
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第6章 Q区調査の遺構と遺物
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1、黒褐 (10YR3/1)少し軟らか。ロームプロック

少ない。 1' は差なし。

2、黒褐 (10YR3/l)少し軟らか。ロームプロック

少なし ‘o

3、黒褐 (10YR3/l)焼土粒少し含む。 3' は含

まず。

4、黒褐 (10YR3/l)焼土粒少し含む。締りあり。

ローム小プロック入る。 4' もほぽ同じ。

6、黒褐(10YR3/l)ロームプロックを主とする。

7、黒褐 (10YR3/l)ロームプロック含むが、少な

I> 

一＼◇ 

丑

シ

ー

し‘o

8、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック・焼土粒含

む。少し締る。

9、黒褐 (10YR3/l)焼土粒。他物入らず。少し締

り、床層か。

10、黒褐(10YR3/l)焼土粒多く含む。

12、黒褐 (10YR3/l)3層に類似。ロームプロック

入る。

13、灰黄褐 (10YR4/3)ロームプロック少し多い。

カマド崩落土。

14、灰黄褐 (10YR4/3)13層より黒味あり。

15、浅黄 (10YR7/4)漂白化したロームプロック。

動物の生活穴か。軟らか。

16、黒褐（10YR3/l) ロームプロック少なく、軟。

17、黒褐（10YR3/l)焼土粒含み、土坑埋土（床下

土坑か）。軟。

18、黒褐 (10YR3/l)1層と差少。

19、黒褐 (10YR3/l)ローム小粒多い。少し締る。

20、黒褐(10YR3/l)ローム小粒ほとんどなし。焼

土粒あり。

21、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック含み、少し

締り、床。

22、にぷい黄褐（10YR5/4)ローム土壌化主体。

怜`

゜
1 : 60 2m  

第385図住居跡137辿構図

に切られる。それにより鼈上半は削られ、南西周壁が失なわれていた。規模は、南北391cm、東西326cm、方

向は中軸でNl゚15'Wを測る。施設として東壁に竃、南東隅に床面で深さ 8cm、坑343中の該当位置を底面とす

れば掘方上面より深さ 9cmの貯蔵穴、掘方で坑343・269などの床下坑を見い出した。鼈は、上面削失の結果、

鼈前から右袖前にかけ灰層面が、左袖側で焼土粒を多く含む個所があった。遺物の出土も鼈前で多く、土師

器甕の大半がここから出土している。第403図に掲た遺物中、同 8は流紋岩製の紡垂車で「国」とも読める刻

字あり。同図 7 は灰釉陶器皿で、刷毛塗、小作りな高台で 9 世紀代である。住居機能時期は、同図1•5 · 6な

ど坪 ・碗類と甕類からすれば 9世紀後半と考えられる。
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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3、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含む。木炭・灰入る。各々多い。ローム粒

入る。

4、黄褐 (10YR5/6) ロームプロック。

5、黒褐 (10YR3/1)ほとんど何も入らない。少し土壌化したローム含

む傾向あり。

1、黒褐（10YR3/l)焼土粒含む。

2、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含む。木炭・灰入る。

゜
1 : 30 lm 

第386図住居跡137遺構図

こ 4＋住□／□□[/□
l1 ¥ ¥¥、三／／
/ 1 1 2 1 埋 22に 1+B 

床 2-37に 3十床 31に 1=4 ' ~ 掘埋に 1=2

三 4埋下 18に 1

ロニニ／
埋下 291こ2

6 J!7B0埋1+2 住3124ロミニ：□□1 □8床 14に 1

゜
1 : 3 10cm 

第387図住居跡137遺物図
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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住 118坑

1、灰黄褐（10YR4/2)焼土粒わずかに含み、や

や粗。

2、灰黄褐 (10YR4/2)1層中に黒褐 (10YR3/l)

土の大プロック含む。そのプロックが床貼5層。

2'はそのプロック。

7、黒褐(10YR3/l)軽石入らない黒褐。軟。

7'はほぼ同じ。

11、灰黄褐（lOYRZ/4)黒味あり。軽石少ない。

11' はローム小粒少し含む。 11"はプロック

少し多い。

12、明黄褐（10YR6/8) ロームプロック。 12'

は漂白化ロームプロック。

13、灰黄褐 (lOYRZ/4) ロームプロックわずか

含み、軟。

14、灰黄褐（lOYRZ/4) ロームプロック董多く、

少し締る。

15、灰黄褐 (lOYRZ/4) ロームプロック量多く、

締る。床層。

16、灰黄褐 (lOYRZ/4) ロームプロック量多く、

黒褐プロック含み、少し軟らか。床下層。

18、灰黄褐 (lOYRZ/4) ロームプロック多く、

締る。掘方埋土。床層か。 18' は少し軟。

25、にぶい黄褐(10YR5/4) ローム土壌化主体。

゜
1 : 60 2m 

住居跡144-1 （第404• 

・-4..: 

◎ 0
4
1
 

B
_
 

住］18掘り方

lf。

I 

: ---------------------------------=—— 
74.5 

405図、図版73• 190) 

位置はQ大区 1171・172

にあり、調査面は、周囲の

住居跡からすればローム漸

移層中に相当し標高74.3m

を当初の掘り下げ面高とし

た。重複は北側の住居跡125

が先行し、南側で住居跡

144-2・145が先行し、同161

が後出と推定された。規模

は、南北で296cm、東西225

第388図 住居跡138遺構図

299 



第 3篇 発掘された遺構と遺物
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10、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含む。木炭粒見えず。ロームプロック多い。

11、黒褐（10YR3/l)黒ずむ。焼土粒含む。木炭粒と木灰・灰を多く含

む。

12、黒褐 (10YR3/l)黒ずむ。焼土粒やや多く、木炭粒含み、ローム土

壌化と小プロック多い。下面が使用面のため、木灰らしき黒ずみあり。

訟黒褐（10YR3/l)黒ずむ。焼土粒少なく、ローム小プロック多く含む。

掘方埋土か。

14、 黒褐 (10YR3/l)黒ずむ。焼土化あり、粘土貼付か。木炭粒見え

ず、ローム粒微。

15、灰黄褐（10YR4/2)ローム土壌化多く、焼土粒わずか入る。掘方埋

土か。

16、灰黄褐（10YR4/2) ローム土壌化多く、焼土粒わずか入る。掘方埋

土か。

17、灰黄褐（10YR4/2) ローム土壌化多く、焼土粒わずか入る。掘方埋

土か。

18、にぶい黄褐（10YR5/4)ローム土壌化主体。掘方埋土。

1、黄褐 (10YR6/5) ローム漸移状。焼土粒見えず。

2、黄褐 (10YR6/5) ローム漸移状。焼土粒多く含む。天井崩落土か。

3、黄褐 (10YR6/5) ローム漸移状。焼土粒多く含む。さらに木炭粒含

む。天井崩落土か。 3'は焼土粒やや少ない。

4、黄褐 (10YR6/5) ローム漸移状。焼土粒さらに多く、木炭粒含む。

天井崩落土か。

5、黒褐 (10YR3/l)黒ずむ。焼土粒4と同じく多く、さらに木炭粒含む。

天井崩落土か。

6、黄褐 (10YR6/5) ローム漸移状。焼土粒含み、木炭粒見えず。

7、黒褐 (10YR3/l)黒ずむ。焼士粒・木炭粒含む。

8、黒褐（10YR3/l)黒ずむ。焼土粒極めて少なく、木炭粒見えず。少

し粘性。燃焼部器設穴埋土か。 • 

9、黒褐 (10YR3/l)黒ずむ。焼土粒含む。木炭粒見えず。

第389図住居跡138遺構図

cm、方向は中軸でN21゚30'Wを測る。施設としては東壁に竃が、貯蔵穴は通有位置である南東隅でも床面状態

゜
1 : 30 lm 

は平らで、掘方に至っても整う形の小穴は存在しなかった。床面は上下 2面を確認している。下層の床 2は

部分的であった。掘方は、住居跡144-2が先行するため黒色土相互の分離ができないこととから不明であっ

た。しかし住居跡144-2の掘方を含む最終の掘上り状態では、北半は平ら、南半は20cmほどの深さで不整形

に掘り込められていた。竃は竃前に灰層が認められ、竃内から石製用材、土師器坪類の出土があった。遺物

は第406図のとおり、 8世紀後半頃であり、住居機能もその頃である。

住居跡144-2 （第404• 405図、図版73• 190) 

位置はQ大区 1171・172にあり、調査面は周囲の住居調査からすればローム漸移層中に相当し、標高は73.

3mを当初の掘り下げ面高とした。重複については、後出の住居跡144-1が二重像のようにやや北寄りに重な

り、そのほか住居跡125• 145が先行してある。規模は、南北で48+acm、東西で210cm、方向は住居跡l44-1

と同様N21°30'W前後と考えられる。施設としては東壁に住居跡144-1とほとんど同位置と推測され、貯蔵穴
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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第 390図 住居跡138遺物図
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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第392図 住居跡138遺物図
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1、黒褐（10YR3/l)焼土粒わずか含み、軟。

2、黒褐（10YR3/l)焼土粒わずか含み、ローム小プロック入る。

3、黒褐 (10YR3/1)少し還元気味の床層。 3” もほぼ同じ。 3' は黒

褐 (10YR3/l)ロームプロックをまじえた床層。締る。

4、黄褐 (10YR5/6) ロームプロック多く含む。掘方埋土。

5、黒褐 (10YR3/1)As -B含む。柱穴埋土。5' はやや締る。

6、にぶい黄褐（10YR5/4) ローム土壌化主体。
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1、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロックを含み、締る。床層。

2、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック少ない。軟。

゜
60 2m 

B' 
I V ^ 1‘‘ .--

ヽ

／ 

A
、

、V A
、

B
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口
゜

1 : 30 lm 

1、黒褐 (10YR3/l)焼土粒まじえる。

2、赤 (lOR 5/6)焼土を主とする。2' は少し黒ずむ。

3、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック多い。

4、黄褐（10YR5/6) ロームプロック多い。締る。

5、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック大き目を含む掘方埋土。5'はや

や締る。

6、にぶい黄褐 (10YR5/4) ローム土壌化主体。

第393図
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力埋 8に 6十力埋下 7に 1十力埋
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=42 
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I Aトレに 1

第394図 ゜
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10cm 

住居跡139遺物図

は不明瞭。掘方については、南半部を深さ20cm余りで不整形に掘込み、北半は平らであったが、 どこまでが

住居跡144-1かー2か区分はできなかった。遺物は不明瞭であるが、住居機能時期は、住居形態からすれば後

代の住居跡144-1と南半から竃想定位置までが近似のため 8世紀代を考えたい。

住居跡145 （第406• 407図、図版74• 190) 

位置はQ大区kll71・172にあり、調査面は、ローム層上面から漸移層中で標高74.4mである。重複は、住居

跡範囲とのものが不明瞭なため推奨できる重さなりを示すことはできない。住居跡範囲は、遺物の多い第406

図の南半部を中心に見れば、床面は少し締る程度で範囲を特定できるほどではなかった。西壁側は当初より

周壁平面が確められ、 それは南から北側 1172交点付近まで達していたが、住居跡144の存在で延長は不明で
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第395図住居跡139遺物図

ーこ6
 

ー
6
ヵ

あった。床面らしき西を除

去した結果、第406図右図の

とおりローム層を掘り下げ

た凹みが見え、調査壁下で

は貯蔵穴様のピ1235が立上

り上面より 42cmの深さで見

い出されたが、貯蔵穴とし

た時、竃位置は通有の場合、

北東側に存在してよいはず

であるが、同図土層断左A

のとおり、焼土 ・木炭粒の

含有は至近位置でも多くな

く、ピ1235を貯蔵穴とする

には弱さがある。以上、考

えうる範囲で見た規模は、

南北で450cm、東西270+a

cm、方向は、西壁を基にす

ればNll~12°Wである。遺

物は第145図に示したが、同

図 lは10世紀中頃の境で、

住居機能があればその頃で

あろう。

I :5 
7 
力床 10に 1

〇
3

5

 

10cm 25cm 

住居跡146 （第408• 

409 • 410 • 411図、図版74• 

191) 

位置はQ大区opl70にあ

り、調査面はローム漸移層

74.3m。重複は坑246、ピ

1060 • 1062、溝跡87が後出

する。規模は南北507cm、東

西120+acm、深さは掘方面

まで約40cm、方向は西壁で

N5°Wを測る。施設と して

掘方において西壁下が段下

りとなり、壁下周溝が設け

られていた。掘方には床面でまとまりのあった紡垂状石材の一端がさらに及んであった。遺物第409~411に

掲たとおり、こも編石と思われる石材が多数出土している。同石材の多くは磨耗痕や浅い敲打痕が見られた
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第396図住居跡140遺構図

□ 

＼乏

1、黒褐 (10YR3/1)As -A • B含む。

2、黒褐 (10YR3/l)As -B含む。

3、黒褐（10YR3/1)As -B含むが、少

し密。

4、黒褐 (10YR3/l)As -B含まず、焼

土粒わずか入る。古代。

5、黒褐(10YR3/2)As -B含まず、焼

土粒わずか入る。少し軟。

6、黒褐 (10YR3/l)ロームプロック・土

壌化含む。掘方埋土。上面床面。 6'

はロームプロック少ない。

7、黒褐 (10YR3/l)ロームプロック含む。

軟。黒味強い。

n
 

+
1
6
9
 ゜

1 : 60 2m 

が編物を行なう際に消耗や相互のぶっかり合いなどに

よって生じたものか明らかではないが、今後の研究の

ために全量を示めした。遺物の時期は、第409図 1が8

世紀後半の個体であるものの埋土のため住居機能時と

直結とは云えないが、住居平面の直線的な長辺や周溝

を掘方に残す点などからすれば、その頃であっても良

いと思われる。

住居跡147-1 （第412• 413 • 414 • 415図、図版74• 

191 • 192) 

位置は、Q大区nol73• 174にあり、調査面はローム

1 : 3 l_Ocm 漸移層中標高74.4mである。重複は住居跡117• 118に

第397図住居跡140遺物図 切られる。先行して直下に倒木がある。住居跡は都合

4軒の重さなりがあり、住居跡147-1・同147-2、竃跡A・Bである。このうち住居跡147-1・同一2とは同

2が新しく、住居跡147-1と鼈跡A・Bとでは竃跡の方が後出してある。住居跡147-1の規模は、南北304

cm、東西220+acm、方向性はN22°Wを測る。施設として東壁に取り付いてよいはずの竃跡は、見当らず貯蔵

穴についても竃跡Aの重さなりのため不明であった。掘方では、住居跡147の床下坑と考えられそうな位置の

土坑を掘方図中に加えた。竃跡が未出であった点は、時おり、住居跡床面より竃掘方底面の方が低い場合が

あるため、無かったとも云い切れない。

． 

住居跡147-2 （第412• 413 • 414 • 415図、図版74• 191 • 192) 

位置は、Q大区nol73• 174にあり、調査面ローム漸移層中標高74.4mである。重複は前述のとおり、住居

跡147-1とは同一1が先行してあり、鼈跡A・Bとは不明であるが、どち らかの鼈跡が住居跡147-2に取り付

く可能も考えられなくもないが、平面位置関係を見ると住居跡147-2の東壁走行と両竃位置とは、竃位置の

方が、わずか西に片寄り過ぎに見える。住居跡147-2の貯蔵穴も不明瞭であった。規模は南北181+ acm、東

西89+acm、方向は東壁でNO゚30'Wを測る。
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4 4" 

1、黒褐 (10YR3/l)軽石含む。木

炭・焼土粒わずか含む。1' は質

差なし。

2、黒褐(lOYR3/1) ロームプロック

を多く含み、軟。 2' は締る。

3、灰黄褐 (10YR4/2)ローム土壌化。

4、黄橙 (10YR5/8) ロームプロック・

土壌化を主とする。黒褐プロックも

多い。4' は黒褐色プロック。4”

は締る。

5、灰黄褐（10YR4/2)黒褐とローム

土壌化とのまじり。締る。床層。

6、黒褐 (10YR3/1) 1層とほぼ同じ。

締る。床層。

7、灰黄褐 (10YR4/2) ロームプロッ

クを主とする。

8、黒褐 (10YR3/l)焼土粒わずか含

む。還元気味の床層。締る。

9、未注記

11、黒褐 (10YR3/1)動物の生活に伴

う穴か。

12、黒褐 (10YR3/l) ローム粒わずか

含む。軟。
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第399図住居跡141遺物図

住居跡147鼈A・B （第412• 413 • 414 • 415図、図版77• 191 • 192) 

位置は、Q大区nol73・174にある。調査面はローム層漸移標高74.45mである。調査時点で別住居番号を付

けず、どちらかが住居跡147-2の鼈となるかもしれない可能性も無番とした一因でもあった。そのことにつ

いて住居跡147-1・2を含めて都合 4軒の重さなりを考えた方が自然のように思えた。重複について竃跡A・

Bは切り合っており、新古の割り出しに務めたが、結論を出せなかった。第413図竃A・Bともに軟質凝灰岩

による竃用材が同Aでは右袖らしき位置に直立し、同Bの埋土中にも存在していた。

遺物について第415• 415図に掲げた。同図 4は10世紀初頭前後の坪で、住居跡147-1の掘方埋土の出土で

ある。竃A掘方埋土の同図 2は9世紀末前後、鼈B掘方埋土の同図 1は9世紀末前後、竃B掘方埋土の同図

3は9世紀代頃の製品と考えられる。第415図5は住居跡147-1床と鼈B埋土と住居跡118の埋土出土でとも

に少数片でどの住居に起因するのか不明瞭であるが、時期的には10世紀代の製品である。同図 9は鼈A右袖

の平面正方形気味の石材である。
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1、黒褐 (10YR3/l)軽石含む。木炭・焼土粒わずか含む。1' は質

差なし。
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1、黒褐 (10YR3/1)焼土粒多く、木炭粒わずか含む。

2、黒褐（10YR3/1)焼土粒わずか、木炭粒わずか含む。

3、黒褐 (10YR3/1)焼土粒わずか、木炭粒わずか含む。上面に木灰の

灰層あり。上面が床面。

4、黒褐 (10YR3/1)焼士粒わずか含む。軟。カマド掘方埋土か。

5、黒褐 (10YR3/1)焼土粒見えず、木炭粒も見えず。ロームプロック

多く含む。

6、黒褐（10YR3/1) ローム土壌化入り、わずか木炭粒入る。

A
、

1 : 30 lm 

7、黒褐 (10YR3/l)焼土粒見えず、他もまじえず。

8、黒褐 (10YR3/l)7層より黒味強い。

第400図 住居跡142遺構図
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1、黒褐 (10YR3/l)焼土粒わずかに入り、ロームプロック少o軟。 1'

は住 126カマドの掘方。

2、黒褐（10YR3/l)焼土粒わずかに入り、ロームプロック少。軟。

3、黒褐（10YR3/l) ロームプロック含み、土壌化もあり。上面床。3'

はプロック最多い。

4、黒褐（10YR3/l)ロームプロック主体。
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1、黒褐(10YR3/l) ローム小プロック・木炭粒含む。締る。

2、黒褐 （10YR3/l) ローム小プロック。 少し締る。

3、明黄褐（10YR6/6) ローム大プロック多い。

1、黒褐（10YR3/l)木炭・焼土粒含み、ロームプロック入る。

2、黒褐 (10YR3/l)木炭含み、焼土粒少。ロームプロック入る。

3、黒褐 (10YR3/l)木炭粒含み、ロームプロック入り、 締る。

4、にぶい黄褐 (10YR6/4) ロームプロック多い。

゜
30 lm 

第402図 住居跡143追構図

住居跡148 （第416• 417図、固版75• 192) 

位置はQ大区kll72 • 173にあり、調査面はローム層上面標高74.5mである。重複は溝跡104が先行してある。

規模は南北311cm、東西267cm、方向は中軸でN4°Wを測る。施設として東壁に鼈が取り付くが、貯蔵穴は不明
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第3篇発掘された逍構と追物
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1 : 3 10cm 

第403図住居跡143遺物図

瞭掘方については南半に溝状の凹みが見られた。床面は第416図土層注 1のようにAs-B混りの土層が床層

である注 2直上まで存在し、上部床層は既に削平化を受けていたと考えられ、そのことにより、貯蔵穴も失な

われたとも推測される。竃跡は上層を失ない掘方に近い状態で、鼈左図は近発見時、右図は掘方である。遺物

は第417図を掲げたがともに小片で、 9世紀代の土師器であり、住居機能もその頃と見てよいであろう。
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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1、黒褐（10YR3/1) ローム小プロック多い。木炭粒入る。 1' は各々

入らない。

2、黒褐（10YR3/l)少し還元気味の床層。木炭粒入る。

3、黒褐 (10YR3/1) oーム小プロックの細粒多く、木炭・焼土粒入る。

4、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック・細粒とも多く、焼土・木炭粒含む。

掘方埋土。

5、黒褐 (10YR3/l)4よりロームプロック最多い。

6、黒褐 (10YR3/l)住 163埋土。住 125埋土。

゜
60 2m 

I ► g
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、L

I ► 
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O
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I

山

B
- ： 互一

g 
A
`
 

B 74.5 ．．．  

二

1、黒褐 (10YR3/l)焼土粒を含む。

2、黒褐 (10YR3/l)焼土粒を少し含み、

木炭粒入る。

3、黒褐 (10YR3/l)焼土粒を多く含む。

4、黒褐 (10YR3/l)焼土粒をほとんど含

まず。

5、黒褐 (10YR3/l)焼土粒を多く含む。

6、黒褐 (10YR3/l)ワラ灰らしき灰・木

灰を多く含む灰層。

7、黒褐(10YR3/l)黒褐プロック小穴か。

8、黒褐 (10YR3/l)焼土粒見えず、ロー

ムプロック多い。 8' も似る。 8"は締

る。 一部床層。

9、黒褐 (10YR3/l)焼土粒見えず、他も

含まず。

゜
1 : 30 lm 

第404図 住居跡144-1 • 2遺構図

住居跡149 （第418• 419図、図版75• 192) 

位置はQ大区kll75、調査面はローム層上面標高74.25m。重複は住居跡154-2、坑241、ピ1174・1176・1177・

1178 • 1175 • 1213が後出。規模は南北470cm、東西483cm、方向N6°45'Wを測る。施設に炉跡は不明、北西隅

に貯蔵穴、北東に底面標高73.98m同凝似が。掘方で中央を高めに溝状の床下構造、柱穴は南西柱穴のほか、

調査時点で床上面半欠のため、後出重複としたピ1174、ピ1177（底標高73.95m）、北西の凹み（底同74.06m)

も柱穴として考えて良いであろう。遺物は第419図のとおり、古墳時代前期で、住居機能も同期。
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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1、黒褐 (10YR3/l)焼土・ローム小粒含まず。

2、黒褐(10YR3/l)焼土・ローム小粒含まず。還元気味。少し締る。

床層。

3、黄褐 (10YR5/6)ローム土壌化と黒褐土とのまじり。上面床。

第406図 住居跡145遺構図

住居跡150 （第420• 421図、図版75• 192) 

位置はQ大区jkl73、調査面はローム漸移層標高74.5m。重複は、坑278• 281、

314 
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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＋埋に 1=31

嗣宦翌 ． ~I證随翠函輝氾 ＼＜＼3 
ヽ床 21こl

第407図 住 居 跡145遺物図

目
1、黒褐（10YR3/l)As -A • B含む。

粗。 1' は上方As-Bまじり、下方

含まず。

2、黒褐 (10YR3/l)軽石・焼土粒入る。

3、黒褐 (10YR3/l)軽石・焼士粒入る。

］ I ¥] 
口d さらにローム小粒入る。締る。貼床層。

＇ 上方は少し還元気味の床層部分的に

あり。［ 4、黄褐（10YR5/6) ロームプロック土

壌化を主とする。
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第408図住居跡146遺構図
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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第3篇 発掘された遺構と遺物
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8、にぶい黄褐(lOYR5/4) ローム漸移的。

8'は少し締る。

16、灰黄褐 (10YR2/4) ローム漸移的。黒褐

プロック含み、少し軟らか。床下層。

19、灰黄褐 (10YR2/4)焼土粒含み、木炭粒

入る。ロームプロック少。

20、灰黄褐 (10YR2/4) ロームプロック入らず、

少し締る。床層か。

21、灰黄褐 (10YR2/4) ロームプロック入らず、

焼土粒少し入り、軟。住居掘方か。

22、灰黄褐 (10YR2/4) ロームプロック含む。

上面床面。貼床上面。

第412図住居跡147-1 • 2遺構図

は南北436cm、東西326cm、方向は中軸でN7°W。施設は東壁に竃、南側に貯蔵穴、掘方で貯蔵穴底標高73.97

と73.81の新旧に思える貯蔵穴、東壁に建替え示唆の周壁下段差、床下坑がある。遺物は第421図のとおり 8

世紀後半で、住居機能も同期。

住居跡151 （第422• 423図、図版76• 192) 
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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4、明黄橙（10YR6/8) ロームプロックを主とする。

カマド間詰粘土か。

6、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土わずか含む。ロー

ム小プロックわずか入る。 6'はローム粒多い。

7、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土含む。ローム小プ

ロックわずか入る。

9、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土含まない。

10、黒褐(10YR3/l)木炭・焼土少ない。少し黒味

あり。

11、黒褐（10YR3/l)木炭・焼土ほとんど含まず、ロ

£ ーム小プロック多く含む。

12、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土わずか含む。

13、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土わずか含む。

|>、

゜
I. 30 lm 

第413図住居跡147遺構図
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第414図住居跡147遺物固
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第 3篇 発掘された追構と追物
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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1、黒褐 (10YR3/1)As -B粒まじり。粗。

2、黒褐 (10YR3/1) ローム小粒入り、締る。床層。

3、黒褐（lOYRl/3) ローム小粒入らない。少し軟。

4、黒褐 (lOYRl/3) ローム小粒入らない。少し軟。

1,. 1 ► 

A
、

旦I.L5

三

A
、

゜
l : 30 lm 

1、黒褐（10YR3/l)木炭・焼土粒入る。

2、黒褐（10YR3/l)木炭・焼土粒入らず。少しロームプロック入る。

3、黒褐（lOYRl/3)木炭・焼土粒入らず。ロームプロックも入らず。

4、黒褐 (lOYRl/3)As -B混じる。小穴。

第416図
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住居跡148遺構図
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D埋に 1

lに l 第417図 住居跡148遺物図

゜
1 : 3 10cm 

位置はQ大区j173 • 174、調壺面はローム層上面標高74.5m。重複は住居跡150• 153、坑281• 282が後出。

規模は南北で485cm、東西447cm、方向は中軸でN5゚30'Wを測る。施設は東半で壁下溝がめぐるが、炉跡 ・貯

蔵穴、柱穴など多くが不明。南東隅柱穴らしきピットの深さは標高73.96m。遺物は第423に掲げた古墳時代

前期の同図 1と古墳時代の 6世紀前半を思わせる同図 2があり、住居機能は後出遺物の 6世紀代か。
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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なし ‘o
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.L I 尽 I
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＇／ 残存床、＼
とする。

5、黒褐 (10YR3/l) ロームプロックやや

少ない。 5' は少し多い。

6、黒褐 (10YR3/l)黒褐土プロック。
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プロックなど含む。
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第 6章 Q区調壺の遺構と遺物
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1、黒褐 （10YR3/l)As -B含む。

2、黒褐 (10YR3/1) ローム小粒入る。

3、明黄褐 (10YR6/8) ロームプロックを主とす

る。

4、黒褐(lOYR3/l) ロームプロックを少し含み、

焼土粒など見えず。

5、黒褐（10YR3/l) ロームプロックと土壌化を

含む。上面床。 5' は床層様に締る。

6、黒褐（10YR3/l) 5よりプロック量少なく、軟。

7、黒褐（10YR3/1) ロームプロックまじえ、上

面硬く、床面。

8、黒褐(10YR3/l) ローム土壌化入り、プロッ

ク見えず。 8' はほぼ同じ。

9、明黄褐 (10YR6/8) ロームプロック主。

10、明黄褐（10YR6/8) ローム小粒入る。焼土・

木炭など見えず。

11、にぶい黄褐（10YR5/4) ロームプロック多く

含む。上面床。

12、褐 (10YR4/6)漸移状、軟。

f
|
|
|
 

＜ 

』

1、黒褐（10YR3/l)焼土粒多く含む。

2、黒褐（10YR3/l)焼土粒・木炭粒含む。

゜
I : 60 

口ご2 _LO

2m 

1、黒褐（10YR3/l) ロームプロック入らず。焼土粒含む。軟。

2、黒褐（10YR3/1) ロームプロ ック入らず。焼土粒含む。軟。 2' は

焼土粒少ない。

3、黒褐（lOYRl/3) ローム小粒わずか入り、焼土粒入る。

4、黄褐 (10YR5/6) ロームプロック多く、締りあり。別住居の床層。

5、黒褐 (10YR3/1) ローム小粒入り、住居掘方埋土。

6、黒褐(lOYR3/l) ローム粒入る。別住居の埋土。軟。

7、黒褐 (10YR3/l)さらに多い。

8、にぶい黄褐（10YR5/4) ローム土壌化主体。
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旦 5
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第420図 住居跡150遺構図
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第3篇 発掘された遺構と遺物
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10cm 25cm 

第421図住居跡150遺物図

住居跡152-1 （第424図、図版76)

位置はQ大区ijl73 • 17 4、調査面はローム層漸移標高74.5m。重複は住居跡151、坑278•281 ・ 291が後出し、

住居跡152-2とは同一 2が後出したものと坑344の切り合いで考えたい。規模は南北380+acm、東西156+a

cm、方向はおよそN3°W。施設として貯蔵穴のピ1224があり、掘方で小規模な床下坑がある。住居跡152-1・

2の関係は、当初住居跡172と住152-1の間で、住152-2の掘方痕跡で見えていたが、平面確認時に削り下げ

たため範囲不明となる。遺物については未抽出である。

住居跡152-2 （第524図、図版76)

位置、調査面は前出のとおり。規模は不明である。施設として貯蔵穴 1ヵ所がある外不明である。住居跡

152-1 • 2とは、規模の拡張等ではなく、別住居跡と考えられる。

住居跡153 （第425• 426 • 427 • 428図、図版76• 192 • 193) 

位置はQ大区ijl73・174、調査面はローム層漸移からローム層上面標高74.5m。重複は住居跡150・152・155、

坑281が後出。規模は南北で192+acm、東西で132+acm、方向は不明瞭である。施設として東壁に鼈、南脇

に掘方での深さ標高73.99mの貯蔵穴、掘方で竃前の土坑がある。遺物は第426~428図のとおり、 10世紀中頃
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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第422図 住居跡151遺構図
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A-A' 

1、黒褐 (10YR3/1)As -B含む。

粗。中世か。 1,は少し硬い。

2、黒褐 (10YR3/1)As -B含む。

粗。焼土粒少し入る。中世か。

3、黒褐（10YR3/l) ローム小プロッ

ク含む。少し締る。中世か。

4、黒褐（10YR3/l) ローム小プロッ

ク含む。少し締る。中世か。

5、黄褐 (10YR5/6) ロームプロック

多く、締る。 5'は中世土坑埋土。

6、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック

わずか含む。少し軟。

7、黒褐（10YR3/l) ロームプロック

少し含み、少し締る。上面床か。

8、黒褐 (10YR3/l)上層は少しAs

-Bまじえる。

9、黄褐（10YR5/6) ローム小プロッ

ク含む。床面。住 152床。

10、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック

入らず、締る。床面。住 150床か。

11、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒入り、

少し締る。

12、黒褐（10YR3/l) ローム小粒入り、

少し軟。

13、黄褐 (10YR3/6) ロームプロック

主、少し軟。 13' は動物の生活穴

か。ローム入る。

14、黄褐 (10YR3/6)13よりロームプ

ロック少なしヽ 。軟。

17、黒褐 (10YR3/6) ローム小プロッ

ク、同小粒入り、礫あり。

18、黒褐（10YR3/6) ロームプロック

含む。焼土・木炭など見えず。上

面締り、床層。

B-B' 

1、黒褐 (10YR3/l)As -B含む。

2、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒入る。

4、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック

を少し含み、焼土粒など見えず。

7、黒褐（10YR3/l) ロームプロック

まじえ、上面硬。床。

19、明黄褐 (10YR6/8) ローム小粒入

る。焼土・木炭など見えず。

20、にぷい黄褐 (10YR5/4) ロームプ

ロック多く含む。上面床。

21、褐 （10YR4/6)漸移状、軟。

22、黒褐 (10YR3/l)動物の生活旧

穴か。

第423図
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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5、黄褐（10YR5/6) ロームプロッ

ク多く、締る。焼土粒わずか入る。

8、黒褐(10YR3/l)上層は少しA

s -Bまじえる。

9、黄褐 (10YR5/6) ローム小プロ

ック含む。床面。住 152床。

10、黒褐 (10YR3/l) ロームプロッ

ク入らず、締る。床面。住 150か。

11、黒褐(10YR3/l) ローム小粒入

り、少し締る。

12、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒入

り、少し軟。

13、黄褐 (10YR3/6) ロームプロッ

ク主、少し軟。 13' は動物の生

活穴か。ローム入る。

14、黄褐 (10YR3/6)13層よりロー

ムプロック少なしヽ 。軟。

15、黒褐（10YR3/6) ローム小粒含

む。軟。柱穴様古代。

16、黒褐 (10YR3/6) ロームプロッ

ク少ない。少し締る。

17、黒褐 (10YR3/6) ローム小プロ

ック、同小粒入り、礫あり。

A
、

1、黒褐 (10YR3/l) ロームプロックわずか含む。

締る。

2、黒褐 （10YR3/l) ロームプロック多く含む。締

る。

h
¥
]
 

古

ー

1、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック・焼土粒含む。締る。r 2、黒褐 (10YR3/l)締る。

3、明黄褐（10YR3/1) ロームプロック。

g
 坑339

c
 

C' 

一
ーご

← 

74.5 

貯 坑344
12 

｀ よ，ー

゜
1 : 60 2m 

第424図住居跡152-1 • 2遺構図
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第6章 Q区調査の遺構と遺物

|>目
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1、黒褐 （10YR3/l)焼土粒含む。少し粗。1' は焼土粒やや少ない。

2、黒褐 (10YR3/l)わずか焼土粒含む。ローム小粒含む。

3、黒褐 (lOYRl/3)焼土粒あまり見えず。ローム小粒入る。

4、黒褐 (10YR3/1) 1層に似るが、ローム小粒入る。

で

゜
1 : 30 lm 

1、黒褐 (10YR3/1)小ロームプロック見えず、焼土粒わずか入

る。 As -B含む。 1' は焼土粒見えず。

2、黒褐 (10YR3/1)小ロームプロック入る。締る。床層。

3、黒褐 (10YR3/1) ローム小プロック入る。

4、黒褐 (10YR3/1) ローム小プロック見えず。軟。

5、黒褐（10YR3/1)4より少し締る。

6、にぶい黄褐 (10YR5/4) ロームプロック多く含み。上面締る。別

住居。

7、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック入らず、焼土粒も見えず。軟。小

礫入る。

8、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック入らず、焼土粒も見えず。軟。小

礫入る。 7層より黒っぼい。

9、黒 (10YR2/1)倒木のそれに似る。軽石少なく、古様。

までの個体が多く、第427図16は9世紀代、第428図17

は7~9世紀代を思わせ伝世個体であろう。以上の遺

物類の大半鼈内のまとまった取り上げであり、一括性

を認めて良い個体を多く含む。住居機能は同期である。

住居跡154-1 （第429• 431図、図版77• 194) 

位置はQ大区 k173にあり、調査面はローム層上面標

高74.4m。重複は住居跡154-2、井戸跡16が切る。規

模は南北295cm、東西297cm、方向は中軸でN2°W。施設

に東壁に鼈、南東隅に掘方底で標高74.18mの貯蔵穴が

゜
1 : 60 

第425図住居跡153遺構図

2m ぁり、掘方は住居跡154-2によ って切られているため

不明瞭であるが南同壁の東寄に凹みあり。遺物は第431
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第 3篇 発掘された追構と遺物

―-一
―一

／

ー

1
ご
‘
¥

ご
＼
~

—
_
ー

閏

□冑
I

］

／
 

口l ヵ埋 35に 1十力埋 36

｀込 に 1=3に 1十力埋

，．二よ＇巧ゞ ‘ ¥-

文（／石）

1 
埋に6十住 160埋に 1十住 172埋に 1=8

ロ
ロ
／
／
』

/

―

 

―

―
 

＿

一

一

＿

-

•

一

―

―
 

□□
‘
 

＼‘.ヽ＇．

□□ 
／ ／ ／ ／ ーー／ ／ ／ ／ ／ ／ 

\~-l＿＿二；；
力埋底 43に 1

埋B
 

＋
 

ー
ー
）7

 
3

6

＿
 

上
―
―

カ

ー

＿
こ

＿

旺

甲

l

に

レ

一

4
ト

一

3

+

-

こ

一

埋

3

カ

ー

J `、デ→

／ ］ーニ］

＼／三三ー／；

→丑“̀ :
{- -豆ゃ マ

3,；； l-—-一｀免
喉~｀ ．`＂浴へ9”...,.a9- 金 ”ー一．9←心，，J，，↓

ョ＇・，＜

炉 心，女'
,、9、 9と、

＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ 

ーこ4
 

4
 

下埋力ー

I
I

□□□
]
/
1
ー

床 8に 2十埋 7に 1十埋トレに 1+B埋に 1十力埋に 1+(:El52 

上に 1十住 160B埋に 1=8

1

1

1

¥
!

¥

,

1
ー

） 
¥ I 

12床 19に 1

第426図

328 

住居跡153遺物図

14 床 16に 1十住 160埋 42に 1=2 / / 
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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第427図 住居跡153遺物図
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第3篇 発掘された遺構と追物
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第428図住居跡153遺物図

図のとおり大半が住居跡154-2出土である。 ゜

□19カ42に 1

1 : 5 25cm 

住居跡154-2 （第430• 431固 ・図版77• 194) 

位置はQ大区 k175• 176、調査面はローム層上面標高74.4m。重複は住居跡l54-1が先行、井戸跡16に切

られる。規模は南北258cm、東西283cm、方向は中軸でN15゚30'Wを測る。施設に東鼈、掘方底で73.95mの貯

蔵穴、竃前の土坑、床下坑があるが、住居跡l54-1の床下施設の一部も含むであろう。遺物は、第431図のと

330 
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第6章 Q区調青の遺構と遺物
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1、黒褐(10YR3/1) ローム小プロック多く含み、焼土粒見えず。少し締

る。 1, はさらに締る。

2、黒褐（10YR3/1)黒褐色プロック含む。

0 1 : 60 2m 

A
、

゜
1 : 30 lm 

1、黒褐（10YR3/l)焼土・木炭粒含む。木炭・灰入る。

2、にぷい黄褐 (10YR5/3)焼土・木炭粒見えず。ローム土壌化。

3、にぶい黄褐 （10YR5/4)焼土・木炭粒見えず。さらにロームプロッ

ク多い。

第429屈住居跡154-1遺構図

おり 8世紀後半の同図1• 2を含むが、床下坑や掘方に浅い小穴を伴なう住居は 9世紀以降に多く、遺物数は

先行の住居跡l54-1に伴なう可能性あり 。

住居跡155 （第432• 433図、図版77• 194) 

位置はQ大区hil73、調査面はローム層上面標高74.4m。重複は住居跡160、溝跡106が先行し、新古不明の

土坑が重なり、住157が切る。規模は南北389+acm、東西279cm、方向は中軸でN3゚15'W。施設は東壁に竃、

掘方に床下坑がある。遺物は第433図に掲げ、 10世紀前半の個体が主で住居機能も同期。

住居跡156 （第434• 435図、図版77• 194) 
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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74.5 

1、黒褐（10YR3/l) ローム小プロック多く含み、焼土粒見えず。少し締

る。 1,は少しローム土壌化入る。

A
、

<̀ | 

3、にぶい黄褐（10YR5/4)焼土・木炭粒見えず。 さらにロームプロッ

ク多い。

4、明黄褐（10YR6/8) ロームプロックを主とする。 4' はさらにローム

プロック多い。 4層中に焼土粒少し入る。

第430図住居跡154-2遺構図

2、黒褐 (10YR3/1) ローム小プロックと土壌化を含み、締る。

3、にぶい黄褐（10YR5/4) ローム小プロックを主とし、掘方埋土。

4、黒褐（10YR3/l)黒褐色土プロック。

5、にぶい黄橙（10YR6/4)漂白化ローム客土か不明。

0 1 : 60 2m 

I ► ; I I ► 

1 ►、

5、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭・灰を多く含み、上面は床に至る。

6、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭・灰特に多く、床に至る。

7、明黄褐（10YR6/8) ロームプロック多く、焼土少し含む。
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第431図住居跡154-2遺物図
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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8、黄褐 (10YR5/8) ロームプロックを主とし、焼土粒入る。

1、黒褐 (10YR3/l)焼土粒多く含む。 9、黒褐（10YR3/l)焼土粒見えず。住 157掘方埋土。

2、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロックを含む。 10、黒褐（10YR3/l)焼土粒見えず。住 157埋土。

第432図 住 居 跡155遺構図
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第434図 住居跡156遺構図

I 床3に2十床 4に1十掘埋 13に1

に1十住 157埋上に 2=7

1、黒褐(lOYR3/l) ローム小プロ

ックが入るが、木炭粒見えず。

1' はロームプロック入り、少し

締る床層。

2、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロ

ックが入るが、木炭粒見えず。1

層より黒く、軟。

3、黒褐 (10YR3/l)軽石粒少なく、

古様の倒木に見られる黒褐色土

に似る。

4、黄褐 (10YR5/6) ロームプロ ッ

クを主とする床。やや軟。

5、黒褐 (10YR3/l)わずかローム

プロック含む。少し締る床。

6、にぷい黄褐 (10YR5/4) ローム

漸移状。軟。

7、黒褐 (10YR3/l) 3層に似るが、

少し茶味おびる。軟。

゜
60 2m 

位置はQ大区hil72• 173に、調査面

は、 ローム層上面標高74.5m。重複は

住居跡157• 165、坑279• 280に切られ

る。形態は隅丸方形とな らず不整。規

模は南北460cm、東西273cm。遺物は第

435図 1の古墳時代前期の高坪がある。

遺構も同期か。

住居跡157

版78• 194) 

（図版436• 437 • 438、図

゜
1 : 3 10cm 

位置はQ大区hil73・174に、調査面は

ローム層上面標74.4m。重複は住居跡

160、倒木、坑280が後出。規模は南北

510cm、東西408cm、方向は中軸でN4°

30'W。施設に鼈掘方で底標高73.9m

の貯蔵穴、焼土 ・灰などを伴なう床下

第435図 住居跡156遺物図 坑を認めた。 また掘方面には、隅丸長

方形の住居跡157とは別の遺構らしき 3mの隅丸長方形のしっかりした掘方を認めたが、仔細は不明。遺物は

第438図を掲げたように10世紀前半の個体が主で住居機能も同期。
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1、黒褐（10YR3/l)木炭粒わ

ずか含み、ローム粒ほとんど

見えず。

2、黒褐 (10YR3/l)木炭粒わ

ずか含み、ローム粒ほとんど

見えず。

3、黒褐 (10YR3/l) ロームプ

ロックの締められた床の縞が

黒褐還元気味の床との間に入

る床層。

4、黒褐 (10YR3/l) ローム小

プロックをわずかに含む軟ら

かい掘方埋土。

5、明黄褐 (10YR6/6) ローム

プロック状。動物の生活旧穴

か。

6、明黄褐(lOYR6/6)黒褐色

土プロックの入り、ロームプ

ロック主体の掘方埋土。 6'

はやや軟。

゜
60 2m 

住居跡158 （第439• 440図、

図版78• 194) 

位置はQ大区 o175に調査面

はローム層漸移で標高74.5m。

重複は住居跡120が切る。規模は

南北240+acm、東西31+acm、

方向は東壁でN31°W。施設とし

て竃がある。遺物は第440図に示

し、同図 2は10世紀後半の碗で

あり、住居機能時に関連しそう

である。

A、

第436図住居跡157遺構図

住居跡159 （第441• 442図、

図版79• 194) 

位置はQ大区opl70• 171に、調査面は標高74.45m。重複は住居跡131、ピ1040• 1083 • 1084 • 1219、溝跡

87が後出してある。規模は南北420cm、東西287cm、方向は中軸でN4°45'W。施設に鼈、掘方底標74.27mの貯

蔵穴がある。遺物は第442図のとおり 10世紀中頃の個体で、住居機能もその頃か。

住居跡160 （第443• 444 • 445図、図版79• 195) 

位置はQ大区ijl73・174に、調査面はローム層上面標高74.4m。重複は住居跡151・152・153・155が後出してあ

るほか北側に無番別住居と倒木が重さなっているらしいが新・古を含め仔細不明。規模は南北407cm、無番を

含めた東西で445cm、方向は東壁でN8°W。遺物は、第444図に示したが、同図1・2など 9世紀後半、同図3・6が
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口
1、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含む。1' は少し締る。

2、黒褐 (10YR3/l)焼土粒 ・木炭粒多く含む。

3、黒褐 (10YR3/l) ロームプロックやや多い。

4、黒褐(10YR3/l)黒味強くほとんど何も含まない。倒木に見られる

黒色土様。

第437図住居跡157遺構図

5、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック多く含む。

6、黒褐 (10YR3/l) ローム土壌化少し入る。 6'は黒味強。

7、黒褐(10YR3/l)焼土粒多く、木炭粒もまじえる。

8、黒 (10YR2/l)木炭灰を主とする。

9、黒 （10YR2/1)上方木炭灰、下方ワラ灰に似る。

10、黒 (10YR2/l)木炭灰を主とする。

11、黒褐 （10YR3/l)木炭・焼土粒まじえる。ローム小プロ ック入る。

12、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒まじえる。ローム小プロソク入る。

13、黒褐 （10YR3/l)軽石もほとんど入らず、軟。倒木様。
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1 : 3 10cm 

ロー］詈三i― 疇疇"¥ 1叫
埋 1に l+B上に 1=2

第438図住居跡157遺物図

10世紀初頭頃、同図4・5・7・8など10世紀後半か ら末を思わせ、混在様相にある。したがって複数住居が存在か。

住居跡161 （第446• 447図、図版79• 195) 
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1、黒褐 (10YR3/l)A s-B含み、上層は現耕土。

2、黒褐(10YR3/1)上層はAs-B少し混じり、ローム小プロック含む。

3、黒褐 （10YR3/1)少し還元気味の床面。締りややあり。

4、明黄褐（10YR6/6) ロームプロック多く、水平気味に堆積。

7、黒褐 (10YR3/l)根。

且 5
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1、黒褐 (10YR3/l)As-A・ Bを含む。下方As-Aを含まず。

2、黒褐（10YR3/l)古代。焼土粒を含む。

3、黒褐 (10YR3/l)木灰．灰を多く含む。

8、黒褐 （10YR3/l)木炭粒少し含み、軟。

9、灰黄褐(lOYR4/2)ローム漸移状。軟。

第439図 住居跡158遺構図
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第440図住居跡158遺物図
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第3篇 発掘された遺構と遺物

-/  1 

＼三二二二三三二／四
第441図住居跡159遺構図

ロニロ1

1、黒褐 （10YR3/l)木炭粒まじえる。

2、黄褐 (10YR5/6) ローム小粒多く含む。締

る。床層。

4、灰黄褐（10YR4/2) ローム小ブロック多く

含む。掘方埋土。

6、黒 (lOYR2/1)木炭灰を主とし、焼土粒

をわずかまじえる。上面少し締る。カマド灰

層。

7、にぶい黄褐（10YR4/3) ローム土壌化主

体。7' は締る。

゜
1 : 60 2m 

ヽ
／ 
---,/ 

＼ 

第442図住居跡159遺物図

位置はQ大区 1171に、調査面はローム層漸移からローム層上面で標高74.45m。住居跡161の残存は近掘方

5床 2に 1

一
一

・

゜
1 : 3 10cm 

に近い痕跡状態にあり、第446図は調査できた範囲を示す。下方に住居跡114-1・2があり、南側で住居跡145

と重なるが新古は不明である。遺物は第447図に示したが10世紀代である。

住居跡162 （第448図、図版79)

位置はQ大区g173に，調査面はローム層上面で標高74.35m。重複は後出の小ピット 1穴を除きない。平

面形は住居として不整気味である。規模は南北で301cm、東西250+acm、方向不明瞭である。施設としては小

ピットが掘方で認められたが関連は不明。遺物は極めて少ない。
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1、黒褐 (10YR3/1)含まず。 1' はほぽ同じ。

2、黒褐 (10YR3/l)少し締る。住 155床層。

3、黒褐 (10YR3/l) lとほぼ同じ。小礫含む。軟。 3' はわずか締る。

4、黒褐 (10YR3/l)間にロームプロックを主とする層が1層、部分2

層を含む床層。

5、黒褐（10YR3/l)わずかローム小粒・焼土粒を含む。軟。

6、黒褐 (10YR3/l)ローム土壌化を含む。軟。

7、黒褐 (10YR3/l)ローム土壌化を多く含む。

8、にぷい黄褐（10YR5/4)ローム漂白化を含む。

9、黒褐 (10YR3/l)ローム小プロックまじえる。

10、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック少しまじえ、締る。床層。

11、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロックさらに多い。締る。床層。

住居跡163 （第449• 450図、図版79• 195) 

A' 

4
 

¥

7

 

ー

A
 

ー

f 住 155 74.6 --

゜

位置はQ大区lml6に、調査面はローム層上面標高

74.45m。重複は住居跡125• 142 • 143、溝跡93、坑

250に切られる。遺存は痕跡程度、施設は掘方で小穴

が認められた。遺物は第450図に掲げたが出土は埋土

と注記文字判読できない小片のため信頼度は薄い。

規模は南北No.213+acm、東西で133+acm、方向は不

明瞭である。総体的には 9世紀中頃で、同図 2のみ

が肉厚の坪、碗片で10世紀代が考えられる。

住居跡164 （第451図、図版79• 80) 

位置はQ大区fgl73に、調査面はローム層上層で標

高74.3m。重複なし。平面形は住居として不整の感

あり。施設として掘方に土坑あり、床面も不明瞭で

住居ではない可能性もあり。規模は南北で232+a

cm、東西で128+acm、方位は不明瞭であるが東偏し

てある。遺物は微弱であった。

住居跡165 （第452図、図版80)

_ 4 

位置はQ大区hil72に、調査面はローム層上面74.

35mにある。重複は住居跡156が下方、先行坑279、

小穴に切られる。施設として住居跡156と重さなって

いたため、掘方調査がでず、同住居跡の掘方の一部

が同165となる可能性もある。床面の存在は弱く、住

居跡としての可能性も再考の余地あり。規模は南北

289cm、東西193+acm、方向は東壁でNl5"30'Eを測

り、珍しく東偏する。遺物は微弱であった。

゜
1: 60 2m 

第443図 住居跡160遺構図
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Q区調査の遺構と遺物
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第445図 住居跡160遺物図

゜
1 : 3 10cm 

住居跡166 （第453• 454図図版80• 195) 

位置はQ大区jkl75・176に、調査面はローム層上面標高74.5m。重複は住居跡146• 147、小ピットが切り、

後出の倒木が北東隅を乱す。規模は南北508cm、東西517+acm、方向は中軸と目される位置でおよそNl0Wを

測る。施設として炉跡が北寄りの中央に、柱穴が南東側標高73.80の底位置をもって存在し、掘方では中央を

高め周壁に沿う溝状の床下施設が存在していた。遺物は第454図に掲げたように古墳時代前期の個体で、住居

の機能も同期。

住居跡167 （第455• 456図、図版80• 81 • 195 • 196) 

位置はQ大区j176に、調査面はローム層上面標高74.5m。重複は住居跡166と重さなり、同166が先行。ピ

1202に切られる。下方には住居跡166が存在するため掘方調査は出来なかった。規模は、南北295cm、東西235

cm、方向は中軸でN2゚30'Wを測る。施設は東壁に竃、南東隅に貯蔵穴のわずかな凹みがある。遺物は、第456

図のとおり、

住居跡168

9世紀中頃の個体で、住居機能もその頃。

（第457• 458図図版81• 196) 

位置はQ大区i175 • 176に、調査面はローム層上面標高74.55m。重複は坑321• 320 • 323、ピ1221が後出

してある。調査面は既に床層で、第457図は掘方である。規模は南北331cm、東西307cm、方向は中軸でおよそ

N2°15'Wを測る。施設として鼈跡は見えず南壁下中央付近に貯蔵穴らしき小穴が存在していた。住居跡168の

住居形態は、平面隋円気味の隅丸方形で、不整ではあるが、周囲はローム層上面であり、部分的には少し締

る貼床層が存在しているため住居としうる遺構である。遺物を見ると10世紀頃の須恵器碗が第458図のとおり

であり、住居平面形もその頃に見えるが竃は削失されたのか見えず貯蔵穴に思える小穴も西に寄り過ぎの感

がある。 その頃の貯蔵穴は当遺跡の場合、廃棄時にはほとんど埋まり込んでしまうことが多く、土層断面注

4がその点を示唆しているか疑問の多い住居跡である。
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1、黒褐（10YR3/l)焼土・ローム粒など見えず、木炭粒わずか入る。

2、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック含む。上面少し締る。住 161床層。

3、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック含む。

4、黒褐（10YR3/l) ローム土壌化。

5、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒入る。土坑埋土か。
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第448図 住居跡162遺構図

住居跡169 （第459• 460 • 461 • 462 • 463図、図版81• 196 • 197) 

位置はQ大区hil76・177にある。調査面はローム層上面標高74.5mである。重複は井戸跡20、溝跡112、坑

340 • 388 • 324、
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ピ195• 196 • 197が後出してある。 この中で溝跡112は住居跡北壁を沿うように当初発見され、
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5、黒褐 (10YR3/l)根跡、黒ずむ。軟。」6、褐 （10YR3/1）ロームプロック・土

9' >、 壌化を主とする。
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1、黒褐 (10YR3/l)ローム小プロック入る。木炭

粒見えず。

2、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック入り、少し

締る床層。
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第452図 住居跡165遺構図
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締り弱い。

6、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック少

し多い。締る。

7、褐 (10YR4/4)漸移状、軟。
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1、黒褐 (10YR3/l)粗。古代ピット。

2、明赤褐 (2.5YR5/8)焼土。

3、明黄褐（10YR6/6) ローム土壌化主体、黒褐プロック少。

4、明黄褐 (10YR6/6) ローム士壌化体主、黒褐プロック少。

5、にぶい黄褐（10YR5/4) ローム土壌化多く、黒褐プロック。

゜
1 : 30 lm 

第453図住居跡166遺構図
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1、黒褐（10YR3/l)締る。軽石含み、ローム小粒わずか含む。軟らか。

2、明黄褐 (10YR6/6) ロームプロック主とする。締る。 2' は黒味強

い。締る。床層。ロームプロック含む。

3、黒褐 (10YR3/l)締る。床層。ロームプロック微。

4、黒褐 (10YR3/l) ロームプロックわずか含み、軟。

5、灰黄褐（10YR5/2)黒褐と漂白化ロームが混じりあう。軟。粘性。

6、にぷい黄褐（10YR6/3)粘性。

7、にぷい黄褐（10YR5/4)ローム漸移状、少し締る。

..£. 貯 ．旦ー3

冑
à 

4L 丑 5

1、黒褐（10YR3/l) ローム小プロック含み、締る。

2、黒褐（10YR3/l) ローム小プロック少し多い。軟。

3、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロックさらに多い。
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住居跡167遺構図

1、黒褐(lOYR3/l)木炭・焼土

粒多く含む。

2、黒褐(lOYR3/l)下半は木炭

多く含む。上方は木炭灰少ない。

3、黒褐（10YR3/l) ロームプロッ

クわずか含む。

4、黒褐（10YR3/l) ロームプロッ

ク多く含む。

5、黒褐 (10YR3/l) ロームプロッ

ク多く含む。

6、黒褐 (10YR3/l)粘土・木炭・

ロームプロック含む。

7、黒褐 (10YR3/l)ロームプロッ

ク多く含み、締る。

゜
30 lm 

第455図

住居跡169の東壁を越えて延びており、住居跡169の最終埋没に近い頃、北壁走行に沿い設けられたと想起す

ることができた。第459因中、土層断面Bの北端側に未注記個所は第494図に示した溝112の個所で注2・3に相

当しているが、整理段階で検討した結果、注2・3は住居跡169の北壁下に存在した溝状の掘方の全幅を捉えた

ものと考えられるのであり注2・3・4は住居跡169の掘方埋土と考えたい。 したがって溝跡112の形状と深さは

B断面の成り状態と考えられる。住居跡169の規模は南北577cm、東西535+ acm (540cm強）、方向は想定中軸

でN3"30'Wを測る。施設ほかとして、先ず床面上の木炭と木炭粒、床面の部分的焼土面化がある。木炭の分

布は、一般に焼失と云われるほど多くはないものの、ある程度、建築材が残存している中で燃焼した結果と

考えている。第459図中の細綱は焼土ヘザラザラ目は木炭と木炭粒、細線の集合体は木炭である。炉跡は床面

における各所の焼土化のため不明瞭である。貯蔵穴も不明。柱穴は調査地外に北西柱穴が推定されるほか 3

穴を認め、南西柱穴底面は標高73.94m。掘方は中央部を高め、壁下を溝状に凹めた床下構造を持ち、部分的

に土橋状の掘り残しがある。その西溝中に新古切合いのある小穴を認めた、古側の底面標高73.84m、新側で

同74.07mを測る。遺物は北西側に集中して認められ、遺物図中の取り上げ注記溝112は前述のとおり誤まり
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1、黒褐 (10YR3/l) ローム漸移状、軟。 1' は少し黒い。 1” は少し

締る。部分床あり。

2、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック入る。 2' は少し締る。

3、にぶい黄褐（10YR5/3) ローム土壌化。

4、黒褐 (10YR3/l) ロームプロックわずか含み、軟。

5、明黄褐 (10YR6/6) ロームプロック多く含む。

0 1: 60 2m 

＼三／＿／ク
A埋に 1

｀ ゜
1 : 3 10cm 

第457図住居跡168遺構図
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第458図住居跡168遺物図
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、¥,9/

1、黒褐 (10YR3/l)焼士粒わずか含む。 1' は多い。

2、黒褐（10YR3/l)木炭粒含む。締る。床層。ローム小粒入る。

3、黒褐（10YR3/l) ローム小粒わずか入り、軟。 3' は締る。床層。

4、にぶい黄褐（10YR5/4)ローム小プロック多く含む。

5、にぷい黄褐（10YR5/4)ローム小プロック多く含む。軟。

6、にぶい黄褐（10YR5/4) ローム土壌化、漸移的。

7、にぶい黄褐（10YR5/4)ロームプロック多く含み、上面締る。

8、にぶい黄褐（10YR5/4)7層より黒い。

9、黒 (10YR2/1)倒木か、軽石見えず。

10、黒 (10YR2/l)軽石入り、軟。

11、黒褐 (10YR3/l)焼土粒多い。別住居カマド土。

12、にぶい黄褐（10YR5/4) ローム土壌化主体。

第459図 住居跡169遺構図

の可能性大である。遺物種に高坪、器台、台付甕大・小、壺大・小、甑があり、多くの個体に埋土とあって

も一部は床に接している場合が多いのでまとまりとしての一括性を認めてよいと云える。 なお当遺跡の住居

跡埋土の考え方であるが、当遺跡の住居跡の残存は上半の大半を失なっている場合が多くあり、当遺跡住居

跡埋土は、他遺跡からすれば埋没土下方が意味される。遺物の時期は古墳時代前期で、住居機能も同期であ

る。

住居跡171 （第464• • 65図、図版81• 197) 

位置は、Q大区hil75にあり、調査面はローム層上面から同漸移層で標高74.55mである。重複は、住居相互

とは無く、坑307• 308 • 311、無番坑 2つなどが後出してある。平面形らやや歪む隅丸の逆台形状を呈してい

る。規模は南北336cm、東西297cm、方向は中軸でN5°45'Wを測る。施設として東壁に竃が、南西端で貯蔵穴

が床面ではほとんど埋没し、掘方では底面標高74.12mで掘方平坦部とは15cmの差がある。掘方として平面形
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1、黒褐 (10YR3/1)軟らか、ロームプロック多く含む。

2、黒褐 (10YR3/l)黒味あり、軟。

3、黒褐 (10YR3/l)ロームプロック入り、少し締る。

4、黒褐 (10YR3/l) ローム士壌化、軟。

第460図

5、黒褐(lOYR3/1) ロームプロック含み、締る。

6、にぶい黄褐 (10YR5/4) ローム土壌化主体。

゜
60 2m 

住居跡169遺構図

正円に近い床下坑は見えず、竃前の床下坑は存在する。竃前の床下坑は平坦部から17cmの深さを測る。鼈は

両袖に石材を用い、中央左寄りに支脚様の石材が立石状に存在しており、 その下方には、構築に係わるらし

い浅い小穴がある。さらに鼈底面には灰層が部分的に残っていた。遺物は第465因掲げた。特に注意されるの

は坪、碗類に片口様に口縁を凹めた個体が同図4・5・7に見られ目的は不明確ながら何んらかの生産目的のた

めの用器を思わせる。灰釉陶器は同図11• 12があり、 その碗は浸掛で灰釉の 2度掛を行なっている。技法上

の点は同図 2に糸切損じ糸切面が 2面あり、同図 4に土師器で通有の指おさえが下半に見られる。遺物の時

期は、同図 lが9世紀後半に見えるほか10世紀前半の個体と考えられ、住居機能も同期。

住居跡172 （第466• 467 • 468図、図版82• 197 • 198) 

位置はQ大区ijl74• 175にあり、調査面はローム層上面標高74.5mである。重複は坑302• 303 • 304 • 318が

後出している。平面形は二辺の長い隅丸逆台形を呈し、規模は南北458cm、東西368cm、方向は中軸でNll°45'

Wを測る。施設として東壁に鼈、南東隅に貯蔵穴、貯蔵穴当初から掘り上げてしまっているので廃棄時の埋

まり込みがどの程度であったのかは不明であるが掘方底面で標高74.07m、平坦部から13cmの深さである。掘

方は、円形に近い床下坑 2と南壁下の中央付近に灰層を伴なう楕円形の床下坑がある。床下坑の深さは北で

底面同74.16、中央で同74.09、南で同74.09を測る。竃前の床下坑は竃寄りの想定焚口直下付近に円形の土坑
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床 21こ4十埋に 3=7

床 12に 4十床 16に64十埋 12に

2十埋 13に 1十埋 15に 1十床B

埋に 12十埋に 3十判洸困 4=91

1 : 3 10cm 

第462図 住居跡169遺物図
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底 8に43十底 9に 3十埋に 1=17

床 11に 35+B 埋に 4~39

第6章 Q区調査の遺構と遺物

が見られるが鼈構築に係わ

る土坑かは不明である。鼈

は、袖に立石の袖石があり、

底面に部分的に灰、焼土面

が存在していた。同掘方に

は灰を含む面が奥まで続い

ており、前身竃存在の可能

性大である。遺物は第467・

468図に掲げた。特記点は前

出の住居跡171に 3点見ら

れた片口様の須恵器坪が同

図 7にも存在している。同

因15は、製作法の粘土挽目

を割れ口から辿り、器形の

天地を決定したが、逆向き

にすると甑となるが、同形

の甑と製作法が異るため、

製作上の天地を重んじた。

そのため不明器種でもあ

る。同因13は羽釜であり出

現初期に見える内傾さと、

鍔から口縁までの短かさが

見える。同図14は羽釜では

なく口の広がり、底側に近

いヵ所でも細まらない傾向

から甑を考えたい。遺物の

時期は、 9世紀後半を主に

しているが同図14が羽釜で

1 : 3 _________l0cm あれば時期的に下るが、 14

第463図住居跡169遺物図 は床面出土でしかも入念様

でもあり、 9世紀後半を考えたい。 14の存在によって羽釜出現期の問題に係わってくる。住居機能も 9世紀

後半である。

住居跡173 （第469• 470図、図版82• 198) 

位置はQ大区h177にあり、調査面は住居跡169の埋土上面標高74.4mである。重複は先行して古墳時代前

期の同169が先行して存在する。規模は鼈左端から貯蔵穴南端までの長さ 125cmを測り、方向は厳密には西方が

調査地外にあるため不明。施設としては、東壁に付くと考えられる竃、南東隅に存在すると考えられる貯蔵

穴がある。第469因は掘方図である。竃は左袖に立石がかかり、平面は少し掘過ぎていると推測される。その
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74.5 

1、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒わずか含む。 1'は含まず。 1”は

As -B含む。

2、黒褐 (10YR3/1) ローム小プロック含み、少し締る。床層。

3、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロックやや多い。軟。

4、明黄褐（10YR6/6) ロームプロック主。

5、にぶい黄褐 (10YR6/4) ロームプロック多い。

゜
1 : 60 2m 

I ► 
9・

t
L
 

I> 

B / ¥ B' B' 

E》
ド <̀ | 

B 74.5 

三J

1、黒褐 （10YR3/l)焼土粒含む。少しロームプロック含む。

2、黒褐（10YR3/l)焼土粒 ・木炭粒含む。 2' は両者やや少ない。

3、黒褐 (10YR3/l)粗。動物の生活穴か。

4、黒褐(10YR3/l)灰らしき黒ずみあり。焼土粒少し入る。

゜
1 : 30 lm 

第464図住居跡171遺構図

ことは掘方図が示すように右袖立石と対照的に位置し、直下に掘下の深部立上りが接している。土層断面 4

中のワラ灰については、現場において指先に灰をつまんで、揉んだ時、指先にケイ酸体に思えるザラ付きが

あった場合に、ワラ灰もしくはケイ酸の多い単子葉植物灰ありとした。木炭灰は黒色灰を主として木炭粒を

含む時に木灰と捉えた。灰とした時は、その両者のいずれか判断しなかった時である。貯蔵穴は上面に床層

があったか確認していない。遺物は第470図のとおり 10世紀後半の碗の出土があり、小片ではあるが、貯蔵穴

埋土取上No.1の出土であるので、この住居の機能時に関連するとある程度考えてよいであろう。
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ヽ I ノ~ ヽ ;1 
沢

1、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒入り、粗。

2、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒入り、さらに焼

土粒入る。

3、黄褐 (10YR5/6) 1に似るが、少し締り、焼

20' ':!fl ぷ ＜ 口筆3839 、~ 21 (?9 A' 土粒入る。

上ー r9 Y 蒐40 ① /)24 84 ― 
5、褐 (10YR4/6)漸移状。5' はやや黒い。

____, I 
6、黒褐（10YR3/l) ローム小粒入り、締る。床

層。6' は少し軟。

7、褐 (10YR4/6) ローム主体で締る。床層。

8、褐 （10YR4/4) ローム主体で黒ずみ、軟。

9、にぶい黄褐（10YR5/4) ローム土壌化主体。

』

I ► ;1 

" I► 

ム 五 50◇ 

゜
60 2m 

叫

A
`
 

、V

74.5 

B
、

ー

B-

已

｛入
ト

｛

亨

][
'

/

1、黒褐 (10YR3/1)粗質。 ローム小粒入る。

2、黒褐 (10YR3/1) ローム小粒・焼土粒多い。 2' は焼土粒さらに多

し‘o

3、黒褐 (10YR3/1)焼土粒わずか入る。

4、黒褐 (10YR3/1)上方は焼土粒まじえ、下方に木炭灰入る。

5、黒褐 (10YR3/1)焼土粒少し入る。

6、黒褐 (10YR3/1)焼土粒少し入る。

7、黒褐 (10YR3/1) ローム7プロック入る。

8、黒褐 (10YR3/1) ローム7プロック少なく、黒ずむ。

第466図住居跡172遺構図
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第467図 住居跡172遺物図

住居跡175 （第471• 472図、図版82• 198) 

位置はQ大区ghl73にある。調査面はローム層上面標高74.3mである。重複は溝106を切り、住居跡157に切

られる。第471図は掘方図で、状況は痕跡程度である。住居形態は隅丸方形と考えられるが、住居跡157が深

いため、大半を失なう。そのため規模として測れるのは南壁の長さで東西350cmである。貯蔵穴上面は床層が

覆っていたか否か、掘下げ中途で住居跡の存在に気付いたので明瞭でない。溝跡106についてこの場所ではっ
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第469図住居跡173遺構図
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3望2

1、黒褐 (10YR3/l) ローム粒含む。

2、黒褐（10YR3/l)木炭・灰多く、焼土粒含む。

3、黒褐(lOYR3/l) ロームプロック多く含む。

゜
1 : 60 2m 

1、黒褐 (10YR3/l)焼土粒を主

とする。 1, はわずか含む。

2、黒褐 (10YR3/l)焼土粒をわ

ずか含む。住 169埋土。 旦ー

3、黒褐 (10YR3/l)焼土粒をわ

ずか含む。

4、黒褐 (10YR3/l) ワラ灰～木

炭灰を含む。

5、黒褐（10YR3/l) ローム小ブ

ロソク多く含む。 5' は締る。

6、黒褐 (10YR3/1) ロームプロ

ックなし。軟。

7、黒褐（10YR3/l)木炭粒わず

か含む。住 169埋土。

I> 

゜
I : 30 lm 

1貯埋 11こ2

゜
1 : 3 

第470図住居跡173遺物図

きり切っていたものの、以北にどのように重複したの

か不明であった。住居跡175は10世紀後半の遺物が量を

もって出土しているので層位上の重複を別にしても、

当住居の第472図に示した個体が 9世紀後半頃である

ので、その新旧は推奨できる。同図 2は完器であり、

10cm床面からの出土である。土師器甕同図 1と同期であり

一括性ありとしてよい。

ょ：：
-----ノ/ 1 

A 74.5 

ごロニロロニロ
／I →三ニー「＼ ／／べ‘`
I 

l貯床 1に 1

→ 
1、黒褐 (10YR3/l)

焼土粒含む。

2、黒褐（10YR3/l)

ロームプロック多

く含む。

二 三／／床211

十ミ

゜
I : 60 2m 

゜
1 : 3 10cm 

第471図住居跡175遺構図 第472図住居跡175遺物図
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1、黒褐 (10YR3/l)A s-B含む。

2、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック含む。

3、黒褐 (10YR3/l) ロームフロノク入り、締る床陪。

---------- e
 ゜

1 : 60 2m 

上．～———---三一：四
第473図住居跡212遺構図
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0 1 : 3 10cm 

第474図住居跡212遺物図

住居跡212 （第473• 474図、図版83• 198) 

位置はQ大区 e177にあり、調査時は、 P区北市道調査区とした市道直下の調査であり、本書ではQ区と接

続したためQ区の扱いで含めた。住居跡212南壁と P東区もの間には、市道側溝があり、側溝分幅 lmについ

ては未調査である。さらに P東区での延長部は、上面を中世遺構の削平され住居跡南端は確認されていない。

重複遺構は、第473図土層注記 1中に溝跡llOと道跡 8中世を思わせる小ピットが後出してある。各々近世遺

物を伴出していないので中世の可能性大である。規模は東西258cm、南北112+acmを測り、方向については平

面形が楕円形気味であり測れなかった。施設に関連しては、床面そのものが、土層断面注 3が締る床層であっ

たが、上面を辿ると全体が凹地状に窪み、柱穴、明瞭な立上りは確認できなかった。床面の硬さは住居跡の

締りであった。遺物は第474図1~5はすべて埋土の取り上げとなっているが取り上げNo.lの可能性が強く、大

量の土器がまとまって存在していた。図化が無いのは市道下の短期調査のためである。住居の機能時は、こ

の一群の古墳時代前期の頃である。
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l、黒褐 (10YR3/1)As -A含む耕土。 5、黒褐 (10YR3/1)焼土粒含み、軟。ローム小粒ほとんど見えず。

2、黒褐（10YR3/1)As -A含む。軟。 6、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒含み、軟。

3、黒褐(10YR3/1)As -B含む。軟。 7、黒褐（10YR3/l)倒木の黒色土。

4、黒褐 (10YR3/l)As -B含む。軟。少し黒い。

第475図住居跡215遺構図 ゜
1 : 60 2m 
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埋に 2十住 221カ埋に 2=4
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A埋に 4

゜
I : 3 10cm 

第476図住居跡215遺物図

住居跡215 （第475• 476図、図版83• 199) 

位置はQ大区stl82・183にある。調査面はローム層漸移中標高74.7mである。調査はQ区の調査終了後、市

道との取り付けの関連で調査を行なぇた。したがってQ区は埋めもどし後で、Q区の住居跡を目で見ながら、

その延長を考えると云うことはできなかった。この調査は当時、Q区西市道調査区と称していたが、調査図
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l、黒褐(lOYR3/l)As -A入り、現道と耕作土。

2、黒褐 (10YR3/1)As -A入り、砂質。

A
 

上、Q区と接したので本書

ではQ区の中で扱った。 重

複は埋土中で後出の住居跡

221の竃が重なっていた。先

行には倒木があり、第475図

右の掘方図中の細線がそれ

である。規模は南北355+a

cm、東西315+acm。方向は

叫
南壁を基にした場合、 N40°
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3、黒褐(lOYR3/l)As -B入る。軟。 7、にぷい黄褐 (10YR3/4) ロームプロック、土壌化を

4、黒褐 (10YR3/1)As -B上方入り（ライン不明瞭）、 主とする床層。

下方ローム小粒・木炭・焼土粒など入る。 8、黒褐 (10YR3/2) ロームプロックやや多い床層。

5、黒褐 (10YR3/l)As -B多く混じる。 9、黒褐 (10YR3/2)土壌化とロームプロック含む。

第477図住居跡216遺構図
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第6章 Q区調査の遺構と遺物
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1、黒褐 (10YR3/l)As -A入り、現道。

2、黒褐（10YR3/l)As -A入り、砂質。 19、黒褐（10YR3/l)何も含んでいないように見える。軟。

3、黒褐 (10YR3/1)As -B入る。軟。 20、黒褐（10YR3/l) ローム小プロック多く含む。軟。

4、黒褐（10YR3/1)As -B上方入り（ライン不明瞭）、下方ローム小 21、黒褐（10YR3/l) ローム大プロック含み、締る。掘り方埋土層。

粒・木炭・焼土粒など入る。 22、黒褐（10YR3/l) ローム大プロック含み、締る。掘り方埋土層。上

9、黒褐（10YR3/2) ロームプロック多く含み、上面床でやや締る。住 面床層。

216床層。 23、黒褐 (10YR3/l) ローム粒などほとんど見えず。

10、黒褐 (10YR3/1) ローム小粒・木炭・焼土粒含む。 24、黒褐（10YR3/l)少しロームプロック含む。

11、黒褐（10YR3/l) ローム粒少し含む。ロームプロックの部分的床見 25、黒褐（10YR3/1)少しロームプロック含む。焼土・木炭粒多い。

える。焼土粒など見えず。 26、黒褐（10YR3/1)少しロームプロック含む。わずかに焼土・木炭粒

12、黒褐 (10YR3/l) ローム粒など入らない。9層と分離される黒褐。 含む。

13、褐 (10YR4/4) ローム漸移。 27、にぶい黄褐 (10YR4/2) ロームプロック、土壌化的。

16、黒褐 (10YR3/l)ほとんど何も含まず、黒味強い。 28、黒褐 (10YR3/l)下方ローム小粒入り、締る。

17、黒褐（10YR3/l) ロームプロック少し含む。 29、黒褐（10YR3/l)焼土・木炭粒多く含む。貯蔵穴埋土。

18、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック少ないが、締る床層。 30、黄褐 (10YR4/6) ローム土壌化プロック主で、上面締る。

第479図住居跡217• 218 • 219 • 223遺構図

15'Wを測る。施設としては発見状態で床層以下の状態であったのと西壁断面に床層らしきヵ所はなく別遺構

が重複しているかのようであった。掘方面では中央を高め周壁沿いを溝状に掘り窪めた床下施設を認めたが、

その南東隅部には柱穴は見当らず、強いて求めれば第475図右掘方医中に破線で柱穴かと記入してあるヵ所が

深く下がっていた。しかしその個所には倒木が存在し、根跡などとも考えられる。遺物は第476図に示したが、

住居構造と考え合せると古墳時代前期の同図2• 3が本住居跡に係わると考えられる。上方からの重複の可能

性は、同図1・4・ 5・6・7などが調査面の標高74.7m、層位では注記 5層下方、 6層付近までおよんでおり、

10世紀前半頃の別遺構があったらしい。
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第6章 Q区調査の遺構と遺物
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 Vl 10、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒・木炭・焼土粒含む。

11、黒褐 (10YR3/l) ローム粒少し含む。ロームプロック

の部分的床見える。焼土粒など見えず。

16、黒褐 (10YR3/l)ほとんど何も含まず、黒味強い。

17、黒褐（10YR3/1) ロームプロック少し含む。

18、黒褐（10YR3/1) ロームプロック少ないが、締る床層。

19、黒褐 (10YR3/l)何も含んでいないように見える。軟。

20、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック多く含む。軟。

21、黒褐 (10YR3/l) ローム大プロック含み、締る。掘方

埋土層。

22、黒褐（10YR3/1) ローム大プロック含み、締る。掘方
c 

よ ｀ 埋土層。上面床層。

23、黒褐（10YR3/l) ローム粒などほとんど見えず。

、
V

1、黒褐 (10YR3/l)As -A入り、現道。

2、黒褐(10YR3/1)As -A入り、砂質。

3、黒褐(10YR3/l)A s -B入る。軟。

4、黒褐 (10YR3/1)As -B上方入り（ライン不明瞭）、下方ローム小

粒・木炭・焼土粒など入る。

24、黒褐 (10YR3/l)少しロームプロック含む。

25、黒褐 (10YR3/l)少しロームプロック含む。焼土・木

炭粒多い。

26、黒褐 (10YR3/1)少しロームプロック含む。わずかに

焼土・木炭粒含む。

29、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒多く含む。貯蔵穴埋土。

゜
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s
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L
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＼
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4、黒褐(lOYR3/l)A s -B上方入り（ライン不明瞭）、下方ローム小

粒・木炭・焼土粒など入る。

17、黒褐（10YR3/l) ロームプロック少し含む。

22、黒褐 (10YR3/l) ローム大プロック含み、締る。掘り方埋土層。上

面床層。

23、黒褐 (10YR3/l) ローム粒などほとんど見えず。

24、黒褐(lOYR3/l)少しロームプロック含む。

25、黒褐（10YR3/l)少しロームプロック含む。焼土・木炭粒多い。

26、黒褐（10YR3/l)少しロームプロック含む。わずかに焼土・木炭粒

含む。

;`,;I 

第482図住居跡219• 220遮構図

住居跡216 （第477• 478図、図版83• 199) 

位置はQ大区rsl82・183にあり、調査時はQ区西市道調査区である。調査面はローム層漸移からローム層上

゜
1 : 30 lm 

面標高74.6mである。重複は住居跡222が先行してあり、井戸跡24とは重さなり少なく不明であった。規模は、

東西266+acm、南北416+acm、方向は東壁でN10°Wを測る。施設として竃が東壁に、掘方で土坑とピットが

認められた。貯蔵穴は調査区南東際に考えられそうであるが、凹みもなく、掘方も凹みは見られなかった。

遺物は第478図に示した。全体的には 9世紀中頃から後半で、住居機能もその頃である。

住居跡217、同218、同219、同223 （第479• 480 • 481図、図版83• 84 • 199) 

位置はQ大区rsl80~182にあり、調査時はQ区西市道調査区である。調査面は、ローム層漸移標高74.6mで

ある。この 4住居跡のほかに同79が加わり、当遺跡中最も複雑な重複場所のーであった。重複順は、住居跡

79は貯蔵穴に新古があり、住居跡79は住居跡219、同223を切り、住居跡219は同218• 223を切る。住居跡217

は同218に切られると云う関係が得られているが、確認は充分ではないし不明なヵ所が多い。遺物は住居跡217
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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•l について第281図に掲げた。時期は 9世紀中頃でこの一

角の中では遡ぼる時代の土器である。

ム
住居跡219• 220 （第482• 483図、図版84• 199) 

位置はQ大区rsl81、調査時はQ区西市道調査区であ

る。調査面はローム層漸移標高74.5m。重複は、後出

の住居跡79に切られ、同218、同223が先行する。規模

I 2 

」 誓四

A-A' ボイントは

住 215にあり

は南北365cm、東西340cm、方向は西壁でN3°W を測る。

1、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含む。

2、明赤褐 (2.5YR5/8)焼土粒主体。焼土層。施設として東壁に竃が付き、貯蔵穴は調査地外に、床

3、黒褐（10YR3/l)焼土粒・木炭粒含む。 下~は掘方としてまとめた第480図を参照されたい。掘方

4、黒 (lOYRZ/1)木炭層主体。

5、黒 (lOYRZ/1)灰少ない。
状態は 5棟分の床下が重なり、どの住居に関係するの

6、黒褐 (10YR3/l)ローム小粒含む。 か判からなかったのである。竃は、竃前に灰層が広が

゜
1 : 60 

第484図住居跡221遺構図

364 

2m り部分的な粘土貼面の焼土化ヵ所があった。竃内に軟

質凝灰炭製の用材が存在していた。西壁の遺存は不良



第6章 Q区調査の遺構と遺物
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第485図住居跡222遺構図

I匠

J鉛 1、黒褐（10YR3/l)As -A入り、 I見直。

2、黒褐（10YR3/l)As -A入り、砂質。

3、黒褐 (10YR3/1)As -B入る。軟。

4、黒褐 (10YR3/l)As -B上方入り（ライン不明瞭）、下方ローム小

粒 ・木炭 ・焼土粒など入る。

5、黒褐(lOYR3/l)締る。床層。部分的にロームプロ ック、士壌化を

主とする床屈入る。

6、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック多く含み、締る。

7、にぶい黄褐（10YR5/4) ロームプロック、土壌化を主とする床層。

8、黒褐 (10YR3/l)As -B多く含む。溝82埋土。

9、黒褐 (10YR3/2)ロームプロソク多く含み、上面床でやや締る。住

216床層。

10、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒・木炭・焼土粒含む。

で床付近でわずかな高まりで確認できたに過ぎない。

遺物は第483図に示した。時期は 9世紀後半頃であるが

3
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同図 2は、注記に坑底 4とあるのは、第481図

住217に組込まれるべき個体で、除外して考えられたい。

1 : 3 1.0cm 
住居跡221 （第484• 476図、図版84• 199) 

第486図住居跡222遺物図 位置はQ大区t183にあり、調査時はQ区西市道調査

区と称した一角にある。調査面はローム層漸移層標高74.6m付近であるが住居跡215の調査面上で住居跡221

の竃を発見した。当初は住居跡215の炉跡かと考えていたが、土層確認の10cmトレンチを設けて掘下げた結果、

調査地外西に向って延びる鼈跡であることが判明した。遺物は第476図中の遺物が関係するかもしれないが、

明確でない。東竃として考えれば、 9• 10世紀頃の住居跡であろ う。

住居跡222 （第485• 486図、医版84• 199) 

位置はQ大区 r182にあり、調査時はQ区西市道調査区中の 1つである。調査面は住居跡216床面付近標高

74.5m付近である。調査では当初、住居跡216より後出住居として掘り始め、中途で逆である ことが壁面土層

から確認された。しかし短期調査区のため平面確認せず、壁面位置は断面では明確なものの、平面では不明

瞭な形状となった。規模は南北で162+acm、東西97+acm、方向は東壁の成り走行から、およそNl3゚Eで他

の同期住居跡と異なる。施設として、床下坑を第485右掘方図中に捉えて表現したが、後代の住居跡216の床

下坑かもしれない。遺物は第486図に掲げた。 1個体のみであるが同図 lは9世紀初頭の碗であり、住居機能

時期に関連するであろう。
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第487図

1、黒褐 (10YR3/l)As -A入り、現道。

2、黒褐 (10YR3/l)As -A入り、砂質。

3、黒褐 (10YR3/l)As -B入る。軟。

4、黒褐 (10YR3/1)As -B上方入り（ライ

ン不明瞭）、下方ローム小粒・木炭・焼土

&:; I ) 粒など入る。

苺 10、黒褐（10YR3/l) ローム小粒・木炭・焼

土粒含む。

16、黒褐(10YR3/l)ほとんど何も含まず、黒

味強い。

18、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック少なしヽ が、

締る床層。

19、黒褐 (10YR3/l)何も含んでいないように

見える。軟。

20、黒褐（10YR3/1) ローム小プロック多く含

む。軟。

26、黒褐（10YR3/l)少しロームプロック含む。

わずかに焼土・木炭粒含む。

27、にぷい黄褐 (10YR4/2) ロームプロ ック、

土壌化的。

竺 28、黒褐 (10YR3/l)下方ローム小粒入り、締

る。

29、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒多く含む。

貯蔵穴埋土。

30、黄褐(10YR4/6) ローム土壌化プロック主

で、上面締る。

゜
60 2m 

住居跡223遺構図

住居跡223 （第487図、図版84)

位置はQ大区rsl81にあり、調査時はQ区西市道調査

区中の 1住居であった。調査面はローム層漸移74.5m

であった。重複は 5棟重さなる中の 1つで第479• 480 

図を参照されたい。住居跡79・219に切られ、住居跡219

が後出する。規模は南北405+acm、東西390cm、方向は

西壁から求めると Nl5゚30'Wである。時期は住居跡219

が9世紀後半であるのでそれ以前であろう。施設とし

て東壁に竃が、掘方の北壁付近で周溝の一つが見え、

別に立上りが存在していた。

住居跡251 （第489図）

位置はQ大区r174に、調査面はローム層上面74.5m。規模は東西392+acm、南北206+acmを測る。床面

に炉跡があり、古墳時代前期の住居跡か。

2、掘立柱建物跡
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4、黒褐 (10YR3/l)As -B上方入り（ライン不明瞭）、下方ローム小

粒・木炭・焼土粒など入る。

26、黒褐 (10YR3/1)少しロームプロック含む。わずかに焼土・木炭粒

含む。

27、にぶい黄褐（10YR4/2)ロームプロック、土壌化的。

28、黒褐(10YR3/l)下方ローム小粒入り、締る。

29、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒多く含む。貯蔵穴埋土。

30、黄褐(10YR4/6)ローム土壌化プロック主で、上面締る。

゜
1 : 30 lm 

第488図

第489図

住居跡223追構図
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l : 60 2m 

住居跡251遺構図

Q区では、掘立柱建物跡16・同17、同18の新旧、計建替 2場所でまとめることができた。柱穴はピットと

した小穴と大いに関係を持つので既述すれば、 P東区は南半で 8世紀代、建替えを除く 7棟を中心に、 それ

に関連したと考えられる大形ピットを含む小穴が周辺で濃く、以北にやや薄く存在し、調査地際まで続いて

いた。 それ以北の分布は、 8世紀代より遡ぼると考えられる 4棟以上の小規模建物と近時期のピット、中世

掘立柱建物跡 2棟と As-B混の埋土のピットの一群が存在していた。その連続性は 8世紀代と思えるピット

はQ区gライン付近から減少傾向にあり、中世ピットも散在傾向にあった。Q区で二たび平安時代 9世紀以

前ピットが多くなるのは 0~s169~173とs176~177付近であった。前群は掘立柱建物跡16~18を含む一群

で、後群は西よりピ697• 695 • 696 • 697 • 699 • 702 • 717 • 700 • 701 • 727 • 726 • 737 • 826 • 825 • 744 • 823 

があり、 まとめることはできなかったが複数条の東西棚列の可能性がある。Q区内に広がるピットを全体的
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坑186• 189 ピ845• 846号

1、灰黄褐 (10YR4/2)軽石含む。ローム粒・焼土ほとんど

ない。 1'1” 締りあり。

5、灰黄褐 (10YR4/2)As -B含む。

7、灰黄褐（10YR4/2) ローム小プロック含み、締りあり。

10、灰黄褐(10YR4/2) ローム土壌化。漸移層的。
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第490図 掘立柱建物跡16• 17遺構図

に云えば、植物の根など底面が片寄ったり上端を超えて横に喰込む例は少なく、人為に思えるピットが絶対的

に多数を占めていた。東接の寺院跡との関連からは、Q区は、寺院外西接の集落と考え られるが、寺院地西限と

目される溝跡113まで接近した場所でも20m隔てあるため、空白の未調査地が存在していることも考慮しなけ

ればな らないが、掘立柱建物跡16• 17は、中央基壇東西軸の延長上約80mに存在している点も、同寺院の西側

の出入に関連しての施設と占地上考えられる。門跡があったとすれば、溝跡113を越えた寺院地側であろう。

掘立柱建物跡16• 17 （第490図、図版85)

位置はQ大区 r170にある。調査面はローム層漸移標高74.4mにある。東半は調査地外にあるため不明瞭で
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1, 1 e口＇
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ヽ／‘ 

一一一一

玉ピ929.~

痘
ビ929

1、暗褐（10YR3/3)密。白色粒</>1

mm.ローム粒5四全体に含む。

2、黒褐 (10YR3/2)密。白色粒</>1

mm以下含む。

3、黒褐(lOYR3/l)密。ローム粒</>

1 ~3 mm含む。

4、黒褐（10YR3/1) 3層よりも黒い

印象。混入物少ない。

5、黒褐(lOYR3/l)4層にロームプ

ロックプレンド。

6、1層にロームプロックプレンド。

J ビ930 74.5 ． ．  

＼ 
ピ930

1、黒 (10YR2/1)混入物少なく、

密で軟らかい。

且 ． ビ926 包旦

冑
ピ926

1、黒褐 (10YR3/l)細砂。密。白色粒子</>1皿全体に入る。1'は1

と同じも極小ロームプロック入る。

2、黒 (lOYRZ/1)細砂。密。極小ロームプロック ・白色粒わずかに

混入。

3、4層と黄褐（10YR5/6) ロームプロックのプレンド。

4、黒 (10YR2/1)混入物少ない。密。柔らか目。

ピ927

J..... 2 1 ・匹

言
ピ927

1、暗褐 (10YR3/3)固く密。

2、撹乱。

3、黒褐 (10YR3/2) 白色粒</>1皿

混入。固く密。

4、黒褐(lOYR3/l)炭化物わずか

に含む。混入物少なく、 1 • 3層

より軟らかい。

5、にぷい黄褐(10YR4/3)と黒褐（10

YR3/2)のプレンド。軟らかい。

゜
1 : 60 2m 

旦． ビ1035 包凸

冑
上 ピ1038 7_ij; 

冒
4
-

7
 

□》
E
一

74
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D
-

ピ1035• 1038 • 1083坑 193

1、灰黄褐（10YR4/2)軽石含む。ローム粒 ・焼土ほとんどない。1'

は締りあり。

第491図 掘立柱建物跡18遺構図

3、にぷい黄褐 （10YR4/3)ローム小プロックとその土壌化傾向あり。

5、灰黄褐（10YR4/2)As -B含む。 5' 木炭粒入る。 5"少し軟。

7、灰黄褐（10YR4/2) ローム小プロック含み、締りあり。
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第492図掘立柱建物跡18遺構図

あるが、50~100cmの柱穴径を有する

柱穴規模の建物で梁行 1間建物は考

え難いため、第490図に示した西辺は

梁側と考えられる。さらに西側を桁

行 2間とした場合は閉鎖的な間数と

なるので、その点からも西辺は梁側

が考えられるので桁側は東西とな

り、 3間以上の桁数が推測される。

調査は住居跡が複雑に重さなり合う

中で、まとめられる掘立柱建物跡の

存在は予測していなかったので、

ピット群中のピット扱いで半分掘を

行なう中で掘建柱建物跡であること

が判明した。第490図中の建物建方線

の実線が掘立柱建物跡16、 1点鎖線

が同17である。断面設定で新古関係

は断面11において同16が同17の柱穴

を切っていたが、断面位置が柱穴中

心を通っていないので甘い結果とし

たい。規模は、図中に示した柱間数

値であり、方向は同16でN20゚30'W、

同17でN26°Wを測る。出土遺物は微

弱であったが、柱穴の埋土は、 As-

Bを混えない古代の埋土で、おおま

か築土状態である点は、 P東区の 8

世紀代柱穴に共通する。

掘立柱建物跡18 （第491• 492図、図版85)

位置はQ大区pql71・172にあり、調査面はローム層上面標高74.5mである。菫複は古墳時代前期の住居跡

122・128を各々の柱穴は後出してある。掘立柱建物18は、新古の建替えるものの住居跡128の調査が床面に達

した時に気付いたため、北半がある同122埋土上面で柱痕と建替えの新旧の判断を行なった。その結果、建方

線の 1点鎖線が後出し、細線が先行建物であると確認された。建方線の作成は調査中に行なったもので南半

は各柱穴の中段化や 2穴化傾向は少なく、北半にその傾向が認められたため、南側を基に後出建物の建替え

がなされたと推定された。図中トーンは柱痕確認した状態を示したが、抜取りらしく、新旧結果とは不一致

で、先行建物の痕跡も残されていた。全体的に柱筋は通り良く、掘立柱建物の中では P東区の 8世紀代建物

群の西側建物に並ぶ良さであった。遺物は少なく、埋土にAs-B混を含まず、古代である。

3、溝跡 （第9• 493 • 494図、図版86• 200) 
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第6章 Q区調査の遺構と遺物

汀 三四
l、明黄褐（10YR6/6)As -B含む。ローム

粒多く含む。

2、明黄褐 (10YR6/6)As -B含む。ローム

プロック主体。

3、黒褐（10YR3/1)As -B含む。砂質。

4、黒褐 (10YR3/l)As -B含む。古代遺構

埋土。

1 溝80

ご＼こァ匹

A-A' 

1、暗褐（10YR3/4) (10YR4/6)ローム多く含

む。締り弱い。

2、暗褐（10YR3/3) ローム粒・焼土粒含む。

締り強い。

5 溝 80 4 

ご笥夏匹
B-B' 

1、暗褐 (10YR3/3) ロームプロック含む。締

り弱し‘o

2、暗褐（10YR3/4) (lOYR4/6)ローム斑多く

含む。締っている。

3、暗褐 (10YR3/4) ローム粒含む。

4、暗褐（10YR3/4) ローム粒・焼土粒含む。

締り強い。

5、撹乱。
A
 

溝81 75.0 
A
-

渚 87 74.5 

溝82

：冨□ 巴 耕作士

A
 

7:5.0 

1、黒褐色壌士 (lOYRZ/3) ローム小斑含む。 1、黒褐 （10YR3/l) ローム小プロック含み、

2、暗褐色壌土（10YR3/3) ローム斑含む。締 黒色味あり。

り弱。 2、黒褐(10YR3/l) ローム小プロック含み、

3、黒褐色壌土 (10YR2/3) ローム粒ごく少 黒色味あり。締りあり。 1層よりロームプロ

籠含む。 ック量多い。

4、暗褐色壌土 (10YR3/4) ローム小斑含む。

やや粗。

5、崩れたロームプロック。

6、ローム。

~~,互5

A 溝 92 74.5 

1、黒褐 (10YR3/2)にぶい黄褐(10YR4/3)と

褐(10YR4/4)のプレンド。軟らかい。細土。

2、地山ロームとにぷい黄褐土(10YR4/3)の

プレンド。

Bミニニ／ユ5

溝 82

2ぎ 亨2

三．一＼ l'／ 745 

l 

溝82

旦 下二ユ5

1、暗褐（10YR3/3) 2 mm大の炭化物を少量含

む。

2、暗褐 (10YR3/3) 1層にロームプロ ックを

まだらに含む。

3、暗褐（7.5YR3/3) ロームプロックを少量含

む。 7~8 cm大の円礫を下方に多く含む。

4、黄褐（10YR5/6) ローム漸移層。

土溝89 ・.:!±:_5 ~溝90/J匹

｀言z
1、黒褐 (10YR3/l)As -B混土。白色粒¢

1 mm含む。

2、1層とロームプロック・粒のプレンド。2'

は2層よりもローム混ざり少ない。

3、黄橙（10YR6/8)地山ローム。

第493図溝跡遺構図

上．溝 93 1;.7_竺

三

旦三エ

A-A'・ B-B' 

1、灰黄褐 (10YR4/2)As -B • 

軽石含む。ローム粒・焼土ほと

んどない。黒味あり。ロームプ

ロックなし。 1' は少し茶味が

かる。ロームプロックなし。 1”

は士壌化まじえる。ロームプロッ

クなし。

A-A'B-B'c-c' 

1、黒褐色壌土 (lOYRZ/3) ロームプロック多く含む。 1,

はローム小プロック・焼土粒含む。

2、黒褐色壌土 (10YR3/3)As -B含む。ローム粒少量

含む。

3、黒褐色砂質土(10YR2/3)As -B多く含む。

4、黒褐色砂質土(10YR2/3)As -A • As -B含む。

5、黒褐色砂質土(10YR2/3)As -A多く含む。 As-B含

む。

6、撹乱。

D-D' 

1、暗褐色壌土（7.5YR3/4) ローム粒多く含む。

2、黒褐色壌土（7.5YR3/2) (10YR4/6)ロームプロック含む。

固く締る。

3、暗褐色砂壌土(10YR3/4)As -B多く含む。

4、撹乱。

゜
1 : 40 2m 

溝跡は、Q区に34条がある。Q区中で溝跡に関しての総体的な所見は次のとおりである。Q区は、 R区と

並んで遺跡全体では高所にある。その高所の中を分けて第 9図に示した溝跡が存在し、最も古い溝跡に 0~q

ラインを東西に走行する一群の溝跡87• 96 • 98 • 99 • 101 • 102がある。古代の埋土であり、住居跡埋土と識

別が困難であったが、溝跡87は、 9世紀前半頃の住居跡111、10世紀中頃の住居跡159を切る平面を確認して
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：シ互5 _!,__~ユ5

1、灰黄褐（10YR4/2)軽石含む。ローム粒 ． 1、灰黄褐（10YR4/2)As -B・軽石含む。

焼土ほとんどない。 ローム粒・焼土ほとんどない。ロームプロッ

2、灰黄褐（10YR4/2) ローム大プロック含み、 クなし。

締りあり。 2、As-B含み、締り弱い。

3、にぶい黄褐（10YR4/3) ローム小プロッ 3、灰黄褐（10YR4/2)As -B含む。ローム

クとその土壌化傾向あり。 土壌化。

溝 100

＼｀互5 〔三四

△溝99 .74.5 

一＼堡グ

1、灰黄褐 (10YR4/2)軽石含む。ローム粒・

焼土ほとんどない。1'は締る。

5
 

74
-

[2[

)

 

A
-

1、黒褐 (10YR3/1)少し軽石含み、軟。

2、黒褐 (lOYRl/3)少し軽石含み、軟。さら

にローム小プロック入る。

1、灰黄褐 (10YR4/2)軽石含む。ローム粒．

焼土ほとんどない。 1' は締る。 1"は少

し黄味がかる。

A 溝 105✓ 1 74.5 

ーペ芝プ―

1、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒含む。

2、黒褐（10YR2/3) ローム小粒さらに多い。

少し締る。

1、灰黄褐 (10YR4/2)軽石含む。ローム粒．

焼土ほとんどない。ロームプロックなし。

1'はロームプロックなし。軟。
A 

A 3 溝 ll2 互§

一〖
1、灰黄褐（10YR4/2)軽石含む。ローム粒・焼土ほとんどない。軟ら

か。

2、灰黄褐（10YR4/2) ローム大プロック含み、締りあり。軟らか。

3、にぷい黄褐（10YR4/3) ローム小プロックとその土壌化傾向あり。

軟らか。

4、灰黄褐（10YR4/2) ローム士壌化。漸移層的。軟らか。

溝 107 74.5 

1、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒・軽石入る。

2、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒入らず。軽石

少。

3、黒褐 (10YR3/l)軽石もほとんど見えず、

軟。

4、にぷい黄橙 (10YR6/4) ロームプロックと

漂白化ローム。軟。

5、にぷい黄橙（10YR6/4)黒褐土少し土壌

化混じる。

6、にぷい黄橙 (10YR6/4)漂白化ロームで

基盤状。

A
 

74.5 

醗 l'、

1、黒褐 (10YR3/l)As -B含む。粗。 1' は少し締り、道跡。

2、黒褐 (10YR3/l)As -B含む。わずかロームプロック含む。少し締

る。

3、黒褐 (10YR3/l)As -B含む。わずかロームプロック含む。

4、黒褐 (10YR3/1)As -B含む。少し粘性。還元気味。

5、黒褐(10YR3/1)As -B含む。ロームプロック含む。

゜
1 : 40 2m 

第494図溝跡遺構図

いるので以降と考えられるが、その走行の一部に住居跡131、同132の北壁沿いに並走する場合や、溝跡98• 

99・102などが平安時代住居の少ない個所を通過することを考え合せると、 11世紀末頃までの構築ではなかっ

たと想起することができる。遺物は第495図18に 9世紀前半頃の坪が溝跡98から、同図16に溝跡100からの出

土である 9世紀後半から10世紀前半頃の須恵器片があるので遺物と埋没時期を加えることにより少し構築時

期を補なうことができよう。

溝跡106• 107も古代の埋土であったが、住居跡57以北の住居群中と重さなった場面では埋土相互の区分が

できなかった。唯住居跡123では溝跡106の延長上として可能性のある溝跡89が住居跡123を切っているため古
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墳時代前期以降であることが分った。

続いて浅間山B軽石を含む溝跡については次のとおりで、溝跡67を除く全溝跡とも近世陶・磁器を含まない。

溝跡80は、 As-Bの混入は不明瞭であったが、下方延長の溝跡80の埋土が粗質であったのでその可能性が

あり、方向はN34°Wを測る。古代住居跡を切る。

溝跡81• 82は、埋土にAs-Bを混入し、溝跡82の南側 ・北側には道跡の硬化面が幅70~80cmで取り付く、

溝跡81同走行のため近時期であろう。溝跡82は、 R区の溝跡118に達している。 N68゚Eを測る。埋土は砂質土

が多くあり、時期によっては流水していたようである。

溝跡79・88・ 105は、 As-Bを混入し、溝88の埋土下方には砂質土を含み、時期によっては流水していたよ

うである。方向はN27°Wを測る。

溝跡92• 93 • 97は、 As-Bを混入し、底面に鋤状工具痕が残される。各々高所にある溝跡88より分岐して

いたようである。

溝跡100は、 As-Bを混入し、底面に砂質土があり、時期によっては流水していたようである。延長は P東

区の溝跡41に達する。遺物は第496図に示したとおり、 15世紀初頭頃の同図26、15世紀中頃の同図25など中世

後半の軟質陶器片がある。方向はNlTWを測る。

3、井戸跡

Q区では14基の井戸跡を調査した。地形は北西に高く 、南西に低い地形にあり伏流水や地下水の流下も、
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1、黒褐 (10YR2/l) 白色粒¢ 1~2皿i昆入。中程にローム粒わずかに

見える。土は地山に比ぺ粗い。

第497図井戸跡 9遺構図
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第499図井戸跡 9遺物図

基盤の二次堆積のローム層が急激な状態で堆積したように見えるので層の粗密の問題や地下水の地中変流の

条件が別にあるようにも見えなかったので北西から南東に向かい流下していると考えられた。地下水は、湧

水もゆるやかな透水を至て湧いた自然水位で全水量が決まる。井戸をまとめて掘上げた11月の時期的な条件

としてQ区東側の側溝は水路として南流下し、一年間を通じて流水していたが、南南東約300mの水田に引水

させる水路として夏期は極めて多量に流れ、 11月頃は人家排水の水が主なのか、地域の主要水が主因なのか

不明であったが、わずか流水していた。水路は 3面コンクリートではあったが、部分的に接合割れがあり、

地下水に相当影響をあたえていると推考された。井戸跡に係わる11月頃の自然水位は標高74.0m付近である。

それ以下、 73.5m付近以下には、径1.5cm~5mm程度の自然噴出し孔が湧水層中にあり、そこからの水量も多

大であった。ローム層上面から100~150cm下方にはシルト質の火出灰土の水性による二次堆積層が存在する

場合とない場合とがあり、ある場合は、湧水層になっている。それら湧水の流下走行について古代・中世の
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1、黒褐（10YR3/1)As-B含む。新様の褐色味あり。ローム粒・焼土 ・

木炭などなし。

2、黒褐（10YR3/l)A s-B入る。粗質。
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1、黒褐 (10YR2/2) 白色パミス・ローム粒の 1含む。

2、黒褐（10YR2/2) 1層と3層の中間土。焼土粒見られる。

3、黒褐 (1OYR2/2）ローム粒1~5 mm散在。土はやや砂質になる。

4、2層とロームプロックのプレンド。

5、にぷい黄褐 (10YR5/4) ローム土壌化。

／ ／三

第503図井戸跡12遺構図
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1、黒褐 (10YR3/l)As-A含む。現

道の硬化あり。 1' は軟らか。

2、黒褐 (10YR3/l)A s-B含む。粗。

3、黒褐 (10YR3/1)A s-B含まず。

やや粗。この中、礫遺物多い。

4、黒褐 (10YR3/l) ロームプロックわ

ずか含む。

5、黒褐(10YR3/l)ロームプロック含
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第 3篇 発掘された迫構と遺物
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第509図 井戸跡14迫物図
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1、黒褐(10YR3/l)A s-B混じり、軟らか。

2、黒褐(10YR3/1)A s-B混じり、 1層より

締りあり。埋填土か。礫多い。

゜
1 : 60 2m 

第510図 井戸跡15追構図
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ー △ 

土

1、黒褐 (10YR3/1)A s-B含み、粗。

゜
60 2m 

土

＋ 
175 

掘方

A' 

人々は、当然のごとく承知して

いたらしく、上方の平面形は円

形であっても内部下半が卵形と

なっていたり底面が卵形となっ

ていたりする例が多く見られ

た。

向、つまり地下水の上流向きに

設けられる傾向があった。

井戸跡の調査は、

への委託に伴なう湧水量、湧水

点の判断を現場で確認してい

る。

その際隅丸の尖部は北西方

さく井業者

また、井戸跡の掘残しや、

第512図 井戸跡16遺構図
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1、黒褐 （10YR3/1)As-B含む。

2、黒褐 （10YR3/l)As-B入らない。焼土粒わずか入る。

3、黒褐 （10YR3/l)漂白化したロームプロ；；ク多く含む。

4、黒褐 （10YR3/l)2陪に近似。焼土粒入る。

5、黒褐 （10YR3/l)木炭粒多く含む。焼士少。

6、黒褐（10YR3/l)ローム小プロック多く含む。

7、明黄褐 （lOYR?/6)ローム大プロックを主とし、人為埋土層。

8、灰黄褐（10YR4/2)ローム小プロ；；ク、漂白化ローム、両土壌化を

主とする。

゜
1 : 60 2m 

第514図井戸跡17遺構図

井戸跡 9 （第498• 499図、図版87• 200 • 201) 

R大区 a181にある。ロート状に広がる丸底気味の形態で径218cm、深さ228cm。深さ 180cmまで礫多く、注

l気味の埋土で、以下は暗黒褐色の砂質土。自然水位は、調査面よりー60cmまで達し、湧水層は調査面より一

130cm以下にあり、取水口は 7ヵ所で北東より南南西にあり、北東から標高72.96、72.5、73.2、73.09、73.

1、73.06、73.3mの位置であった。最下位でわずかなアグリ部（湧水等で起きたオーバーハング部）が存在。

湧水量は毎秒0.6Q、有効貯水量約2.40cmね遺物は土師器209片、須恵器11片あり。第497図のとおりであるが、

最終埋没は同図2• 3など10世紀中頃で、以下の埋土に10世紀前半の個体が含まれ、機能は10世紀か。

井戸跡11 （第500• 501 • 502図、因版87• 201) 

位置はR大区 C183にあり、調査面は黒色土中標高74.6m。形態は平面円形で底平ら気味。埋土は、注 2以

下も As-Bをまじえる粗質土。自然水位は、一80cm。湧水層はー185cm以下にあり、北から西北西にかけ 3ヵ

所、北より標高72.47、72.62、72.67mの位置であった。湧水量毎秒0.1/l、有効貯水量0.9面である。遺物は

土師器片30、須恵器片19、瓦 2、磁器 1、焼締陶器11、施釉陶器 1、石製遺物 3、石465があり、第501・502

図に示した。そのうち第502図5は破片量があり、 14世紀末頃の軟質陶器で機能も同期であろう。

井戸跡12 （第503• 504図、図版87• 201) 

位置はQ大区b183にあり、調査面は黒色土中標高74.7m。形態は平面不整気味な円形で、底先尖り気味。

埋土は注記 3以下暗黒褐の砂質土。自然水位は一70m。湧水層は一145cm以下に、南東に 1孔あり深さ標高73.

26m。湧水量は毎秒0.5Q。有効貯水量0.14rriね遺物は土師器42、須恵器13、石わずか、節分け炭化コメ ・麦

様小粒、松葉など。遺物は第504図に示したとおり同図1~3は8世紀代と考えられる個体であるが、最も新し

い遺物に同図 4があり、 10世紀代である。機能時はその頃であろう。
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15、黒褐（10YR3/l)軽石粒・ローム小粒・焼土粒含む。

16、黒褐（10YR3/l) ローム小プロック含み、 5層に近いが、黒い。

17、黒褐(lOYR3/l) ローム小プロック含み、軽石粒多い。

19、黒褐(lOYR3/l) ローム小粒・軽石・木炭粒含む。

1、黒褐 (10YR3/l)焼土粒わずかに含み、軽石粒多い。

2、黒褐 (10YR3/l)軽石含む。

3、黒褐（10YR3/l)軽石やや多い。

4、黒褐（10YR3/l) ローム土壌化含み、粗。

5、明黄褐（10YR6/6) ローム士壌化と同小プロック含む。

6、黄褐（10YR5/6) ローム土壌化を主とする。

7、黒褐(lOYR3/l)軽石含み、粗。

8、明黄褐（10YR6/6) 5層より黒っぼい。

9、黒褐（10YR3/l)黒味強く、軽石含む。

10、黒褐 (10YR3/l)黒味強く、軽石ほとんど含まない。

11、黄褐（10YR5/6) ローム小プロック多く含み、焼土粒入る。

12、黒褐 (10YR3/l)軽石含み、ローム小プロック少し入る。

13、にぶい黄橙（10YR6/4)漂白化した粘性ローム小プロック入り、少

し締る。

14、黒褐（10YR3/l) ローム小プロック含み、軽石不明瞭。

第516図井戸跡18遺構図
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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第3篇 発掘された遺構と遺物
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8埋 59に 1十埋 63に 12十埋 96にl+A埋にl+B埋にl+C

埋に 9+D埋に 7十埋に 7十上に 8+Nトレに 4=51

井 戸 跡13 （第505• 506 

図、図版88• 201) 

位置はQ大区q172にあ

り、調査面はローム層漸移

標高74.5m。土層注記 3以

下は暗黒褐の砂質土であ

る。規模は径122cm、深さ130

cmである。自然水位は一50

cmで、湧水層は一95cmの底

付近に取水口が 3ヵ所あ

り、北側で標高73.47、東側

で73.45、南側で73.48mで

ある。湧水量は毎秒0.5Q、

有効貯水量0.3面を現地で

測定している。出土遺物は

土師器34片、須恵器 8片、

石43であった。遺物は第506

図に示したとおりで同図

1 • 2は10世紀頃の須恵器坪

で碗片であるが、最も新し

い遺物に同図 4の中世土器

質土器皿片がある。中世土

師質土器産輩は当地域では

13世紀後半頃から以降と考

えられる。埋土上層は注1・

2のとおり As-Bを含み、

以下も含まれていた。さら

に中世軟質陶器が 1片も出

土していないので、この井

戸跡の機能時を13• 14世紀

頃と考えたい。

叩止烹＾琴守勺
― ~ je.::...;; __ •ー→らと
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デ

゜
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第518図井戸跡18遺物図
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井戸跡14 （第507• 508 • 

509図、図版88• 201) 

位置はQ大区t171にあ

り、調査面は黒褐色土中で

標高74.5m。形態は平面形

円形、断面形底の平らな
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第6章 Q区調査の遺構と遺物

ロート状を呈する。埋土は

黒褐色の砂質土で、注 3か

ら5の一100cm付近まで石

を多贔に混じえていた。規

模は径254cm、深さ213cmで

ある。自然水位は一60cm。

湧水層は＋1.10cm以下の層

で、取水孔は径12cmで北側

標高73.26mであった。湧水

量は毎秒0.1.e、有効貯水量

0.7mである。遺物は第

508 • 509図に掲げた。調査

時では土師器575片、須恵器

54、石製遺物 2、石175を数

える。このうち須恵器片中

の一つに10世紀頃の羽釜片

が含まれていたが、整理時

に抽出できなかった。抽出

できたのは図中1~7まで 8

世紀頃の遺物であり、構築

時期は、その羽釜片の10世

紀頃が井戸の機能時と考え

られる。同固14は分銅状石

製品。同図 9は荒削が残さ

一
れ未成品か。

゜
l : 3 10cm 

第519図井戸跡18遺物図

井 戸跡15 （第510• 511 

図、図版88• 202) 

位置はQ大区rsl71にあ

り、調査面は、ローム層漸

移標高74.4mである。埋土

はAs-Bを含み、注 2以下

は粗質な黒褐色土であっ

た。注 1からー100cmまでの

間多量な石が廃棄されてい

た。平面は円形気味で、最

上部付近で急にラッパ状と

なる。規模は径142cm、深さ
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第3篇 発掘された逍構と追物
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16 埋 98に 2ナ埋 99に 1十埋 l00に 1十埋 103に 8+C坪に 6+
D埋に丘埋に 10十判浣困 8=37 望

第520図井戸跡18遺物図

゜
1 : 3 10cm 

138cmを測る。自然水位は一60cmで、湧水層は一130cm以下に取水口が 3ヵ所あり、北側で標高73.09、南東で

73.04、南西で73.2mの位置。湧水童は毎秒O.U、有効貯水羹0.1m心遺物は第511図に示したが、 As-B降

下以降は見えず、おそらくは、地域で軟質陶器菫産の14世紀後半頃以前、 12世紀以降の機能であろう。

井戸跡16 （第512• 513図、図版88• 202) 

位置はQ大区 k175に、調査面標商74.4m。形態は円形で上方はラッパ状に開く 。埋土はAs-Bを混え、粗

質、一100cmまで礫多贔。規模径186cm、深さ238cm。自然水位一70m、湧水層150cm以下で、 取水口は、3孔あ

り北西で標高72.10、西で72.48、南東で72.93mの位置である。毎秒0.15、貯水量0.8m'_遺物は軟質陶器片

6、土師類144、石99。軟質陶器の第513図1• 2 • 3は15世紀前半頃で、井戸機能は同期か。

井戸跡17 （第514• 515図、図版88• 202) 
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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1、黒褐（10YR3/l)黒味おび、軽石入る。｛主 104床下。締る。

2、黒褐（10YR3/l) ローム小プロック多く含む。

3、黒褐（10YR3/l) ロームブロック含む。粗。

4、黒褐（10YR3/l) ロームブロック含む。さらに木炭粒含む。

5、灰黄褐（10YR5/2) ロームプロソク含む。

6、灰黄褐（10YR5/2) ロームプロック含む。さらに小礫多く含む。上

面に円礫鋪か。

7、ロームプロック。

゜
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井戸跡19遺物図

位置はQ大区qrl73、調査面はローム層湯移74.45m。平面不整円形、断面ロート状。埋土は最上層にAs~

B入る。規模長径228cm、深165cmを測る。遺物は第515図に示したとおりであるが、上方を住居跡111が切る

ため、埋土上方の一部に同図5• 12~15がおよんで入る。

井戸跡の機能時もその頃であろう。

それを除くと、遣物の主体は古墳時代前期となり、

井戸跡18 （第516• 517 • 518 • 519 • 520図、図版89• 202 • 203) 

位置はQ大区pql72・173にあり、上方を住居跡111が切る。平面形は不整な円形を呈し、上方に向け、ラッ

パ状に開らく。規模は長径372cm、深さ 169cmを測る。埋土上方は土器片と人頭大の石を含む礫混りであった。

井戸機能時の改修として第516図右上図は、南側に階段状の段が設けられ、 その前代（左下図）には礫敷の面

が存在していた。遺物は上層から中層にかけ多出土し、古墳時代前期の個体で、機能時もその頃。

井戸跡19 （第521• 522図、図版89• 90 • 203) 

位置はQ大区 rl71・172にあり、調査面は住居跡104埋土上面標高74.2m。住居跡104と重複し井戸跡19が

先行する。形態は長楕円気味で、断面底尖り状、 口側で開らく。埋土は土層番号5• 6間で礫が少量認められ

た。遺物は第522図に示したとおりであり、同図 3は鍬状の石斧である。少量の土器片は、古墳時代前期の台

付甕の胴部と考えられる破片である。

井戸跡20 （第523• 524 • 525 • 526 • 527、図版90• 203 • 204) 

位置はQ大区jkl76 • 177にあり、調査面はローム層漸移標高74.35m。隣接の井戸跡22を切って存在する。
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第3篇 発掘された遺構と遺物
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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第3篇 発掘された遺構と遺物
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第526図井戸跡20遺物図

平面は円形気味で、底平らで上方大きく開く。上層から一80cm付近まで多くの礫が廃乗されていた。底面独

特な卵形である。規模は長径330cm、深さ293cmを測る。遺物は第524• 525 • 526 • 527図に示したように中世

軟質陶器が多くあり、穀臼 ・茶臼 ・石製板碑が加わり、中世の一括資料となる。軟質陶器同図5• 6は14世紀

末から15世紀初頭の製品で、住居機能時と直結の遺物であろう。

井戸跡21 （第528• 529図、図版90• 204) 

位置はQ大区efl77にあり、調査面はローム層漸移標高74.4m。埋土は少し粘質がかり、古代の質感にあっ

た。規模は長径326cm、底面位置は72.50mであり、深さおよそ200cmを測る。遺物は第529図に示した少量で

あり、その中に同図 1の灰釉陶器碗片があり、 9世紀後半から10世紀の製品を思わせる。他に古墳時代前期

の土器片があるが、新しい時期の遺物を遺構埋没時に近いとして捉えれば、井戸の機能前は、 10世紀前半頃

となろう。

井戸跡22 （第530図、図版90)

位置はQ大区ghl77にあり、調査面はローム層漸移標高74.5m。埋土は下方までAs-Bをまじえる。上方

392 



第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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第 3篇 発掘された遺構と遺物

るヤ
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A
-

A
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1、黒褐（10YR3/l)耕作土を含み、 As-A入る。粗質。

2、黒褐 (10YR3/l)A s-B入る。粗質。

3、黒褐（10YR3/l)黒ずむ。軽石少し入る。

4、黒褐 (10YR3/1)少し黒ずむ。粘性。

5、黒 (lOYRZ/1)有機質の黒色粘性土が横縞状に入る。

6、黒褐（10YR3/l) ローム小プロック入り、粘性。

7、黒褐 (10YR3/l)ローム大プロック・小ブロソク入る。

8、明黄褐（10YR6/6) ロームプロックのみ。

9、黒褐 (10YR3/l)ローム小プロック多く含む。

74.5 10、1こぶい黄褐（10YR5/4) ローム漸移状。軟。

11、1こぶい黄褐（10YR5/3) ローム漸移状。粘性。急速に埋填された感

じ。

゜
1 : 60 2m 

第528図井戸跡21遺構図
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第529図井戸跡21遺物図
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1、黒褐（10YR3/l)耕作土を含み、 As-A入る。粗質。

2、黒褐（10YR3/l)As-B入る。粗質。

3、黒褐（10YR3/l)As-B入り、締る。道跡。

4、黒褐（10YR3/l) ロームプロック多い。

5、黒褐（10YR3/1)A s-B含む。粗。

6、明黄褐（10YR6/6) ローム漸移状。軟。

8、黒褐 (10YR3/l)A s-B入り、締る。ローム小プロック入る。

゜
I : 60 2m 

74.5 
には礫を含む。規模は径106cm、深さ 210cmを測る。遺

物は中世遺物が存在して良いはずが無い。そのため地

域で軟質陶器量産の始まる 14世紀末以前から13世紀を

含む頃に井戸機能時を考えておきたい。その点は直井

筒形からもうかがわれる。

第530図井戸跡22遺構図
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井戸跡 24 （第531• • 32図、図版90• 204) 

位置はQ大区 r181にあり、調査面はローム層上面標



第6章 Q区調査の遺構と遺物
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第531図井戸跡24遺構図

紀頃の遺物であるが機能時の推測は困難である。

第532図井戸跡24遺物図

高74.6m。底面やや平らで上方に大きく開く。規模は

径182cm、深さ143cmを測る。埋土にAs-Bを含むか不

2m 明。遺物は第532図に示したが、同図 3は上方からの混

入遺物である。同図 1は8世紀頃、同図 2は9• 10世

5、土坑

Q区は、冒頭の187頁で触れたように、溝跡79と同105を結ぶ以来では住居跡上方を失ない、それは削平の

結果であろうと説明した。その下面はAs-Bを混える黒褐色の砂質土であり、ほぼローム層上面でもある。

同溝より以東で、 As-Bを含む、削平化面際にある土坑群はQ大区j173付近と rs 173付近の 2群と As-

B混りの n170の大きな浅い凹地がある。j173付近は坑278・281・282など隅丸方形気味の浅い土坑であった。

底面の凹凸は多くなく平ら気味であった。坑281• 282の間には同形状の無番坑が入り、東から西に向い後出

重複していたので共通の目的や機能を果すために設けられたらしい。 rs 173付近には西より坑165・坑166・

167 • 176 • 168 • 169が東西並びに存在し、これも前例の一群のように整ってはいなかったが、一群を成して

いるので共通の目的や機能のために設けられたのかもしれない。これら 3カ所の一群は出土遺物に中世陶 ・

磁器はむろんのこと地域生産され鼠的に多い中世軟質陶器片を含んでいないので中世前半以前の構築とも考

えられる。中世の土坑と考えられるのは、隅丸長方形の土坑で、南から坑300• 333 • 298 • 297 • 299 • 296 • 

301 • 304の一群、坑221• 212 • 214 • 304などが散在的に分布、方向性も N15°W前後の方向性と近似してある。

円形土坑は南より坑310• 309 • 314 • 293 • 280 • 284 • 338 • 302 • 303 • 305など南側の隅丸長方形土坑の一群

に近接してあり、接極的な根拠はないが中世遺構の可能性ありとしておきたい。そのほかの区域ではAs-B

を含む正円形に近い土坑の存在は稀薄、散在的な分布であった。隅丸長方形土坑については南接の P東区73

頁の冒頭で触れたように曲師 ・小林地区の集落境の外郭を成す大溝が溝跡36• 44であったと想定されたが、

屋敷廻りの大溝はQ区内には存在していなかったので、Q区は屋敷回りの大溝と外郭大溝との間の場所とし

て捉えられるので、地域として隅丸長方形の土坑は芋穴が推定されることを併せて考えると、Q区南側に隅

丸長方形の土坑が集中する点は備蓄用の芋穴であったのではないかと思われ、円形土坑の集密同力所に近接

してある占地的な共通性は、食用の根菜類備蓄であったことを感じさせる。

第10図において土坑、ピットの少ない力所は、住居跡の集密力所と、溝跡の存在した場所であり、その中

で、土坑やピットがAs-B混りの場合には、粗質・砂質のために埋土の区別が可能であったが、含まない古
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1、黒 (lOYRl.7/1)均質。締り弱い。やや粘る。

4、暗褐 (10YR3/3) (10YR4/6 • 10YR6/6)ロームフ

5、暗褐（10YR3/3)(10YR4/6 • 10YR6/6)ローム粒7%

6、黒褐 (lOYRZ/3) (10YR4/6 • 10YR6/6)ロームK

7、暗褐 (10YR3/4) (10YR4/6 • 10YR6/6)ロー』

8、暗褐 (10YR3/3)(10YR4/6 • 10YR6/6)ロームb

、］

： 

A
 

／ 

2、黒褐 (10YR2/3) ローム粒多く含む。

3、黒褐 (10YR2/3) ローム斑含む。撹乱気味。

締り弱い。

4、暗褐 (10YR3/4) ローム斑・ローム粒含む。

5、暗褐 (10YR3/3) ローム斑・ローム粒含む。

周辺層より締り強く、乾いている。

第533図土坑遺構図
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5、黒褐 (10YR2/3)ローム粒少最含む。

6、暗褐 (10YR3/3) ローム斑多く含む。
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締り弱い。

2、暗褐 (10YR3/4)ローム粒・小プロック含む。

3、黒褐 (10YR2/3)ローム粒含む。やや締る。

4、暗褐 (10YR3/4)撹乱気味。崩れたローム粒
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~~II~ 
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1、暗褐 (10YR3/4) (10YR5/6)褐色ロームプロック含む。

2、暗褐（10YR3/3)(10YR5/6)褐色ローム粒少量含む。
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＼ 74 5 

1、灰黄褐 (10YR4/2)軽石含む。 ローム粒・焼土ほとんどない。1'

は軟らかく、 1より黒い。

2、灰黄褐(lOYR4/2)ローム土壌化。漸移層的。

1、黒褐 (lOYRZ/3)As -B軽石を多く含む。

゜
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あり。 △ 坑221
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1、灰黄褐 (1OYR4/2）軽石含む。ローム粒・ ，坑229 亙互

焼土ほとんどない。 1' は締りあり。 三零ロコ
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1、灰黄褐 （10YR4/2)軽石含む。ローム粒・

焼土ほとんどない。 1' は木炭粒多い。 1”

は木炭わずか含む。
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焼土ほとんどない。 1'は軟らか。
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1、灰黄褐（10YR4/2)As -B含む。

：ゞ
1、灰黄褐 (10YR4/2)As -B含む。

2、締りなし。 As-B含む。
74.5 

三三三三~ 745 

1、灰黄褐 (10YR4/2)As -B含む。

2、As-B入る。

3、ロームプロック。

゜
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上． 坑303 3 2 745 亨 1、As-B含み、締る。

、•一
1、灰黄褐（10YR4/2)As -B含む。 1 3、灰黄褐（10YR4/2)As -B含む。
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2、灰黄褐（10YR4/2)As -B含む。少し締

る。

3、灰黄褐 (10YR4/2)As -B含む。褐色。

締り強。 愕 ―-¥＜こニノ' -1、灰黄褐（10YR4/2)

-"-I口 言:□ ローA;フ→B含む。
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1、灰黄褐 (10YR4/2)As -B含む。 1' は

ロームプロックわずか含み、少し締る。 1,,

は少し硬く締る。

2、にぶい黄褐 (10YR4/3)As -B含む。ロ

ーム大プロックとその土壌化傾向あり。

3、にぶい黄褐 (10YR5/4)根か。 ローム

士壌化主体。

A 坑314

＼二羊辛—-「

400 

74.5 

゜
1 : 40 2m 

第537図土坑遺構図



A
 

A' 

苧

坑304

~.~二ニ匹

1、灰黄褐（10YR4/2)As -B含む。

2、灰黄褐（10YR4/2)As -B含む。少し締る。

3、灰黄褐 (10YR4/2)As -B含む。締り、褐

色味あり。
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1、灰黄褐 (10YR4/2)As -B含む。

2、にぶい黄褐（10YR4/3)As -B含む。

ローム大プロックとその土壌化傾向あり。
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1、灰黄褐 (10YR4/2)As -B含む。 1' は

締る。

1、灰黄褐 (10YR4/2)As -B含む。 1' は

少し締る。
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代の埋土相互の場合には、ほとんど識別できなかった。そのため図中に空白が生じることとなった。古代の

遺構の中で柱穴規模以上の土坑は人為であると明言できる例は少なく、掘方輪郭のにじみ、ローム漸移層よ

り黒づむが輪郭不明瞭な、不整形土坑も数多く存在していた。古代土坑の中で長方形を呈し、墓坑として人
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身大の規模がある例としてQ大区t180に位置する坑172があり第539図 1に10世紀代灰釉陶器碗の出土があ

る。第534図では上面長192cm、幅65cm、N6°Wを測る。Q区の中央付近の P172のあたりにある坑230• 231・

244もAs-B混りを認め難い埋土で、人身大墓坑様の規模にあり、短かい規模ながら坑229も近接してある。

古代の土坑で、土器を多量に伴なった例は坑263で東半を住居跡135に切られるため円形をなす直径200cmのう

ち西半分の残存であった。出土遺物として古墳時代前期の第541区1・2の出土があり、同図 lは、当遺跡最大

の土師器大甕であり、同 2は壺である。同因 1大甕は、半欠以下の個体であるが最大径は推定で55cm前後と

考えられる。 この土坑は住居跡の残欠部としては、住居掘方で共通例となるような土坑は発見できなかった

ので、住居跡残欠とは考え難く、坑263は土坑単ーでの目的と機能で設け られたと考えられる。
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第541図 土坑遺物図

6. ピット （第542図、図版93• 94) 

Q区で、 As-Bを含まない古代、同を混える中世以降のピットの多 くは、P東区と同様に柱穴や人為を思
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第 3篇 発掘された遺構と遺物

や
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勺
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土—=三=ニ-5

ピ1162

1、灰黄褐（10YR4/2)As -B含む。

第542図 ピット遺構図

A' 

口 ゾ エ

ピ1201

1、灰黄褐（10YR4/2)As -B含む。

2、灰黄褐 (10YR4/2)As -B含む。ローム

プロックわずか含み、締る。

3、灰黄褐（10YR4/2)As -B含む。少し茶

味がかり、少し硬い。

゜
1 : 40 2m 

わせる小穴が第542図ピ1201などをはじめとし多かった。古代では大規模な例は土坑扱いで遺構番号が付さ

れ、 367頁の掘立柱建物跡項で触れたようにピ697・695他の s176~177の一群にようにまとめられなかったが

柵列の可能性のあるピットが存在し、掘立柱建物跡16• 17 • 18各々のピットについては、建物跡としてまと

めることができた。その他のピットは、偏在性はあっても古代・中世以降を通じ集中性は薄かった。偏在性

としてAs-Bを含むピットは kIライン以南で南下するにしたがい増加傾向にあり、 P東区の北縁で調査さ

れた掘立柱建物跡 2と同 3とか中世建物跡と推測される。それら中世建物跡に繋がる可能性がやや膨らむ余

地がある。また、前項での備蓄用の芋穴を類推させた隅丸長方形土坑と根菜の備蓄を考えた円形土坑の一群

の集中性もこの一角にあり、単独では意味付け困難であっても複合的には土坑なり、ピットの存在理由が見

えそうである。

7.土器集積とそのほかの遺構

Q区において特記すべき遺構に土器集積、集石、道跡などの遺構がある。

土器集積1• 2の発見は次のとおりである。Q区の調査は、先ず主体地である 0東区から S区段丘上までの

間に20m毎にXY2軸方向で lm幅トレンチを設定し試掘を行なった。排土は重機で行なったが、遺構に触

れた場合は掘り下げず存在確認のみとして進行させた。試掘の結果、Q区はほとんどの力所で遺構の連続性

が認められ、その状況は密であった。Q区での上層の剣取りは重機で行なったが、試掘トレンチの遺構・遺

物上に置いた土のうを剥取りの目安とした。排土の始めはQ区の北西隅側からで、目安となった位置はおお

むねAs-B混層下の黒色土中であった。その黒色土中で竃跡の発見は多くはなかったが、遺物の出土は目

立って存在していた。遺物が出土する以上、黒色土中の面で住居跡平面輪郭も追求できるはずであったが、

実施してみると、大半の住居跡の残存は悪く、床付近の残存例が相当あり、それに加え倒木数が多く、 5m

毎に 1カ所以上存在するあり様であり黒色土中の面での住居跡輪郭の追求は現実的でなかった。その判断を

行なった時点は既に重機は、Q区調査区の北縁付近に達していたため、急握調査面をローム層漸移付近に切

り替えを行なった。しかしそうした調査面の切り替えにも係わらず北壁から rライン付近までは、黒色土は

存在していたものの、以南の黒色土は極めて薄い存在でAs-B混りの粗質土がローム層漸移層の直上に存在

していた。土器集積1• 2は、この時の重機による面下げ位置付近に存在していた遺構で、土柱として遺物を

残したのみに近い状態ではあるが、古代遺構残存の厚さをこのことによってある程度、考えさせる点での左

証として重要であった。
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第6章 Q区調査の遺構と遺物

土器集積 1 （第543• 544図、図版85• 205) 

位置はQ大区 r172にあり、調査面は標高74.7m付近の黒色土中である。上面は重機による上層剥取りによ

る。発見時は重機による上層剥取排土時であり、発見当初は複数個体の遺物とその中に第544因 1の一部が見

えていたので、住居跡で 8世紀前半頃の長頸壺の存在は薄いため、この破片の一群を祭祀関連の可能性もあ

りと考え、土器集積の名称をあたえた。土層注 1は古代の土層である。断面中の破線が遺物散在の面位置を

-----―-
推定したものである。土器集積 1の直上に極めて接近

上 ぬ・：旦。J三ク 土器集積1

4 6 0• 1、黒褐（10YR3/l)焼士 土器集積 2 （第545・546・547図、図版85・205・206)
e 

・木炭粒含まず。 位置はQ大区 s172にあり、南西 2mの位置に土器集

上⑰、三三／ 7旦／ 積 1がある。調査面は745mの黒色土中である。上面

ーノ V L } Q 1: 4o__jm は重機による上層剥取り面である。遺物の分布は高低

＋ してAs-B混り層が存在したことになる。
s 

172 

第543図土器集積 1遺構図

第544図土器集積 1遺物図

｀ 己 い茨芦(/〉S3 旦

C) 

陪□＞ （l［47 

31 

← —· • -』
53 

o
t
 

o: I 

...!l.. 

土器集積2

＊土器は層厚 15cmでの集中性をみる。

1、黒褐 (10YR3/l)焼土 ・木炭粒ほ

とんど含まず。しかし下方にしたが

い焼土粒わずか入る。

第545図土器集積 2遺構図

74.0 

2
 

s
 

+
1
7
 

＼
 

゜
1 : 40 

差があり、第545図の遺物取上げ番号53は最下部の調査

面以下にあり、竃天井架材であったがこの場所の石類

の多くは被熱し、おおむね鼈用材を考えさせた。その

ため土器集積 2を竃廃材と竃周辺に遺物類と仮定した

場合、第546図に長甕があり、須恵器坪・塊をまじえて、

一般的な有様に思える。しかし、須恵器の大形瓶は 2

個体あり、通常では余り見られない特殊性があり、住

居跡に伴なう遺物種の組み合せとして少し異質性を感

じる。またこれらの遺物が住居跡の旧状位置にあった

とすると、まず周辺の住居跡は時期的に近い 9世紀代

の住居跡として住居跡105• 109が近接してあり、住居

跡105の調査面は標高74.4m付近で既に床面であった。

住居跡109は調査面は標高74.4m付近で既に掘方層で

あった。両住居跡は、 9世紀頃に至っても本来的な竪

穴住居跡の深さは100cm前後があるため、 2例の住居跡

は、存在するはずの100cm前後の土層が何らかの形で攪

乱を受けた（約20cm以下調査時削土）と考えられるの

である。そのため土器集積 2の調査面74.5m付近でも

掘方・床を持つ住居跡の存在を考えることは、充分に

可能である。しかし、住居跡としての旧悲に近い残存

であるのかという設問については、土器集積 2は、第

546図の土師器甕・須恵器坪・碗の製作時期は 9世紀中

頃と考えられ、時期的な混在は瓶類を除き少ない。そ

の頃の住居跡は、東壁に鼈を設け、南東壁下に貯蔵穴

lmが、その周辺に土器類が存在する場合が多い。しかし、

土器集積 2の土器類の分布は東側に向って延びてお
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第547図土器集積 2遺物図

り、住居跡が存在していても、 As-B降下以前の段階

に住居跡後攪乱された可能性を考えることができるの

ではないだろうか。 lm余りの土の堆積がいつ失なわ

れることになったのか疑問は残される。土器集積 2の

調査面以下は、古墳時代前期の大型住居跡104の床・掘

方構造は同じ黒色土のため、土器集積 2の下方構造の

追求はできなかった。結論的に、土器集積 2は、住居

跡であった可能性を考えておきたい。
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土器集積 3 （第548・549図、図版85・206) 言P .l,._ lゞに3 2 

位置はQ大区 P174、住居跡116内にあり、調査面は 土器集積3

(J 
74.5 

l
j
什
什
り
上

l、灰黄褐（10YR4/2)焼土粒わずかに含み、やや粗。 1' より黒ずむ。

標面74.45m付近である。遺物は第549図に示したよう 1’'はほぼ1に同し。

に古墳時代前期の一群である。住居跡116内で土器集積 2、灰黄褐(lOYR4/2) 1層中に黒褐(lOYR3/l)士の大プロック含む。

3の位置は西南寄りにあり、後出の倒木跡に近接して
そのプロックが床貼層。

3、灰黄褐 (10YR4/2) 2層ににぷい黄褐（10YR5/4)の漂白ローム粒と

いることと、住居跡埋没の過程で土坑状の凹地が生じ 土壌化入る。黒褐(2層中の）は少ない。 3' は少し黒味強い。

えることも充分考えられ、遺物相互の時期差の少ない 5、にぶい黄褐（10YR5/4)ロームプロックを主とする。5' はプロソク

そのもの。

ことから、土坑内の土器集積とは別に住居跡116に関連 7、黒褐 (10YR3/l)軽石入らない黒褐。軟。

゜
した埋没過程も考える必要性ありとしておきたい。 1 : 60 2m 

第548図土器集積 3遺構図
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第551図 Q区の遺物図

□ 140 2m 

第550図集石 4遺構図

集石 4 （第550図、医版85)

位置はQ大区 i172にあり、調査面は標高74.45mで

ある。埋土と下方にAs-B混りであり、土坑内に存在

した石類のようである。掘方の細い穴は根跡か不明。

中世の一群に近接するので中世かもしれない。遺物の出土はない。

第 7章 Q東区調査の遺構と遺物

Q東区とした調査区は、本線に取付く市道の拡幅力所に相当していた。対象面積は159吋位置関係は第 7図

のとおりQ区の東延長上にある。同区は、水田中にある。この水田はR区で調査された溝113を中心にして、

同溝の埋没後その凹地に細長い水田が約15m幅で史跡観音山古墳の東周溝付近まで連続的に続いて存在して

いたが昭和58年度の圃場整備事業によって、その狭長な水田区画は、畑地と水田とに分けられ整理された。

当遺跡周辺では南半が水田となり、Q東区のある水田は東西幅36mの水田であった。この水田の中程に溝跡

113の延長に相当する力所に雑草の生育が幅約 5mで成長が極立って良く、明らかにその延長に相当している

ことが分った。Q東区から溝跡113の延長部まで東方15mの位置関係にある。溝跡113の構築は 8世紀代と考

えられ、溝の東方に寺院跡とされる区画がある。報告では、第 3図に示した出土瓦をもって 9世紀代頃の寺

院跡とされたが、今回の調査で 8世紀前代の瓦類が相当量含まれていたため、 8世紀代に創建された可能性

ありと考えている。一坦埋没した溝跡113の凹地が、いつ頃から水田であったのかは、 R区で調査した道跡8・
ひがし

9は地域でかつて東往還と称された道跡で天明 3年のAs-A軽石の前・後代を調査した。遺跡 9は、溝跡113

の西側肩部から、平坦部に存在して畦の高まりとなり 18世紀以前の水田畦であることが判明し、溝跡114• 

115 • 117 • 118 • 119など近世溝も水田に関係するであろうことが考えられた。その上限は、溝跡114から中世

の可能性のある第762図 1の石臼が出土している。溝跡114の頃になると道跡は、溝跡113の東側にある道跡11

が機能していた。溝跡114以前は、流水痕のあるAs-B混りの土層は溝跡113の第730図注記 5のとおり見え、

溝跡113のgl68付近では近純層も存在し、その直下層は、水田土壌に見られる黒色粘性土が存在していた。

県内の水田遺跡の中には 3m前後の溝跡の埋没凹地を利用して小規模区画を連続的に設けた例もあるので、

この場合は全面否定はできない。前述からの水田は、第729図の溝113の西立上りを境に西に13+am、東に 4

m前後が最大で考えられる範囲である。道跡8 • 9が太畦として機能していた時期から現代までの間は、第729図
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1、黒褐(10YR3/1)耕士。

2、黒褐 (10YR3/1)耕地整理時の移動土。

3、黒褐 (10YR3/1)焼士・木炭粒含む。少し粗。

4、黒褐 (10YR3/1)床面。黒灰色粘性土。

5、にぶい黄褐 (10YR5/4)地山黄灰プロック多い。締る。

6、にぷい黄褐（10YR5/4)地山黄灰プロック多い。締る。

第552図住居跡53遺構図

□□[―---／／口il

／ こ 2 園 こー

゜
J : 3 10cm 

注記 6が東往還であり、 Cポイントから左側へ150cmの

位置が水田部立上であり、道跡 8の西端から530cmの幅

であった。Q東区では、水田域はおよんでいなかった

が、基盤面は昭和58年度にこの水田を受継いで設けら

れた圃場整備の水田床土があった。圃場整備前の畑地

から水田化の際に削平された層厚は20~30cm前後が考

えられ、さらに405頁で説明したように古代土層が今日

まで生き続けていれば、 100cm以上が考えられ、今日ま

での間に80cm前後が失なわれたと考えられる。

Q東区で調査された遺構数は、住居跡 3、溝跡 2、

第553図住居跡53遺物図 土坑 5であった。住居跡はQ大区m166で焼土粒を含む

カ所を住居跡56としたが攪乱顕著で、それを除去すると基盤層であったため、住居跡としての図化は行なわ

なかった。基盤面には農耕用のエ作機の刃型が残されていた。溝跡67• 69は現代溝であり、溝跡69は現在も

使用されている用水路の掘方部であった。

1.住居跡

住居跡53 （第552• 553図、図版53• 207) 

位置はQ大区 o167にある。調査面はローム層中標高74.lmである。調査区の北端で発見され、大半が調査

地外に延る。重複は現代溝の溝跡67が切り、住居跡床層の一部が切られる。規模は、南北255+acm、東西175+

acmを、方向は南壁を基にすると Nl5°Wを測る。施設としては、床面上で見い出せなかった貯蔵穴が掘方で、

また住居の改修か、別住居に係わる段差が南壁から北側へ50cm隔てて認められた。掘方部北端では、床下坑

らしき凹みが存在していた。遺物は、第553図に示したとおり、小片でしかも埋土出土であり、住居跡と直結

するか否の弱さが認められる同図 1と2があり、 8世紀代の遺物である。Q区の 8世紀代住居跡のうち、東

側に存在する住居跡は、掘方底面まで深い例が存在してあり、住居跡53もある程度の深さがあり、同期住居

との共通性が接極的と云うほどではないが、ある程度存在する。
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゜
1 60 2m 

目

B' 

豆］／＼ i 

吋 A-A' 

B
_
 

ロ木］＞＼1＼\--—----

1、黒褐 (10YR3/l)A s-Bを含む。耕土

整理撹乱土。

2、黒褐 (10YR3/l) ローム粒をわずか

に含み、焼土・木炭粒入る。

3、黒褐 (10YR3/l)軽石粒不明。ローム

粒など入らず。自然の感じ。

／ ／  

重複のため

掘方不明瞭

B' 

B-B' 

1、黒褐 (10YR3/l)木炭粒・須恵器を多

く含む。焼土粒は少ない。

2、黒褐 (10YR3/l)木炭粒をわずかに

含む軟らかな土壌。 2'は木炭粒ほと

んど見えず。

3、黒褐(lOYR3/l)軽石粒・木炭粒を含

まず、軟らか。倒木中の土壌に似る。

4、黒褐（10YR3/l)ローム粒含み、締る。

゜
1 : 30 lm 

第554図住居跡54遺構図

住居跳54 （第554• 555 • 556 • 557図、図版96• 207) 

位置はQ大区 j167にあり 、調査面はローム層中標高74.lmである。西半に水路と市道があり、調査地外と

なる。重複は鼈付近に先後不明瞭な倒木痕があり、不明瞭さを残す。規模は南北で528+acm、東西218+acm 

を測り、方向は調査結果に不明瞭さがあり数値計測は困難である。全体からすると西に偏ずるようである。

施設としては東壁に鼈が付設され、南東隅に貯蔵穴らしき凹部があり、床面上で竃前に小穴が存在していた。

鼈は、住居廃棄時に一括廃棄したと考えられる土器群が存在していた。それらは第555~557図に示した個体

がそれで、遺物取上げ番号の若い数字が上方に、多い数字が下方に存在していた。第557図8・9などは上方に
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〇 1 : 3 10cm 

第555図住居跡54遺物図
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1 : 3 10cm 

第556図 住居跡54遺物図
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1 : 3 10cm 

第557図 住居跡54遺物固

存在していた。遺物類は 6世紀後半の一群で第557図8には箆記号が、同図 9には低く型式的な頚部突帯、櫛

施文・隆線の挽出し、 口縁波状文帯があり、新来手法に在来特徴を残す西毛地域の製品である。 まだ西毛地

域の須恵器窯が大展開される前の個体でもある。土師器類は、坪類が見えず甕・壺類の組合せの関係が得ら

れる。図1・2・7など壺類の占める割合が高いのも 6世紀代様相であり、図 1の木葉痕も生産地背景を示す時

期的様相の一端でもある。

住居跡55 （第558• 559図、図版96• 97 • 207) 

位置はQ大区f166にあり、調査面はローム層中標高74.lmである。重複は溝跡67が後出してある。規模は

南北350+acm、東西130+acmで西半は未調査地となる。方向は東壁を基にN2°45'Wを測る。施設として東壁

に竃、南東隅に貯蔵穴が、掘方に床下坑がある。竃は、地山袖を造り出し、貯蔵穴は廃棄時にはほとんど埋

没し、土層断面Bの土層注記 2に床層が入る。貯蔵穴の掘方には段差があり、掘直しが行なわれたかもしれ

ない。掘方は、周壁下を溝状に掘窪めた状況が北壁・南壁下に見えた。遺物は第559図に示した。竃や貯蔵穴

から出土の個体は、 8世紀の個体が多くあり、住居の機能時と考えてよいであろう。
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第 7章 Q東区調査の遺構と遺物
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B ）＼竪o＼ y B' 
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...!L. 1 2 7.±Jl. 

言
土一ーで-----
下亡三二三＝＝＝二ここー一

3 3' 

貯蔵穴

1、黒褐（10YR3/l)木炭 ・焼土粒少なく、少し締る。

2、黒褐 (10YR3/l)少し還元気味。床。

3、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック入る。

4、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒少。少し粗。

I ► 

土 B' 

A
、

言下―

ー型
1、黒褐 (10YR3/l)A s-B • As-A含む。耕整理土。

2、黒褐 (10YR3/l)A s-B • As-A含む。耕整理土。

3、黒褐 (10YR3/l)A s-B含まず。住埋土。ローム小プロック含む。

3' は少し締る。

4、黒褐 (10YR3/l)少し黄味おびた粘性土。

5、ロームプロック。

゜
1 : 60 2m 

0

マL I,. 

<̀| A
、

1、黒褐 （10YR3/1)焼土粒多く含み、粗。

2、にぶい黄褐 (10YR5/4)焼土粒多く、木炭粒含み、下部に灰層あり。

第558図住居跡55遺構図

3、にぷい黄褐（10YR5/4)焼土粒・木炭粒多い。ロームプロック含む。

4、褐 (10YR4/4) ロームプロ ック多く、 堀方埋土。焼土 ・木炭粒少

量含む。

5、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒少ない。粗。

6、にぶい黄褐（10YR5/4)灰色、粘性の築土か。

゜
1 : 30 lm 
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1 : 3 10cm 

第559図住居跡55遺物図
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人
A t ― ,/ --

2,I 

→――--',  / 
4 ー 四

溝67

1、黒褐 (10YR3/1)As-A・ピニール含む。

2、黒褐(lOYR3/l)As-A ・ビニール含む。粗質。

X ‘ 

口□夏止
＼ 凌）

1
 

A
 

3、黒褐 (10YR3/l}As-A ・ビニール含む。やや締る。

4、にぶい黄褐 (10YR5/3)As-A ・ロームプロ ック含む。現代。

5、にぶい黄褐（10YR5/3)A s-B含み、ローム粒まじえる。

坑 103・溝 69

1、黒褐(lOYR3/l)現耕土。

2、黒褐 (10YR3/l)A s-B含まない古代の有機質土。

3、黒褐 (10YR3/l)溝69埋土。As-A含み現代埋士。

4、黒褐 (10YR3/l)溝 69埋土。As-A含み現代埋土。少しローム含

む。

5、黒褐(10YR3/l)A s-B粒含む。少し砂質。

6、黒褐(10YR3/1)A s-B粒含む。少し砂質。

7、にぶい黄褐 (10YR5/3)地山ロームプロックを多く含む。As-B粒

入る。

8、黒褐 (10YR3/l)A s-B粒を含む。地山小プロソクわずか入る。

9、黒褐 (10YR3/l)A s-B粒を含む。地山小プロックわずか入る。

74.0 

゜
l : 60 2m 

第560図溝跡 ・土坑遺構図

166+3 

：＋口□
C
+
 

「十
9
9
1
 

士1:。 口：含まず／□上

口／四

坑 106

1、黒褐（10YR3/l)耕土。

2、黒褐 (10YR3/l)耕地整理時の移動土。

3、にぶい黄褐(10YR5/4)耕地整理時の移動土。主として地山の。

4、黒褐（10YR3/l)締り少なく、粗。黒味強い。

5、にぷい黄橙 （10YR6/4)地山プロソク多く、 5' は漂白化黄灰プロ ‘ノ

ク。

6、明黄褐(10YR6/6)地山プロ ック多く、締りあり。6' はローム土壌

化。

＊全体に木炭・焼士粒少ない。柱穴としては埋土に締りない。(6層は

除く）

゜
1 : 60 2m 

第561図土坑遺構図

2.溝跡・土坑 （第7• 560 • 561図、図版96)

溝跡は、Q東区の冒頭、 409頁で触れたとうり、Q東区に存在する溝跡67 • 同69は、現代であり、溝跡69 は

現在使用水路の掘方と旧溝であった。

土坑 ・ピットの残存数は、Q東区の旧時にどの位の遺構が存在していたのか、考えるうえで重要である。

Q東区の場合、上層を削平、失なったとは云え、存在数は少なく、本来的に遺構数量は少なかったであろう

と推測される。そのため土坑106は古墳時代前期の住居に伴なう貯蔵穴も考えうる。Q東区の土坑中、住居跡

に関連しそうな古代の土坑はこれ 1例のみであり、住居跡56とした例と合せて 2例で、住居跡希溝な分布の

ようである。坑103は、調査地区に延びる力所が多いため形状不明瞭であるが、埋土にAs-Bを含むため中世

竪穴状の遺構かとも思える。土坑102は土層注記 2のとおり、耕地整理時の移動土が入り、現代である。
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第8章 Q区県道西調査区の遺構と遺物

第 8章 Q区県道西調査区の遺構と遺物

Q区県道西の調査は、Q区の大多数を終了した平成13年度までの調査と時を隔てた、翌14年度にN西区と

同じ 4• 5月の調査である。対象面積503面で当該地は畑地で、現県道前橋 ・長瀞線を狭む西側の調査区にあ

りQ区西端と10m弱離れている。調査区さ南北30.Sm、幅2.7m、約83面である。調査の結果、第 7図のとお

り住居跡 l、溝跡 4、土坑 4、ピット 18の遺構を数える。調査面はローム層上面に近い同漸移層付近、標高

74.6mであり、Q区北西隅より 10cmほど高い。層順は、第562図A断面のように、現代の耕作土が15cm前後の

層厚で浅間山A軽石 (As-A)を含み、土層注記 3にあるAs-B混りの江戸時代耕作土層・中世土層が15cm

の層厚であり、その下方に焼土粒 ・木炭粒などをわずか含む黒色土が存在した。その下方に 5cm前後のロー

ム層漸移層が存在するが、Q区北西隅側と異なり、軟らかい状態ではなく、本来的に存在していたローム層

漸移は、流出したか別の作用で失なわれたかは不明ながら、一坦、失なわれ、その後に、黒色土とローム層

上層との間に生じた漸移層であるかのように思えた。上層は重機により削土した。遺構名称は、 N西区と併

せ新番号を用いた。

Q区県道西の遺構密度は、隣接のQ区北西付近に比らべ極めて少なく、古墳時代前期の集落は粗な状態で

まだ西側に延びそうであったが、奈良 • 平安時代住居跡は薄くなりそうで、集落外至近を思わせた。溝跡は

大規模であったり、Q区側に続きそうな例はなかった。溝走行は溝跡38が北側に下る傾向がある他不明であっ

た。土坑 ・ピットは、人為を思わせる例はピット 36のみで、遺構壁面が人為を思わせる直線化、掘込み鋭い

状況は無く、ピットも穴の低面位置が共に無かったり、黒色土の入り込みが穴の上面より内側に向うものな

どで、非人為的であった。この点も、奈良時代以降の集落域から離れたらしいことを感ずるのである。

I /:,. I 厄I ／上／． 
I 

I~ I坑か

0 写

← 
＼ 

返

ヽ

[: ̀ ' I 
゜

1、黒褐 (10YR3/l) 道盛

土。砕石入。現代。

） I心

2、黒褐(lOYR3/l)耕作

＼ 

- C O 
土。現代。

＝ 
3、黒褐（10YR3/l) 旧耕

I 
作土。3' はAs-B含む。

十l
群

As-Aなし。3"は少し黒

い。As-B混じり。

, 1 4、黒褐 (10YR3/l)軽石

下

98fI i 
粒入る。4' は黒い。

6、褐 (10YR4/4) ローム

[ b 

ブロック多し ‘o

|ご--・・----三＼d
吋

第562図住居跡 3遺構図 ゜
l 60 2m 
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+ A 埋に 3十判読困 1~ 13
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6 埋 lに 6十埋 8に 1十トレに 3+

A 埋に 2十埋に 3~15
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8 埋 6に 1十トレに 1=2
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I
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10 A埋に 2十埋に 1十トレに 3=6

：：：：：：：：：疇：―-］―-一

I ¥ 
＼ ，埋 13に4十埋 14に 1十埋 17に 1

+A埋に 1十埋に 2=9

住居跡 3遺物図第563図

19爪＼

八＼ ＼鬱＼＿＼

し＼

¥ ¥ ¥ ¥ ¥ 

名`云--

゜
1 : 3 10cm 

1.住居跡

住居跡のうち、奈良 • 平安時代住居跡が当区に存在し、自然のほか何んらか条件が嵩み、失なわれたとの

説問については、土坑・ピットの存在中に、住居跡掘方痕跡と見られる遺構は無かったので、奈良 • 平安時

代の住居の存在は考え難い。 そのため住居跡は、次の 1軒と考えてよい。

住居跡 3

418 

（第562• 563図、図版98• 208) 



空

｀ 苔

＋ □ A A' 

75 0 上 古代

ピット 36

1、黒褐 (10YR3/l)軽石粒入る。

やや締る。 1' は少し軟。

2、黒褐（10YR3/l) ローム小粒

含み、少し密。

言
゜

1 : 40 2m 

第564図 ピット遺構図

第9章 R区西市道調査区の遺構と遺物

位置は、 R大区 cd 186に、調査面はローム層漸移付

近標高74.6mである。重複は、北端で床層が途切れ穴

様に見える力所があり、新古の区別不明で、さらにそ

の下方に住居跡 3に先行の倒木痕が存在。規模は南北

522+acm、東西155+acm、方向は東壁を基にN21゚30'

Wを計る。施設としては、調査面そのものが床面であ

り残存は良好と云えなかった。掘方で北側に小穴が存

在した。遺物は南半に集中し、第563図のとおりある程

度の組合せをもって存在する。時期は古墳時代前期で

ある。器台・高坪の存在の割りに、小形壺が少ない点は注意される。

2. 溝•土坑・ピット

溝・土坑・ピットの有り様は417頁、Q区県道西の冒頭で触れた。ピットは、その大半について人為とは思

えなかったが第564図に示したピット 36のみが柱穴のように見えた。時期は、古代の埋土であった。

第 9章 R区西市道調査区の遺構と遺物 （第 7図、図版99)

同区はQ区• R区間に存在していた舗装市道を除去して'01、12月に調査を行なった。南北37m、幅 4m、

面積約150面を調査した。調査面は、ローム層上層まで砕石が敷込まれ、それを除去した面を調査面とし、標

高74.lm付近である。調査の結果、住居跡 2、溝跡85、土坑 7、ピット 31である。各々の傾向について、ま

ず調査面は、隣接のQ区が標高74.4m付近、 R区が74.3m付近であるので20~30cm低い面であった。その層

厚で上層に存在した住居が削平されたとすると調査区内に床下の土坑や、溝状の掘方などが見受けられない

ので削平された住居跡の存在は否定的であった。住居跡は南端で 2軒、存在したが、そのQ区延長上に住居

跡146が存在しているが壁位置に差があるため、別々の住居である、南側で住居跡 2軒が重複し合って存在し

ているのは、南方のQ東区でも粗な分布となるので、集落の集密状況はこの付近までと考えて良さそうであ

る。溝跡は溝跡85が東下りで東に向って存在しているがその南・北側（道跡10)の道跡は削平のため認めら

れなかった。調査区北東隅にはR区に主体がある溝跡119の西立上りを見い出している。土坑とピットは北側

と南側に分布し、間の a • bラインに空白が生じている。この空白力所はやや高いため上層が削平されたよ

うである。土坑・ピットは各々は深さは浅く、南側は人為による遺構と考えられたが北側は、土坑を除くと

自然を思わせるピットが多かった。そのためQ区から続くピット群は、一坦このあたりで終るようであった。

1.住居跡

R西市道区の住居跡傾向は前述した。次に各々の住居跡に触れたい。

住居跡248 （第565• • 6図、図版99• 208) 

位置はQ大区qr169にある。調査面はローム層上層標高74.15m。重複は住居跡250に切られる。規模は南

北402+acm、東西128+acm、方向は東壁でN24°Wを測る。施設として東壁に鼈、南東に底面標高73.78mの
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第3篇 発掘された遺構と遺物

宝

／ 亨

アスファルト舗装

言「―---|

— • --- 旦°

1、黒褐(10YR3/l)木炭 ・焼土粒含む。埋士。

2、黒褐(10YR3/l)木炭・焼土粒 ・ローム小粒含む。上面床層。

3、黒褐（10YR3/l)木炭・焼土粒ほとんど見えず。ローム小粒多い。

4、黒褐（10YR3/1)1層にほぼ同じ。

5、黒褐（10YR3/l)2層にほぼ同じ。別住居掘方か。

6、褐灰（10YR5/l)木灰・単子葉植物灰 ・木炭粒。

I> 
0
.
V
ト I ► 。

1 : 60 2m 

A、

且［二／2i._0

□ 

v̀ 

1 : 30 1 m 

床 3に 9

゜
1 : 3 

第566図住居跡248遺物図

第565図住居跡248遺構図

小穴が存在したが貯蔵穴にしては小さ過ぎる。遺物は

床から第566因 lが近完器の状態で出土している。 9世

紀前半の個体で、住居機能も同期であろう。同図 1の

内面底には赤色顔料が付着し、エ的な作業を行なう居

住者であったようである。南西10mにある住居跡133は

10世紀後半頃で茶漆付着 ・内面磨耗土器 ・羽口が存在

10cm し、Q区全体の中ではエ的な性格の住居跡が近接して

見られる点も見過せない。

住居跡250 （第567因、図版99)

位置はQ大区q169に、調査面はローム層上層標高74.0m付近である。重複は住居跡248を切って存在して

いるが、同250北半の床層から掘方層まで市道建設と考えられる削平化によって失なわれ、第567図土層断面

A中の注記 5のように別住居跡と考えられる土層があり、土層に伴なう掘り込み状態が第567図右側の掘方面

図である。そのため竃の存在は住居跡250であっても以下の掘方状態は別住居跡の可能性が強い。掘方因中の

円形土坑は、床土坑と考えられるが住居中の位置として北東隅に存在すると考えるには、通有の場合に竃付
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アスファルト舗装
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住二，夏→三言。

I ► 

□/ 

第10章 R・S区調査の遺構と遺物

近に存在する例が多いた

め、この土坑は至近に鼈の

旦 ミ
¥o  ある住居跡250に伴なう可

三

1、黒褐 (1OYR3!!,木炭・焼土粒含む。埋土。＼＼へ

゜閂

B‘ ¥ 1, 

゜
l. 30 1 m 

能性も持たれる。規模は、

南北150+acm、東西135+

acm、方向は東壁を基にす

ると N26°Wを測る。施設と

しては、東壁に鼈があり、

2、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒・ローム小粒含む。上面床層。 可能性として掘方に床下坑

3、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒ほとんど見えず。ローム小粒多い。が考えられる。遺物は少な

4、黒褐（10YR3/l)1層にほぽ同じ。

5、黒褐 (10YR3/l)2層にほぽ同じ。別住居掘方か。 く、住居跡の機能時期は、

住居跡249の 9世紀前半以

降であろう。

B
- /― 

＼ 

第567図住居跡250遺構図

第10章 R・S区調査の遺構と遺物 （第11図、図版100)

R区は、調査時は、主体を R区、pqライン付近の市舗装道路直下を R北市道区、その東延長上にある 2

カ所の小区を S区工事立合い 1、同 2 （東側0157付近）、西方の S大区 k171の小区を S西区、qライン以北

の井野川段丘崖までを S区と呼称していた。対象面積約2850でm'でここではそれらをまとめて扱いたい。

遺構数は、住居跡76、溝跡35、井戸跡 1、柱列 1、道跡 3、土坑111、ピット 329であった。遺構傾向は、

古墳時代前期の住居跡は散在的であった全体傾向であったが井野側段丘崖付近の 0ライン以北では重複状態

にあり、銅鏃の出土した住居跡208を含む一辺近 9m級の住居跡が 2棟存在していた。群構成として Kライン

以北がその大形住居を含む一群で、Cライン以南は、Q区に繋る一群で、その間に溝跡130が存在する。奈良・

平安時代住居跡は、Q区の冒頭、 187頁で触れたように溝113が、東接の寺院跡を画する大溝で以東のR区の

住居群が、寺院関連と考え られるとした。住居跡形態は、東西長軸の形態を持つ例が目立ち、追物では瓦、

工的作業関連の遺物を含む場合があった。井野川崖との関連では、古墳時代前期の大形住居跡を設けたこと、

寺院の中枢基壇も近接する点なども井野川側から、もしくは対岸から見られる景観を意識してのことであろ

う。溝跡 ・井戸跡 ・遺跡 ・土坑 ・ピットは各項目の冒頭で触れたい。
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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1、黒褐 (10YR3/l)As -B入る。硬い。

2、黒褐 (10YR3/l) ロームプロックを多く含む。

床層部分的に入る。下方焼土粒多い。

3、明黄褐 (10YR6/6) ロームプロック主の床。

4、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロソクを多く含

む。少し焼土粒入る。

5、黒褐 (10YR3/l)木灰を多く含む。

6、黒褐（10YR3/l)木灰 ・焼土粒を多く含む。カマド灰。

7、灰黄褐（10YR6/2)焼土粒大プロック ・ローム土壌化

含む。

8、黒褐 (10YR3/l)軟。動物穴か。

9、にぷい黄褐（10YR5/4) ロームプロック土壌化多い。

住208掘方埋土。

10、黄褐(10YR5/6) ロームプロックさらに多く、 9層より

土壌化少。住 208掘方埋土。

11、黒褐（10YR3/l)焼土粒多く、木炭粒含む。
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床 2に 2十床 4に 1十埋 3に 1=3
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10cm 

第568図
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第10章 R・ S区調査の遺構と遺物
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1、黒褐（10YR3/l) ローム小粒多い。 0 

第570図住居跡58• 205遺構図
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゜
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第 3篇 発掘された追構と遺物
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1、黒褐（10YR2/3)As -A混土。¢ 1~5 mm。密度高く、固い。上

半分現盛土。

2、暗褐 (10YR2/4)As -A含むもパラつきが目立つ。

3、黒褐 (10YR2/2)As -A</) l~2 mm散在。As-B?混土柔らかい。

粗。

4、黒褐 (10YR2/2) 白色パミス¢ 1~3四混入。小石・焼土プロック

含む。土は締っている。

5、黒褐 (10YR2/2)4層にロームプロック混じる。

6、黒褐 (10YR3/2)住 58床層。ロームプロ ックプレンド。白色パミス

少ない。それ程固くない。

7、黒褐 (10YR3/2) 6層にほぽ同じ。焼土粒含む。

8、黒褐 (10YR3/2)地山ロームと7層のプレンド。ひどく乱されている。

9、明黄褐 (10YR6/8)地山ローム。

第571図住居跡58• 205遺構図
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第10章 R・S区調査の遺構と遺物

ロ
ゴミ穴

+
1
6
2
 

＼ ＼ 

＼ 

＼ 

＼ 
＼ 
＼ 
＼ 

＼ 
＼ 

＼ 
一、—--·— -

△ 

1 、黒褐（ 10YR3/2) 小白色軽石 •As -Aを含む。硬い。

2、黒褐 (10YR3/2)小白色軽石・焼土粒・木炭粒を含む。

締りあり。溝埋土。 As-B前代か。

3、黒褐(10YR3/2)焼土粒を含む。ロームプロック少し含

む。硬い。締りあり。溝埋土。 As-B前代か。

4、黒褐 (10YR3/2)小白色軽石を含む。硬い。

5、黒褐（10YR3/2) 2層より密。焼土粒・軽石含む。締る。
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第572図住居跡59遺構図 r
 

1. 住居跡

住居跡57 （第568• 569図、図版102• 208) 

位置は R大区q163に、調査面はローム層漸移標高

74.0m。重複は、下に住居跡58・205があり、同57が後

出。規模は南北403cm、東西283cm、方向は中軸でN3゚E

を測る。施設として東壁に竃貯蔵穴は坑441と重なり 第573図住居跡59遺物図

ヽ
ヽ
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第 3篇 発掘された追構と遺物
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1、黒褐 (10YR3/l)As -B入るか不明。（可能

性ー入らない）締る。焼土・木炭粒入る。少し

ローム粒含む。

2、黒褐 (10YR3/l)As -B入らず。締る。焼土

・木炭粒入る。少しローム粒含む。

3、黒褐 (10YR3/l)As -B入らず。締る。少し

ローム粒含む。

4、黒褐 (10YR3/l)As -B入らず。締る。還元

気味粘性。 4'は床層。

5、黒褐(10YR3/l)As -B入らず。締る。客土

か。貼り土。礫含む。焼土粒やや多い。

6、黒褐（10YR3/1)As -B入らず。締る。貼り

床、貼り土。礫含む。焼土粒やや多い。ローム

粒・小プロック入る。 6' は黒褐(10YR3/l)A s 

-B入らず。締る。 6層より黒ずむ。

7、黒褐 (10YR3/l)As -B入らず。少し弱い。

6層より黒ずむ。壁溝埋土か。

、ヅ
'

゜
60 2m 

+
1
6
3
 ＼

／

．／
 

]

/

/

 

》

不明である。遺物は第569図があ

り、同 1は10世紀中頃、同 2は10

世紀前半の個体である。同 lは近

完器であり、住居の機能時であろ

う。
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 住居跡58・205

図版102)

（第570• 571図・

第574図
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住居跡60遺構図

位置は R大区 op q161~163 

に、調査面はローム層上面～ロー

ム層漸移層標高74.0~74.3mであ

る。重複は、その関係を第570図中
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第576図住居跡60遺物図

段丘崖

1、黒褐(lOYR3/l)客士。現代で市道際。

2、黒褐 (10YR3/l)As-Aを含む。

3、黒褐（10YR3/l)A s-B・ローム小プロックを含む。

締りあり。

第577図住居跡61遺構図

428 

12、にぶい黄褐 (10YR5/3) ローム粒多く含む。

召

゜
1 : 60 2m 
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住 65

1、黒褐（7.5YR3/2)混入物ない。粒子細かくそろう。

2、にぶい黄橙 (10YR6/4)薄い板状に締る。

3、黒褐 (10YR2/3~3/3)暗褐色土の混土。

4、暗褐 (10YR3/3) ローム小プロック含む。 6、暗褐 (10YR3/3)暗褐色土中にローム粒・小プロ ック多く含む。締

5、暗褐 (10YR3/3)暗褐色土中に黄褐色(lOYR5/6)ロームプロ ックを る。6' は締りやや弱い。

多く含む。炭化物粒含む。5' はロームプロック小さく最も少ない。 7、黒褐 (7.5YR3/2) ローム粒少最含む。
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第578図住居跡61遺構図

1床 25に 1

2 
床 1に5十掘埋 3に 3-掘埋 4Iこ1十床 11に 1十床 12に 1+

埋下 13に 1十埋に 1=13

゜
1 : 3 10cm 

第579図住居跡61遺物図 ヽ

｀` 
9/
 

で示したほか溝跡145• 147が後出する。施設として、炉跡が新 ・古で、柱穴ピ 2~4 （ピ1455)がある。規

模は南北810cm、東西900+am、方向は北壁とピ 3ーピ4間を基にN23°Wを測る。柱穴間はピ 2ーピ3芯間
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住 61

160 

住 62
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1、黒褐(lOYRZ/3) ローム粒・炭化物粒少量含む。締っている。

2、黒褐 (lOYRZ/3)混入物少なく均質。締りやや弱い。

3、明赤褐 (5YR5/6)焼土。 3' は赤褐（2.5YR4/6)焼土。

｀ 

160 

4、暗褐(lOYR5/4)焼土小プロック・炭化物多く含む。

5、焼土プロックを多く含む撹乱。

第580図 住居跡62遺構図
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1、黒褐(lOYR3/l)粗。貯蔵穴埋土。

2、黒褐 (10YR3/l)少し締り最終床か。

3、黒褐 (10YR3/l) ローム粒 ・小プロック含む。

゜
l : 60 2m 

I ► I ► 

第582図住居跡63遺構図
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1、暗褐（10YR3/3) </> l~2四白色パミス含む。ローム小プロックわ

ずか入る。上方に焼土粒入る。立上がり根などのため不明。

2、1層とロームプロック混じりで粗。
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第583図住居跡63遺物固
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1、にぶい黄褐（10YR5/3) ロームプロック多く含む。締る。
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第584図住居跡64、65遺構図



第10章 R・S区調査の遺構と遺物

い

＼ 

＼
 凶

ユ
1、黒褐 (10YR3/l)As -A含む。市道

直下硬化。

2、黒褐（10YR3/l)As -B含む。少し

硬い。 2' • 2"はわずか段差あり。

3、黒褐（10YR3/1)As -B含む。黒色

プロック含む。

4、黒褐 (10YR3/l)As -B含まず。

5、黒褐（10YR3/l)ローム小プロック含

み、締る。

6、黒褐（10YR3/1) ローム小プロック・

焼土粒多く含む。カマド石材入る。

lA ~_II _ --------; I 凶

ー ロ／ 第587図住居跡70遺構図

445cm、ピ 3ーピ 4芯間450cmである。断面Bは、当住居の規模が大き過ぎ、調査終了ぎわで存在に気付いた

ため図上作図を加え、破線がそれである。遺物は図示しなかったが、古墳時代前期である。

゜
1 : 60 2m 

住居跡59 （第572• 573図、図版102• 208) 

位置は R大区q162に、調査面はローム層漸移からローム層上面である。重複は溝跡144が後出してあるが

住居跡202・203との関係は不明瞭。規模も溝跡144が住居跡59西壁を切るため不明であり 、東西175+acm、南

北117+acmを測る。遺物は床出土の第573図 lに古墳時代前 ・中期の壺があり、住居機能も同期か。

住居跡60 （第574• 575 • 576図、図版102• 208 • 209) 

位置は R大区 s161 • 162に、調査面はローム層漸移標高74.0mである。重複は旧農道が上方にある。規模

は南北243+acm、東西515cm、方向は北壁を基にN4°Eを測る。施設は貼床が厚く、第574因上が床 l、中が

床 2 （下層床）である。掘方に土坑がある。遺物は 9世紀後半で、機能時も同期。前代遺物も埋土にある。

住居跡61 （第578• 579図、図版102• 103 • 209) 
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床 3に2十床 7に 11十判読困 l=l4
第588図 住居跡70遺物図

位置はR大区qr 159 • 160に、調査面はローム層漸移層標高74.0mである。重複は後出の住居跡62• 64 • 

65があるが、複雑であまり推奨できない。規模は南北で320+acm、東西520+acm、方向は北壁を基にすると

NlO゚3l'Wを測る。施設は掘方上において柱穴らしき小穴、前代の倒木にかかるため不明瞭な土坑状凹み力所

がある。遺物は古墳時代前期の第579図1• 2があり、住居機能時も同期。
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旦 74.0 

こ
ビ636

1、灰黄褐（10YR4/2) ロームプロック少し入る。

2、黄褐（10YR5/6) ロームプロック多い。軟らかい。

3、黄褐（10YR5/6)少し締る。

1、黒褐（10YR3/l)As -A含む。

2、黒褐（10YR3/1)As -B含む。少し硬い。

5、黒褐（10YR3/l) ローム小プロック含む。各住居の埋土。図左側は

焼土多くカマド至近か。いずれも少し締る。住 70床見えず。住 70は

住居でないかも。

□ 第5 8 ， 図 住居跡7 ー遺構図 ゜
1 : 60 2m 

＼
パ
(
]
¥
¥

y
！
ロ
ー

l埋 2に 1

＜一 雷 p-¥

口ニ―----―l----------/
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□□/。口::~口：：:: ：：：□゚ノ：；：：゚締り強し。

ヒ
10cm 

第590図住居跡72遺構図

住居跡62 （第580• 581図、因版103• 209) 

位置はR大区qr159 • 160に、調査面はローム層漸移で標高74.0m。重複は後出して住居跡61• 63 • 65が

ある。同地およびPライン以北は、調査前に竹林であったため30cm程掘下た調査面は相当に荒れていた。そ

0 1 : 3 
＇ 

第591図住居跡72遺物図

のため住居跡61と同65の重複関係は推奨できないし住居跡62の西壁も明確な状態ではなかった。施設として

貯蔵穴らしき坑130があり、掘方には倒木痕がかかる。遺物は古墳時代前期の個体で、住居も同期。

住居跡63 （第582• 583図、図版103• 209) 

位置はR大区Qr 159 • 160に、調査面はローム層で漸移標高74.0m、竹林による面荒れあり。重複は先行

の住居跡62がある。規模は南北305+acm、東西295cm、方向は東壁でN31°45'W。施設は、東壁に竃、右袖下

寄に貯蔵穴らしき小穴、掘方に床下坑。遺物は第583図 1のみが 9世紀代の土師器甕片で、住居機能も同期か。
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第592図 住居跡174遺構図
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住居跡174遺物図

住居跡64 （第584• 585図、図版103• 209) 

位置は、 R大区q159にあり、調査面はローム層で漸移標高74.0m。調査前竹林のため面荒れあり。重複は、

同61を切り、同65に切られるが推奨できない。施設として、住居跡65内に貯蔵穴らしき穴跡が、掘方に坑128

が同64に伴なう床下の土坑であるのか不明であったが、関連の広がりを認めた。遺物は、第585図2に古墳時

代前期の個体があり、住居機能も同期か。
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1、黒褐（10YR3/l) ロームプロック少なく、軟。

2、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック少なく、締る。床層。

3、にぶい黄褐（10YR6/4) ロームプロック主体の締る床層。

4、にぶい黄褐 (10YR6/4) ロームプロック主体。

5、黒褐（10YR3/l) ローム小プロックわずか含む。

6、にぶい黄褐 (10YR5/4) ロームプロック多い。6' 少し締る。

B-B' 

1、黒褐 (10YR3/l)現耕作土。粗。

2、黒褐 (10YR3/1)As -A含む。

3、黒褐 (10YR3/l)As -A含む。少し還元気味。

4、黒褐 (10YR3/l)As -B含む。少し粗。

土 ZL5 

ご工ご琴ここ丁戸二三ー三口声-
試掘トレンチ

゜

E

＿
 

」
1: 60 2m 

。 口旦

E
 

丑 5

炉

1、黄褐(lOYR6/5) ロームプロック。

2、黒 (10YR2/l)木灰層。

3、黒褐 (10YR3/l)木灰多く含む。

4、明黄褐 (2.5YR5/8)焼土化部分で木炭粒含む。

5、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロックわずか含む。

6、黒褐（10YR3/1)焼土粒入り、軟。

7、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック入る。

8、黄褐 (10YR5/6) ロームプロック多い。

9、黄褐 (10YR5/6) ロームプロック主体。

10、根跡か。

゜
1 : 30 lm 

第594図住居跡176遺構図
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旦 丑 5 上

74.5 ピ
1、黒褐 (10YR3/l)ほとんど何も含まない。

74. 5 

渇 忍

吋
2、灰黄褐 (10YR4/2) ロームプロック多く含む。締る。

3、黒褐(lOYR3/l) ロームプロックわずか。

今 丑 5

ピ1444

1、黒褐 (10YR3/l)軟らか。

2、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック含む。 2' 少し締る。

3、黒褐 (10YR3/l)黒味あり。

4、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック多い。締る。

ピ1287

1、黒褐（10YR3/l)軽石粒含む。焼土・木炭粒など見えず。 1' は締

る。

7、未注記。

゜
1 : 60 2m 

第595図住居跡176遺構図

住居跡65 （第585• 586図、図版103• 210) 

住居跡64に北接。床層に上・下（床 2)があり、掘方に浅い凹みが東寄りにある。規模は南北319+acm東

西268+acm、方向は西壁を基にN41゚45'Eを測る。遺間は 6世紀末前後で、機能時も同期である。

住居跡70 （第587• 588図、図版104• 210) 

位置はR大区 oP 158に、調査面はローム層で標高74.0m。重複は、ピットはピ641が後出するほか新古不

明。施設は小穴と掘方の凹みがある。工事区のため確認不足。規模は、南北250+acm、東西392+acm、北壁

を基にN39゚30'Eを測る。遺物は 6世紀後半の一括資料があり、住居機能時も同期である。
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| 

て
"'>.:¥ 

埋 1に 2 2 床9に 1十床 10に 1十床 11に 1十床 13に l=4

千

一

＿

1

1

 

に

困
5
読

下

判
埋

＋
＋ー
1

こ

に

埋
4

トレ

下

｝
埋
ペ

+
w
 

61
狂

ー
）ー

こ
17

レ

床

wc
＋
 

38
叶

こ

こ
I

I

 

6

埋

ヽ

床
＋

ヽ

6

＋
 

ヽ

3

こ

に
即

＼

即
直

ヽヽ
ヽ

ヽヽ

ヽ
ヽ

＼
 

ヽ
ヽ
ヽ

／
ーー

一
：
祈
川
＼
＼
＼
＼
＼
，
＼

ー

／

ご二こ-ノ――一
I
I
I
I
I
I
I
/
口

I

I

/
/
/
]
 

／

／

 

／

／

 

116 

疇

1 ] 

｀ ／埋／下 ;5に 1

＼麟
床21に 1

炉：欽
/1/C' 

゜
1 : 3 10cm ロ

第596図住居跡176遺物図

439 



第3篇 発掘された遺構と遺物

古
＼

叉

6
 貯埋 16に5十貯底 21に3+B埋

に4+c 埋に 3~15

゜
1 : 3 10cm 

貯埋 16に 39十判続困 11=50

第597図住居跡176遺物図

／ XC  

ーテ
A 

溝 121

、、ミク

1 掘埋 2に 1

△_ 四 5

もc-◊ -三。 1 : 60 2m 0 l : 3 10cm 

第598図住居跡177遺構図

住居跡71 （第589図、図版104の住居跡70右側）

位置はR大区 oP 158 • 159に、調査面はローム層で標高73.8m。調査は工事区。重複は住居跡70・同72に

切られる。施設に貯蔵穴がある。規模は南北235+acm、東西140+acm。方向はおよそNl°Eである。遺物は、

微弱で遺構の重複からすれば古墳時代後期以前、 6世紀後半以前であろう。

第599図住居跡177遺物図

住居跡72 （第590• 591図、図版210)

位置はR大区 P159に、調査面はローム層で標高73.Sm。調査は工事区。重複は住居跡71を切る。施設は掘

方に溝状の凹みがある。規模は、南北220+acm、東西70+acm、方向は東壁でN8°Wを測る。遺物は、第591

図のとうり少なく、同図 2の個体が古墳時代前 ・中期の土師器壺片であるので住居機能時と同期であろう。
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1、黒褐(10YR3/1)軽石粒含む。

焼土・木炭粒など見えず。

2、黒褐（10YR3/1)ローム小プロ

ック含み、締りあり。
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ご
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涅
共
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゜

1、黒褐（10YR3/l)現耕士。

2、黒褐（10YR3/l)As -A含み、

粗。

3、黒褐 (10YR3/l)As -B含み、

粗。

4、黒褐 (10YR3/l)As -B不明。

密。

5、にぷい黄褐（10YR6/4) ローム

粒・プロック多く含み、締る床層。

上方ローム質、下方黒褐。

6、黒褐 (10YR3/l) ロームプロッ

ク含み、軟。

7、にぶい黄褐 (10YR5/4)漂白ロ

ーム土壌化。

立上り接合面
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住居跡178• 179遺構図 第601図 住居跡179遺物図
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第 3篇 発掘された退構と遺物

十

゜ ＼溝121

（ ¥ i--

住 177

土 74.5 

I住 177

1、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒含む。

2、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック含む。

3、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック含む。締る床。

第602図住居跡180-1 • 2遺構図

s
さ

L

--/-c 

こ
入

＇ン

4、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック含む。軟。

5、黒褐（10YR3/1) ロームプロック多く含む。上面締る。

6、褐 (10YR4/4) ローム黒ずむ。土壌化。 6'はさらに黒ずむ。

7、黒褐 (10YR3/1) ローム粒含まず。

8、明黄褐 (10YR6/6) ロームプロック主。

゜
1 : 60 2m 

I I I 1 
貯埋 8に2十貯底 12に 1=3

＼ ＼ 
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＼二こ／／／／忍
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5
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第603図住居跡180-1 • 2遺物図
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1、黒褐 (10YR3/l)木炭粒． As-A含む。

2 、黒褐 (10YR3/l) 木炭粒 •As -A含む。東側・南側は焼土粒含む。

上面は締る。床面。

3、黒褐 (10YR3/l)木炭粒． As-A含む。上面床。

4、黒褐 (10YR3/l)木炭粒わずか、焼土粒多い。上面床。
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面見発
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口
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74.0 

第605図住居跡181遺物図

B
 

5、黒褐(lOYR3/1)焼土粒 ・ロームプロック含む。

6、にぷい黄橙（10YR6/4) ロームプロック多く、焼土粒見えず。掘り方

埋土。上面締る。

7、黒褐（10YR3/1)砂質。 As-A含む。下面に木炭層あり。

8、黒褐 (10YR3/1)木炭粒多く含む。締る。

0 1: 60 2m 

I ► 

-------
～掘方

第604図住 居 跡181遺構図

6---¥-上ヤ4 _I I / 1 A埋に 2

冨）｀ '~

' ~--~疇冒こ
ーーロニェー1 l 2 A埋に 1 ーロニロニロロロニ三

「9“'ニニ：1 ー、ーーロニニ］ : 5カ底 4し 1十力埋 8に 1=2

1、明赤褐 (2.5YR5/8)焼土粒と

その粘土小塊多い。

2、黄灰 (2.5Y4/l)灰を主とし、

焼土粒わずか入る。

3、黄灰 (2.5Y4/l)灰を主とし、

焼土粒わずか入る。 2層より黒

味あり。

4、明赤褐（2.5YR5/8)焼土粒主

体。

5、明赤褐 (2.5YR5/8）～黄灰

(2.5Y4/l)灰と焼土粒・塊とが

まじりあう。

6、明黄褐 (10YR6/6)焼土粒まじ

え、ロームプロック主体。

0 1 : 30 1 m 

： 
I 4カ埋 2に 1

゜
1 : 3 10cm 
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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1、黒褐（10YR3/l)軽石入る。焼土粒

部分的にわずか入る。

2、黒褐 (10YR3/l)焼土粒わずか含み、

少し締る。床層ではあるが弱い。 2'

は2より締る。

3、黒褐 (10YR3/l)軽石入り、士器多く

含む。

4、黒褐 (10YR3/l)ローム小粒・焼士

粒わずか含む。

5、明黄褐（10YR6/6) ロームプロック主

体。

6、黒褐 （10YR3/l) ローム小粒入る。

7、黒褐（10YR3/1) ローム小粒入る。

8、褐 (10YR4/4) ロームプロックと土

壌化。

旦

坑 436

上 一四

-2 
I¥ I 

新 1

I 以下黒褐色のため不明

-I¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥ 

坑 435

D
 

坑 435

...f... しこー 7彗

1、黒褐 （10YR3/1) ローム土壌化プロック含む。

（床層の残か）

2、黒褐（10YR3/l)木炭粒わずか含む。

A' 

1、黒褐 (10YR3/l)少し締る。

2、黒褐 (10YR3/l)少し締る。小礫入る。

D' 

゜
1 : 60 2m 

ー箆

B
、

第606図 住居跡182遺構図
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第10章 R・S区調査の遺構と遺物

I ► 
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、

□三三言四
1、黒褐 (10YR3/l)木炭粒わずか、焼土粒多く含む。

2、黒褐（10YR3/l)木炭・焼土粒見えず。

第607図住居跡182遺構図
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3、灰黄褐（10YR4/2) ロームプロック多く含む。

4、黒褐(lOYR3/l)焼土粒わずか含む。

5、黒褐 (10YR3/l)倒木の黒色土軽石入る。

6、黒褐（10YR3/l)木炭を含む。焼土粒入る。
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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第3篇 発掘された遺構と遺物

＼上1;:¥

I ► 

旦／□＼¥、旦

忍 、゚0 1:,,.:. 9 
，
 

1
'-

B
-

／／邑ーご

¥ |> 

旦／、／万＼＼旦

t-

ー／ー名

ー
0 1 : 60 2m 

目 I ► 

I /――ミ
1、黒褐（10YR3/l)焼土含む。軟。

1' は焼土粒少ない。

2、黒褐（10YR3/l)木炭 ・灰を多く

含む。焼士粒入る。

3、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロッ

久 クを含む。下部に灰層あり。

|>、

゜
1 30 lm 

吋

第611図住居跡183遺構図

住居跡174 （第592• 593図、図版104• 210) 

位置はR大区fg 163 • 164に、調査面はローム層上面標高74.lm。住居跡は、昭和58年度に高崎市教育委

員会によって調査された SI 0001である。既掘のため掘方状態にあった。重複は北西隅を中世溝の溝跡121が

後出してある。規模は南北523cm、東西398cm、方向は西壁でN5°Wを測る。遺物は同報告によると10世紀前半

の土器類と鐙瓦 ・大形瓦片の出土があった。同期としては大形の住居跡である。

住居跡176 （第594• 595図、図版104• 210) 

位置はQ大区 ・R大区境167• 168に、調査面は、ローム層漸移標高74.25m。重複はないものの上面の削平

化が目立つ。規模は南北745cm、東西773cm、方向は西壁でN2TWを測る。施設として北西隅に貯蔵穴、炉、

柱穴南西に新旧 2穴、北西に 2穴、東は不明瞭。遺物は古墳時代前期の一群で、住居機能も同期。

住居跡177 （第598• 599図、図版105• 211) 

位置はR大区b167 • 168に、調査面はローム層漸移標高74.15m。重複は溝跡121が切り、住居跡180-1を

切る。規模は南北315cm、東西88+acm、方向は西壁でN40°Wを測る。第598図は掘方状態である。遺物は、

第599図 1の9• 10世紀頃の土師器甕底部片がある。掘方埋土出土のため住居機能は同期。

住居跡178 （第600• 601図、因版105• 211) 

位置はR大区 C168 • 169に、調査面は南接の住居跡179と同一面。重複は平面確認時に住居跡179を切って

存在していた。施設は見い出せなかった。規模は南北81+acm、東西290+acm、方向は南壁を基にN4°Wを測

る。遺物は微弱であったが、住居跡179より後出時期の住居である。
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第10章 R・S区調査の遺構と遺物
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住居跡183遺物図

住居跡179 （第600• 601図、図版105• 211) 

位置はR大区bc 168 • 169に、調査面はローム層漸移標高74.3m。重複は住居跡180を切り、同178に切ら

へ、同177とは不明。規模は南北410+acm、東西390+acm、方向は南壁を基に、 N8゚15'Wを測る。施設とし

て南壁下に高まりがあり、

住居跡180-1 ・同一 2

2ピットとの関係は不明。遺物は古墳時代前期の個体で住居機能も同期か。

（第602• 603図、図版105• 211) 

位置はR大区bc 167・168に、調査面はローム層漸移標高74.3m。重複は住居跡177が切る。規模上層の住

居跡180-1では南北553cm、東西360+acm、方向は西壁を基にNl9'30'Wを測る。下層床と南壁下で周溝を伴
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1、黒褐 (10YR3/l)軽石含まず、ロームプロ

ック少ない。 1'は黒い。

2、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック多く含む。

3、黒褐 (10YR3/1) さらにロームプロック多

く、締る。

4、にぶい黄褐 (10YR5/4) ロームプロック、

土壌化主体で締る。

床

1、黒褐 (10YR3/1) ローム小粒わずか含む。

2、灰黄褐（10YR4/2) ローム粒入り、焼土

粒わずか入る。

3、明黄褐(lOYR6/6) ローム漸移状で締る。
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1、黒褐 (10YR3/1)軽石含まず、ロームプロック少ない。 1' は黒い。

2、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック多く含む。

3、黒褐（10YR3/1)さらにロームプロック多く、締る。

4、にぶい黄褐（10YR5/4) ロームプロック、土壌化主体で締る。

I I 

二、／言＿
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D掘埋に 1
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第615図住居跡185遺構図 第616図住居跡185遺物図
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第 3篇 発掘された遺構と遺物

- / 1 /q, 

合）
»..(—· • (._ 

苓

住竺；〖ー百面f---<cょ
干唇

<‘ 
一
十笹

く＇

土 74 0 

゜
1 : 60 2m 

|口

..£... 

B
、

土二二三二

D
、

丘

四

à 
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1、黒褐 (10YR3/l)木炭 ・焼土粒含む。

2、黒褐（10YR3/l)木炭粒多い。

3、にぷい黄褐 (10YR5/4) ローム土壌化主体。

住 187カマド

1、黒褐（10YR3/l)耕土。

2、明黄褐 (5YR5/8)水田酸化。

3、赤 (10R5/8)焼土粒主体。

4、暗緑灰 (10GY4/l)木灰と禾本科灰。

5、黒褐（10YR3/l)酸化すこし（水田）およぶ。

6、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒わずか含む。

゜第617図住居跡186、187遺構図
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第619図住居跡187遺物図

なう住居跡180-2とは周溝との方向性が同180-1と平行するため、 1住居の改修による新古の可能性もあ

る。掘方上で貯蔵穴、柱穴 2穴を確認し、位置関係は同180-1に伴う可能性大。遺物は古墳時代前期で、住

居機能も同期。

住居跡181 （第604• 605図、図版105• 211) 

位置は R大区 1168に、調査面はローム層上層標高74.3m。重複は溝跡113より後出。規模は南北257cm、東

西228+acm、方向は西壁でNl9°Wを測る。施設に床面の存在、東壁に鼈、掘方に土坑があった。床面上は、

小木片の炭化が多くあり、竃の被熱顕著。時期は遺物により江戸時代末から明治時代初期頃。

住居跡182-1• 2 （第606• 607 • 608図、図版106• 211 • 212) 

位置はR大区gh 165 • 166に、調査面はローム層上面標高74.25m。重複は溝跡130より後出。平面上 2住

居があるらしく同一1• 2に区別。施設は、竃、貯蔵穴に新旧が、掘方に床下土坑がある。規模は個別分別を

明瞭にできず全体で南北472cm、東西509cm、方向は東壁を基にN8°15'Wを測る。貯蔵穴は、床面図の新段階

の底面標高73.96m、掘方図の旧段階の床面標高73.82mであった。遺物について、新・旧貯蔵穴の遺物は10

世紀後半で型式差少なく、住居機能時はその頃と考えたい。両住居跡は、瓦の出土が見立っている。

住居跡183 （第611• 612図、図版106• 212) 
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はやや締る畑地土壌。 7、黒褐 (10YR3/l) ローム粒少ない。少し締る。

2、黒褐（10YR3/l) ローム小プロソク多く含む。 8、黒褐 (10YR3/l) ローム粒少ない。少し締る。さらに焼土粒含む。

3、黒褐（10YR3/l)焼土粒わずか含む。 9、黒褐（10YR3/l) ロームプロック含む。床下土坑か。少し締る。

4、黒褐（10YR3/l)ロームプロック多く含む。硬化床層。 10、黒褐（10YR3/l) ロームプロック含む。少し締る。

5、黒褐 (10YR3/l) ロームプロソク多く含む。硬化床層。少し還元気 11、黒褐 （10YR3/1)ロームプロック含む。

味。 12、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック少ない。少し締る。
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1、黒褐（10YR3/l)焼土粒多く含み、木炭粒わずか。 1' は焼土粒少

なし‘°

2、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒見えず。

6、黒褐 (10YR3/l)木炭を含む。焼士粒入る。 6' は灰・焼土粒少な

し‘°

゜
1 : 30 lm 

7、黒褐 (10YR3/l)焼土粒わずか含む。

8、にぶい黄褐 （10YR5/4) ローム土壌化主体。

第620図住居跡188-1 • 2遺構図
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1、黒褐（10YR3/l)焼土粒・ ロームプロックなど含まず。

2、灰黄褐 (10YR4/2)ローム小プロック含む。

3、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロックわずか含む。少し粘性。

4、明黄褐 (10YR6/6)ローム軟。

、ー＝＝仁三言：：
| 

゜
1 : 3 10cm 

第623図住居跡189遺物図

位置はR大区 kI 164に、調査面はローム層上面標高74.3m。重複は住居跡190が切り、南西側の小規模な

倒木が後出してあり、さらに先行の倒木が西側にある。規模は南北288cm、東西473cm、方向は東西中軸を基

にN34°Wを測る。施設に炉跡、南東隅に底面標高73.31mの小穴、掘方の壁下溝がある。遺物は第614図のよ

うに古墳時代前期の個体があり、住居機能も同期である。

住居跡186 （第615• 616図、図版107• 213) 

位置はR大区 k1165に、調査面はローム層上面標高74.3m。重複は住居跡184、同186、同188と倒木 2カ

所・坑379が後出。規模は南北440cm、東西470cm、方向は中軸でN33°Wを測る。施設は炉跡に新・旧、柱穴 4

カ所、ピ1521の底面標高73.43mがある。貯蔵穴は坑381（坑名称の左側の凹み）底面標高73.14mである。遺

物は第616図1• 2があり、古墳時代前期で住居機能も同期。

住居跡186 （第617• 618図、図版107• 213) 

位置はR区大区 1165に、調査面はローム層上面標高74.25m。重複は住居跡188を切るが、西方の大半は調

査地外。規模は南北238+acm、東西135+acm、方向は南壁を基にNO゚3l'Eを測る。施設に鼈・貯蔵穴がある。

遺物は 9世紀後半の個体が主をなし、住居の機能も同期。
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1、黒褐（10YR3/l)木炭・焼

土粒多く含む。

2、黒褐（10YR3/l) 木炭粒

少なく、焼土粒含み、ローム

小プロック多く含む。

!,_, ．包5

～` マ～ 巧メご
I 

斗
B
 

＼屯

74.5 

ーデミ
2 

1、黒褐(lOYR3/l)As-A含み、道跡。現代。水田終わりの東西道。

締る。

2、黒褐 (10YR3/1)As-A入らず。ローム小粒入る。

3、黒褐（10YR3/l) ローム小プロック・焼土粒入る。

4、黒褐（10YR3/l) ローム小プロック・焼土粒入る。

5、明黄褐（10YR6/6) ロームブロック多く、締る。住床層。 5' は軟。

6、明黄褐（10YR6/6) ロームプロック多く、締る。住床層。

第624図

9、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック少なく、締る。床層。

10、明黄褐(lOYR6/6) ロームプロック多い。黒褐プロック多い。

11、明黄褐（10YR6/6) ロームプロック主体。

14、黒褐 (10YR3/1)ロームほとんど見えず。

16、黒褐(lOYR3/l) ロームほとんど見えず。

゜
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住居跡190遺構図
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第626図 住居跡190遺物図

住居跳187 （第617• 619図、写真図版107• 213) 

位置はR大区 1165に、調査面はローム層上面標高74.25m付近で、住居跡186の調査に合せて行ない、重複

は同186が先行。竃の一部分の調査で、第617図平面は掘方状態。遺物は 9世紀後半、住居機能も同期。

住居跡188-1、同188-2 （第620• 621図、写真図版107• 213) 

位置はR大区 Iml65に、調査面はローム層上面標高74.25m。重複は住居跡186が切る。規模は南北432+

acm、東西275+acm、方向はN11°Wを測る。施設に鼈と貯蔵穴がある。遺物は 9世紀中頃、機能も同期。

住居跡189 （第622• 623区、写真図版107• 213) 

位置はR大区 1164に、調査面はローム層上面標高74.25m。重複は住居跡84• 190 • 195 • 213 • 243、土坑

283が後出するが、重複大のため推奨できない。規模は南北295+acm、東西319+acm、方向はN28゚30Wを測

る。施設は不明瞭。遺物は、 9世紀中頃と見られるが、数少なく、住居機能時やや不明瞭。
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小礫入る。
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5、黒褐（10YR3/1)

ロームプロック入る。
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1、黒褐 (10YR3/1)焼土粒を多く含む。

2、黒褐 (10YR3/1)焼土粒わずか含む。ローム小粒含む。締る床層。

3、黒褐 (10YR3/1)焼土粒・木炭粒含む。締る床層。

4、黒褐 (10YR3/1) ロームプロックを主とする床層。
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第10章 R・S区調査の遺構と遺物
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1、黒褐 (10YR3/l) ロームプロソクわずか含む。

2、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック少ない。

3、黒褐 (10YR3/l)小礫入る。

5、黒褐（10YR3/l) ロームプロック入る。床層。締る。

6、黒褐 (10YR3/l) ロームプロソク量多い。床層。締る。

7、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック入る。黒味強。

8、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック7より多く、締りあり。

11、にぷい黄橙 (10YR6/4) ロームプロ ック多く、少し締る。
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゜
60 2m 

1、黒褐（10YR3/1)As-A含み、道跡。現

低い。水田終わりの東西道。締る。

2、黒褐 (10YR3/l)As-A入らず。ローム

小粒入る。

4、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック・焼

土粒入る。

5、明黄褐 (10YR6/6) ロームプロック多く、

締る。住床層。

9、黒褐(10YR3/1)ロームプロック少なく、

締る。床層。

11、明黄褐 (10YR6/6)ロームプロック主体。

14、黒褐 (10YR3/l) ロームほとんど見えず。

15、黒褐(10YR3/l) ロームほとんど見えず。

16、黒褐 (10YR3/1) ロームほとんど見えず。

゜
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1、黒褐（10YR3/l)焼土粒を多く含む。

2、黒褐 (10YR3/l)焼士粒をわずか含む。ローム

小粒含む。締る。床層。2'は焼土やや少ない。

I> 3、黒褐(lOYR3/l)焼土粒，木炭粒含む。締る。

叫 ・ 床層。

一、 4、黒褐 （10YR3/l)ロームプロックを主とする。

B バニ勺＼、 互

ーロ：＼）

□ し5、黒褐（10YR3/1)木炭灰入り、黒っぼい。

|>、 6、にぷい黄褐 (10YR5/4) ローム土壌化主体。
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cLO 1、黒褐 (10YR3/l)ロームプロック微。

2、黒褐 (10YR3/l)ロームプロック含み、

締る床層。

I► 

I 
3、黒褐（10YR3/l) ロームプロック含み、軟。

4、黒褐(10YR3/l)軽石入る。軟。

5、黒褐 (10YR3/1)ほとんどなにも含まない。
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ヽ
¥ 4、にぶい黄褐 (lOYRS/4)ローム漸移状、

軟。

5、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含む。締る。

床層。
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、
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第10章 R ・S区調査の遺構と遺物
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第634図住居跡195迫構図

住居跡190 （第624・625・626図、 写真図版108・213・

214) 

位置は R大区 k 1 163 • 164に、調査面は、標高74.1

m 。重複は多く 推奨できないが、住居跡191• 192を切

1、黒褐（10YR3/l)A s-A含み、道跡。現

代。水田終わりの東西道。締る。

2、黒褐（10YR3/1)As-A入らず。ローム

小粒入る。

4、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロ ック ・焼

土粒入る。

5、明黄褐(lOYR6/6) ロームプロック多く、

締る。住床層。

9、黒褐（10YR3/l) ロームプロック少なく、

締る。床層。

11、明黄褐 (10YR6/6) ロームプロック主体。

14、黒褐(lOYR3/l) ロームほとんど見えず。

16、黒褐（10YR3/l) ロームほとんど見えず。
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R・S区調査の逍構と遺物
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第 3篇 発掘された辿構と追物
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第640図住居跡196• 197遺物図 lOcm , ; ,  

り、住居跡195• 243に切られる。規模は南北404cm、東西578cm、方向は西壁でN20゚30'Wを測る。施設は竃・

貯蔵穴は重複のため不明瞭、掘方に焼土 ・灰を含む小さな凹みがあった。遺物 9世紀前半、機能も同期か。

住居跡191 （第627• 628図、写真図版108• 214) 

位置はR大区 jk 163に、調査面はローム層上面標高74.25m。重複は住居跡190• 192 • 193、溝跡135• 136、

坑384に切られる。規模は南北497cm、東西571cm、方向はNl7'45'Wを測る。施設は、新旧があり、掘方で旧

炉跡が、壁下には旧時の壁面が内側に、柱穴も新旧があった。深さは北東で73.44m、南東で73.20m、南西

で73.21m、北西で73.47mを測る。遺物は古墳時代前期で、住居機能も同期である。

住居跡192 （第629図、写真図版108• 214) 

位置はR大区 k163に、調査面は住居跡191の埋土上面である。重複は住居跡191を切り、住居跡190・193に

切られる。規模は、南北295+acm、東西305cm、方向は中軸でN18°Wを測る。施設は、住居跡191が下方に存
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1、黒褐(lOYR3/1)As-A含み、砂質。 4、黒褐 （10YR3/l)砂質。 4' ほぽ同じ。 4” 少し締る。

2、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック含み、締る。 5、黒褐(lOYR3/l) ロームプロック含み、締る。住居の床。

3、にぶい黄褐 (10YR4/3) ローム粒・小プロック多く、焼土粒入る。 6、黒褐 (10YR3/l)焼土粒多く、木炭粒わずかに入る。
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